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はしがき

大阪府は摂津、河内、和泉の三国からなり、それぞれの地域が密接にかかわ

りながら、多様な歴史・文化が育まれてきました。旧摂津国は大阪府北部から

兵庫県東部にあたり、現在の大阪の中心地である大阪市をはじめ府下 11市町

が含まれます。

摂津国は、中世を通じて京と西国をむすぶ地域として重要な位置を占めまし

た。南北朝時代の動乱においては南河内が主たる戦場となりましたが、摂津に

おいても城館や古戦場址の伝承などが残されています。南北朝合ー後には細川

氏が摂津国を支配するに至 りましたが、その後、細川家の家督争いをはじめと

する戦国の騒乱のなかで、 「最初の天下人」とも称される三好長慶が居城とし

た芥川城、織豊系城郭の典型である豊臣秀吉の大坂城など、諸大名や国人層ら

により大小の城館や砦などが次々と築かれました。これらの中には往時の在り

様を物語る遺跡として、現在でもその姿を今に遺しているものもあります。

大阪府教育委員会では、これらの歴史的に重要な遺跡について、計画的な保

存と活用をはかるべく、中世城館等の調査を進めてきました。これまでに河内

地域の中世城館について調査を実施し、すでに 『南河内における中世城館の調

査』・『北・中河内における中世城館の調査』を刊行しています。

今回は、大阪北部にあたる摂津地域の中世城館等について、資料収集等の調

査を行いました。すでに報告した河内地域の中世城館と合わせ、大阪府のみな

らず、日本の歴史を解明するための基礎資料となるものです。本書が本地域の

中世史研究、ならびに文化財保護行政に活用されるものと期待しています。

最後になりましたが、調査にご協力いただきました各市町文化財保護行政主

管課、ならびに調査にご指導、ご協力いただいた皆様に対して厚く御礼申し上

げます。

令和 4年 3月

大阪府教育庁 文化財保護課長

稲田 信彦
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本書は、大阪府の摂津地域における中世城館等の分布調査報告書である。

調査は、大阪府教育委員会の依頼により、旧摂津国に属する、大阪市、豊中市、池田市、吹田市、高槻市、

茨木市、箕面市、摂津市、島本町、盟能町、能勢町の文化財保護行政主管課の協力によって、令和

元年度から令和3年度に実施した。

本書は、各市町文化財保護行政主管課により作成された 「城館 ・城郭一覧表」および 「城館跡詳細

調査台帳」の内容をもとに、大阪府教育庁文化財保護課小泉 翔太・市川 創 ・北川 咲子が編

集作業を行った。本害中の城館等については、主として各市町の担当者が台帳に記載したものに依

拠しているが、必要に応じて編者が追加、加筆、補足等を行った。

各市町文化財保護行政主管課の担当者・担当機関は下記のとおりである。本害作成において多大な

協力をいただきました。深謝申し上げます偵頁不同、敬称略）。

大阪市教育委員会 櫻田小百合 型中市教育委員会

池田市教育委員会 中西正和 吹田市教育委員会

高槻市街にぎわい部中西裕樹 ・早川 圭 茨木市教育委員会

箕面市教育委員会 泉谷英雄 摂津市教育委員会

島本町教育委員会 木村友紀 豊能町教育委員会

能勢町教育委員会 今村浩．）II上拓兵

第4章第 1節は大阪府教育庁文化財保護課 原田

街にぎわい部 早川 圭が執筆した。

資料の掲載等にあたっては、各市町のほか、下記の機関のご配慮を賜りました。深謝申し上げます。

大阪府立公文書館、大阪府立中之島図柑館、堺市立博物館、吹田市立博物館、広島市立中央図暫

館 （順不同）

第3章に掲載した空中写真のうち、出典の明示がないものはすべて国土地理院撮影である。

橘田

田中

清水

八田

小嶋

正徳

充徳

邦彦・坂田

邦敏

均

典彦
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昌浩・小泉 翔太が執筆した。第2節は高槻市
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第 1章調査の目的と経過

l 調査の目的

本州のほぼ中央に位盟する大阪府は、その西を大阪湾、北を北摂山地、東を生駒山地と金剛

山地、南を和泉山脈によって囲まれている。その面積は約 1,905km2と全国でも 2番目に狭い

都道府県であるが、 「摂河泉」と通称されるように、旧国では摂津国（東部）、河内国、和泉国

の三国からなり、日本の歴史において重要な位匝を占めてきた。

大阪府域は、南北朝時代や戦国時代において騒乱の大きな舞台となり、多くの城館が築かれ

た。中世城館として周知されている埋蔵文化財は府内で約 200箇所に及ぶ。またこれらの城館

以外にも、地域において城館跡と伝える場所、それを示唆する地名、所在は不明ながら文献に

記載される城館、時に城館としても機能した寺院、寺内町、環濠集落等も数多く所在している。

しかしながら、これら中世城館及びその関連遺跡については、時代や範囲、構造などの実態が

いまだ十分に把握されているとは言い難い。

そこで、大阪府教育委員会では、大阪府内に所在する中世城館について、その現状を把握し、

その保存と活用を図るための基礎狩料とすべく 、既往の調査汽料、文献史料、地籍図等を集成

し、検討するとともに、これを台帳として整備することとした。

2 調査の経過

大阪府における中世城館の調査は、上記の目的のもとで平成 18年度より開始した。調査に

あたっては、大阪府において摂津、 北河内、 中河内、 南河内、和泉の5地域を設定 した。そし

て平成 18・ 19年度にまず南河内の中世城館調査を実施し、報告書『南河内における 中世城館

の調査』を刊行した （大阪府教育委員会2008)。次いで、平成 27、28年度のニヶ年度事業と

して北・中河内地域の中世城館調査を実施し、報告書『北・中河内における中世城館の調査』

を刊行した （大阪府教育委員会2017)。これらにより、河内地域の中世城館調査は完了した。

今回は、文化庁の国庫補助金を受け、摂津地域の中世城館調査を実施した。調査事業は大阪

府教育庁文化財保護課が中心となり、摂津地域の 11市町 （大阪市・豊中市 ・池田市・吹田市・

高槻市 ・ 茨木市・箕面市 ・ 摂津市•島本町・豊能町・能勢町） の文化財保談行政主管課の協力

を得て、令和元～3年度の三ヶ年度事業として実施した。

事業内容としては、二つの調査をおこなった。一つは、城館・城郭一煎表および城館跡詳細

調査台帳（図 1・ 2)の作成による悉皆調査である。調査にあたっては、上記 11市町に対し

て調査への協力と、 一乾表および台帳の作成を依頼した。集成された摂津の中世城館及びその

関連遺跡は計 151箇所にのぼった。本書第3章で詳述する各城館等の状況については、主とし

てこの一腕表および台帳に基づくものである。

もう一つは、令和元～2年度に大阪府教育庁文化財保談課が主体となって実施した、豊能郡

における中世城館の分布・測証調査である。この調査成果については第4章第 1節に詳述する。
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城館等詳細調査台帳

1調査項目 （※記入時に1広沖意書きは削除してください）

① 名称
城館等については機能時の名称とし、「跡」は付さない。
別名がある場合は括弧書きで記入する。

② 指定の有無 国・府・市町村における史跡等の文化財指定の有無

③ 所在地 代表の所在地について、原則小字まで、わかれば地番まで記入

④ 立地 城郭跡の占地を記入、「山頂部」「尾根先端」「山裾」「段丘」「平野」その他

⑤ 標高 1/25,000地形図の読み取り値を記入

⑥ 比高 山城は裾の平坦部からの比高を1/25,000地形図の読み取り値で記入

⑦ 保存状況 完存：城館等（遺跡）の全体的な状況が目視で確認できるもの。

半壊：城館等（遺跡）の存在は確認できるが、大半が削平、または著しい地形改変
等により、全体的な状況までは確認できないもの。
全壊：城館等（遺跡）の痕跡が認められる、または伝承等により遺跡の存在が知ら
れているが、現況では確認できないもの。地下に遺構が存在する可能性があるもの
を含む。

消滅：城館等（遺跡）が地形改変等により現存しないことが確実なもの。

⑧ 現状 現在の土地利用状況、植生

例：「宅地」「水田」「畑地」「果樹園」「山林」「道路」「寺社地（名称）」「墓域」その他

⑨ 調査歴 発掘調査、測量調査の実施年度と報告書名

⑩ 遺構 遺構の種別と数

例：「郭」「堀切」「横堀」「竪堀」「土塁」「石垣」「虎口」「櫓台」「土橋」その他

⑪ 遺物 採取遺物、出土遺物を列記

⑫ 伝承 城館跡にまつわる伝承について、市町村史等の資料や聞き取りから記入

⑬ 関連地名 周辺の城館関連地名について記入

⑭ 城主 文献史料等から判明しているものについて記入

⑮ 時期 文献史料や発掘調査の内容より記入

⑯ 特記事項 近隣の関連遺構や古道等の情報について記入

⑰ 緯度 中心の1点について記入、単位を明記すること

経度 ＂ 
⑱ 参考文献 関連する研究論文等を列記

図 1 城館等調査台帳 (1)
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減鱚等諄織鯛査台幡

2 位・属i

・貴市町村所賓の地図（大纏尺がll家しい）に位●を示す

・械郭範霞（確実な範霞：赤実●と塗り潰し、不確定な範圃：赤議織と蟹り潰し）

・禎葬層辺の中世遍騎、寺讀馳などの舅運遍諭についても記入

3.写真

1・貴市町村所賓の既存写真

・違量写真

・SIや蝙切鴫の遍檎牧況写真

・壽色立体図

6. 邊•Ill

・既存刊行物より舅運湯所について転鐵

7小字1l11

颯鱚等詳織●査台幡

・市町村刊行9Iヽ字園、既存刊行物より鵬ii場所について転載

鍼鱚等諄纏調量台帳

•- 綱憬•J置l

|•既存の鵬査資料．研究咸集の1l11を出鼻を朗記したうえで転●

5.遍欄の概璽

I・遍懺の瓢婁について100～泣淳精度で記入

域鱚等詳纏調査台幡

B. 11運史料（市町村史、その他市町村刊行物より記入）

①名称 文賦事の1l11．古文書の鳩合 古文書名斥5文書騨名 を記入

② 作書

③年代 和麿(l!i麿）で記入例•鴫鬱3年(1392)

④出負 刊行物から抜き出した湯合はその書名、 ベージ鮫を記載

⑤所戴書

⑤ 鯛運記述

⑦懺主 想定械主を記入

R 存績期Ill 史料により分かる撼郭の存続期闇

9.その1!1

・絵11!1などの参彎資料で刊行物となっているものがあれば出員を明記の上、転載

図2 城館等調査台帳 (2)
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第 2章 地理的 ・歴史的環境

1 地理的環境

旧摂津国は、現在の大阪府北西部および兵庫県南東部にまたがる地域である。東を淀川に区

切られて河内国と接し、北東では天王山を介して山城国と通じる。北は丹波国、西は播磨国と

接する。南には大阪湾が広がり、海浜部は港湾として発展してきた。現在の行政区では、大阪

府下では大阪市の一部、豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、

豊能町、能勢町が該当し、兵庫県下では神戸市、尼崎市、西宮市、 芦屋市、伊丹市、川西市、

宝塚市、三田市、猪名川町が該当する。本書では大阪府下の8市3町を対象と し、以下におい

ても主としてこの範囲について記述を進めることとする。

当該地域の地形的な条件としては、 南北に大きく二分できる。北側は北摂山地から丹波高地

へ通じる山塊から派生する山地によって構成され、小規模な盆地が点在する。剣尾山 (784m)、

妙見山 (660m)、ポンポン山 (679m) などを頂点として、猪名川、箕面川、安威川、芥川な

どが複雑に河谷を形成して流下し、淀川へ合流して大阪湾にそそぐ。南側ではこれらの河川が

形成した扇状地、 自然堤防と後背湿地が発達し、淀川を挟んで南北に千里丘陵と上町台地があ

るほかは低平な大阪平野が広がる。

1 翌かへ`こで
sf‘ 

ti, 

z
↑

l
o

J
 

r
 

~
逍
鴻

一 埋蔵文化財包蔵地

:300,000 1,500m 

- ，| I l l I I | 

図3 大阪府北部の中世遺跡および街道遺跡 （地理院タイル （傾斜塁図） を用いて作成）
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現在の土地利用も上記した地形条件によ っておおむね二分され、北側の山間地域では山林や

農地が大半を占める一方、南側では居住地が圧倒的に多い。これに対応して、南側では交通網

も集中しており、鉄路として JR東海道本線、東海道新幹線、阪急電鉄京都線が通り、高速道

路では名神高速道路、中国自動車道等が通る。いっぽう北側では新名神高速道路が南端を掠め

るように東西に通るほかは旧来の街道を踏襲した道路網があるのみで、鉄道も能勢電鉄妙見線

が通る程度である。

2 歴史的環境

摂津は、上述した地理的な特性のもと、淀川舟運を介して京都と瀬戸内海が通じ、陸路では

京都と西国をむすぶ西国街道が通り、中世を通じて西国から畿内への玄関口として機能した。

鎌倉時代には、大阪府下が主たる戦場となった争乱は乏しく、城や砦に関する史賓料も数少

ない。むしろ、水無瀬離宮 （島本町）や吹田殿 （吹田市）、江口 （大阪市）に代表されるように、

御幸や遊行の地と してあらわれるものが多い。摂津に守護が置かれるのは承久3年 (1221)の

長沼政宗の補任をはじめとするが、鎌倉硲府による支配力は乏しかった。これは、既存の公家・

寺社などの荘園領主勢力が強固であったことが要因とされる。そうした中で、承久3年 (1221)

の承久の乱を契機に、能勢氏や芥河氏が土豪層として勢力を拡大していった。

元徳3年／元弘元年 (1331)、皇位継承に端を発する朝廷と孫府との対立から、後醍醐天皇

による倒孫運動が具体化し、これに呼応した楠木正成が南河内を拠点として挙兵して稲府軍と

合戦が繰り広げられた （元弘の乱）。 摂津においても、稲府軍が築城したとされる天王寺城（大

阪市）をはじめ、関連する城郭や古戦場の記録が散見される。正慶2年／元弘3年 (1333)に

は恐府軍から離反した足利尊氏により六波羅探題が、新田義貞により錬倉の北条氏が滅ぼされ、

鎌倉猫府は終焉を迎えた。後酸醐天皇は天皇親政の新政を敷くものの、建武3年／延元元年

(1336)に尊氏が光明天皇を擁して武家政権を樹立し （北朝）、後醍醐天皇の南朝と分裂して動

乱が続いた。

明徳3年／元中 9年 (1392)、足利義満の時に南北朝の合ーが成り、動乱は一定の終息を見

せた。しかし、足利義政没後の義視・義尚の将軍継嗣問題に、畠山長政・義就の対立が加わり、

応仁元年 (1467)には内乱に発展した （応仁・文明の乱）。 戦乱は長期にわた り、河内守護を担っ

ていた畠山氏は孫政への影響力を縮小する結果となった。いっぽう、摂津守護は 14世紀末に

は一国を複数の守護が支配する状況であったが、永徳2~3年 (1382~ 83)にかけて、細川

頼基が八部郡・兎原郡 ・ 武庫郡・豊島郡 ・ 島上郡•島下郡および川辺郡の一部の守護に補任さ

れたことを契機に細川氏が徐々に勢力を拡大し、15世紀を通じて細川京兆家が摂津国の支配

圏を拡大していった。細川家には惣領たる京兆家のほかにも和泉守護家、阿波守談家、典厩家

など有力な分家が成立し、大きな勢力を誇った。明応2年 (1493)、細川政元が日野富子・伊

勢貞宗と謀って足利清晃 （のちの義澄）を擁立して挙兵し、河内に出陣していた将軍・足利義

材と畠山政長・尚慶は正覚寺（大阪市）で拿捕された（明応の政変）。 これを契機に足利将軍

家に分裂が生じ、細川氏も京兆家と阿波守護家の対立や、 高国派と澄元派の対立が顕となった。

細川氏の被官 ・三好氏はこの間に勢力を強め、畿内情勢を掌握した京兆家の細川晴元が本願寺

勢力との戦いで支配を弱めたことを契機に、三好長慶が晴元方を制し、細川氏に代わって芥川

城 （高槻市）から畿内支配をおこなった。長慶は永禄3年 (1560)に飯盛城 （大東市・四條畷

市）へ本拠を移したが、没後に三好家および家臣団で勢力争いが発生し、三好政権は長くは続

かなかった。永禄 11年 (1568)、織田信長が足利義昭を奉じて芥川城へ入城したのち、上洛し

た。摂津は側近の和田惟政が支配し、三好氏の摂津での支配域は欠郡のみとなった。元亀4年

(1573)、信長が将軍義昭を京から追放し、室町稲府も終焉を迎えることとなった。

-6 -



第 3章 中世城館調査資料

1 城館等一覧表および分布図

本調査は旧摂津国に属するうち大阪府下に存する大阪市 ・豊中市・池田市・吹田市・ 高槻市 ・

茨木市 ・箕面市 ・摂津市 ・島本町 ・豊能町・能勢町の城館を中心に実施した。調査にあたって

は、第 1章で述べたとおり、各市町文化財部局の協力を得て、各市町域における城館等につい

て 「城館・城郭一究表」および 「城館等詳細調査台帳」（図 1・2)を作成し、基礎汽料の収集、

ー鹿表及び分布図の作成にあたった。

調査は中世の城館を中心に実施した。それに加え、城郭に利用された （可能性を含め）寺院

（跡）、 および中世の城館と考え られる遺構を検出している遺跡の発掘調査事例のうち、主要な

ものについても、 一鹿表および分布固の作成を行った。

(1)城館等ー鹿表

l)城館等一翌表（表 1~5)には、これまでの学史も考慮し、伝承性の高いもの、選構の

未確認のもの、所在地不明のものも挙げた。

2)城館等の番号は、本地域での分布状況に鑑み、任意に番号を付した。番号には、城館 （所

在の明らかなもの、および推定されるもの）には単純に番号を付したが、それ以外につ

いては下記のとおりとした。

・所在不詳の城館 ：番号の前に 「F」を付与

・寺内町および現禄集落 ：番号の前に 「K」を付与

・遣跡 ：番号の前に 「S」を付与

・寺社 ：番号の前に 「T」を付与

3)城館等の規模については、城舘等賽料一詫表 （表6~13)で示した関連賓料や既往の

調査成果から記載した。

4)保存状況については、下記のと おりとした。

・完存 ： 城館等 （遺跡）の全体的な状況が目視で確認できるもの。

・半壊 ： 城館等 （遺跡）の大半が削平、または著しい地形改変等により、その存

在は確認できるが、全体的な状況までは確認できないもの。

・全壊 ： 城館等 （遺跡）の痕跡は認められるが、現況では確認できないもの。 地

下に遺構が存在する可能性があるものを含む。

・消滅 ： 城館等 （遺跡）が地形改変等により存在しないことが確実なもの。

5)文化財保護法・条例等による文化財指定の有無、および所在地 （推定含む）が周知の埋

蔵文化財に含まれる場合はその名称を記した。

(2)分布図

l)分布図は 「城館等一腕表」（表 1~ 5)に掲載されているもののうち、所在の明確なも

のについて図示した。また寺院、寺内町、環濠集落、関連遺跡について も図示している。

詳細については凡例を参照されたい。

2)当該地域は開発が著し く進んでおり 、現在の地形図では城館等の地形珠悦が不明確とな

る場合もあるため、城館分布の基本図と して調査対象地域の揃う最も古い地形固として、

明治期の地形図を使用した （医 17参照）。 また現況と対照できるよう国土地理院地形図

（地理院タイル淡色地図 （電子国土基本図）、令和4年2月25日参照）を併せて掲載した。

掲載に際しては、両者とも縮尺を 1/50,000とした。
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表1 城舘等一鰐表 (1)

番号
名称

所在地 種別 時代
土地の

立地
遺構の規模(m) 保存 指定の 周知の埋蔵文 本書

城館名 ふりがな 別名 状況 標高 規模 状況 有無 化財包蔵地名 掲戟頁

1 
大坂城 おおさか 大阪市中央区大

平城 織登ー江戸 その他 台地 5-33 2200x2000 半壊 特別史跡 大坂城跡 49 
（豊臣氏） じょう 阪城

2 毛馬城 けまじょう
大阪市都島区毛

平城 織塁？ 宅地 平野 2 不明 全埃 毛馬城跡 49 
馬町

えなみじょ
大阪市都島区内

3 榎並城
う

代町・城東区野 平城 戦国？ 宅地 平野 1 不明 全壊 榎並城稼伝承地 51 
江

4 野田城 のだじょう
大阪市福島区野

平城 戦国一織豊 宅地 平野 -1-0 不明 全埃 野田城稔伝承地 51 
田・玉川

5 寺岡砦
てらおかと 大阪市住吉区長

環濠染落
南北朝～戟

宅地 台地 7~8 不明 全壊 寺岡砦跡 詔
りで 居西 国

6 柴烏城
くにじま 大阪市東淀川区

乎城 戦国～織豊 宅地 平野 3-4 不明 全壊 柴烏城跡伝承地 56 
じょう 柴島

7 新堀城
しんぼり 大阪市住古区長

平城 戦国～織塁 宅地 台地 ， 不明 全埃 新屈城跡伝承地 56 
じょう 居束

K8 
我孫子環 あびこかん 大阪市住吉区遠

環濠染落 戦国～江戸 宅地 台地 10~11 240x300 全塩
我孫子城跳伝承

58 
濠 '-マ?、 里小野 地

， 堀 城 ほりじょう
大阪市淀川区

乎城 戦国 宅地 平野 -1~1 不明 全壊 堀城跡伝承地 59 
十三本町

10 三津屋城
みつゃじょ 大阪市淀川区三

平城
南北朝～戦

宅地 平野 0-1 不明 全壊
三津屋城踪伝承

60 
う 津民中 国 地

11 大和田城
おおわだ 大阪市西淀川区

平城 戦国～織登 宅地 平野 -1~0 不明 全埃
大和田城跡（云承

64 
じょう 大和田 地

12 
茶臼山陣 ちゃうすや

大塚城
大阪市天王寺区

丘城 戦国～江戸 その他 台地 不明 250x 130 半壊 府史跳 茶臼山古墳 64 
城 まじんじろ 茶臼山町

13 葱生城 なぎじょう 大阪市旭区生江 平城 戦国～総豊 宅地 平野 2 不明 全壊 65 

大阪市平野区平

K14 平野環濠
ひらのかん 野宮町・平野上

環濠染落 戦国～江戸 宅地 平野 5-6 
約900x

半埃
平野環濠都市遺

68 ~‘7 ‘ 町・平野本町・平 1000 跡

野市町・平野東

15 浦江城
うらえ じょ

手好城
大阪市北区大淀

平城 ？ 戟恒l 宅地 平野

゜
不明 全壊 70 

う 中・大淀南？

16 
字利和利 うりわり 大阪市平野区瓜

平城 ？ 南北朝 宅地 台地 9~10 不明 全壊 瓜破遺跡 72 
城 じょう 破束

F17 江口城
えぐちじょ 大阪市東淀川区

平城？ 戦国 宅地 平野 不明 不明 全塩 72 ぅ 南江口

F18 穣多岨砦
えたささと 大阪市大正区ニ

平城 ？ 戦国～江戸 宅地 平野 不明 不明 全壊 72 
りで 軒家？

Fl9 木津砦 きづとりで 不明 平城 ？
戦国～織

宅地 平野 不明 不明 全壊
豊？

20 喜 連Jll城
きれかわ 大阪市平野区喜

環濠染落
南北朝～江

宅地 平野 不明 不明 全埃 76 
じょう 追 ？ 戸

21 正党寺城
しょうかく 大阪市平野区加

平城 ？ 戦国 宅地 平野 5-6 不明 全壊 77 
じじょう 美正党寺

F22 新庄城
しんじょう 大阪市東淀川区

平城？
戦国～織

宅地 平野 不明 不明 全壊 77 
じょう 下新庄 豊？

F23 巽城
たつみじょ 大阪市平野区長

？ 南北朝 宅地 平野 不明 不明 全壊 79 
う 吉長原？

大阪市天王寺区

F24 天王寺城
てんのうじ 生玉寺町／大阪

平城
南北朝～織

宅地 台地 21/20 不明 全壊 伶人町遺跡 杖）
じょう 市天王寺区伶人 豊

町・逢坂

天満寺内 てんま じな
大阪市北区天

天満本願寺踪・
臨

町 いまち
満・東天満•松ヶ 寺内町 緻登 宅地 平野 4~5 800)(840 全壊

天神橋遺跳
80 

枝町

F26 穀波砦
なにわと り 大阪市浪速区浪

平城 ？
戦国～織

宅地 平野 不明 不明 全壊 80 
で？ 速西？ 豊？

みつでらと
大阪市中央区心

戦国～織
F27 三津寺砦

りで
斎橋筋•西心斎 平城

翌？
宅地 平野 不明 不明 全埃 認

橡 9

F28 楼 のI．や砦
ろうのき し 大阪市中央区石

乎城
戦国～織

宅地 平野 不明 不明 全壊 83 
とりで ？ 町付近 翌？

K29 
大坂本願 おおさかほ 大坂寺 大阪市中央区大

寺内町 戦国一徽豊 その他 台地 25-33 不明 全埃 大坂城跡 邸
寺 んがんじ 内 阪城

K30 桑津環壕
くわづかん 大阪市東住吉区

環濠染格
戟国～江

宅地 台地 4~7 約200x300全壊 桑津遺稼 86 
し`^・ ? ヽ 桑津 戸？

K31 
遠里小野 おりおのか 大阪市住吉区遠

環濠染落
戦国～江

宅地 台地 5-7 330x 260 全壊 遠里小野遺踪 87 
環 浪 んごう 里小野 戸？

原田城
はらだじょ

塁中市曽根西町
32 

（北城）
う（きたじ

4丁目
丘城 録倉～戦国 宅地 丘陵 12 120x 235 半壊 市史跡 原田城愁（北城） 88 

ろ）

原田城
はらだじょ

豊中市原田元町
33 う（みなみ 丘城 鎌倉～我固 宅地 丘陵 7 130x 100 全壊 原田城稼（南城） 89 

（南城）
じろ）

2丁目

34 今西氏屋 いまにしし
豊中市浜 1丁目 暉 鎌合～戟固 宅地 平野 3 216x216 完存 国史跡 今西氏屋敷踪 91 

敷 や しき

T35 
石運寺廃 せされんじ 豊中市若竹町 1

杜寺跡 鎌倉～室町 宅地 台地 18 不明 全埃 石選寺廃寺
寺 はいじ 丁目

36 椋橋城
くらはし 豊中市庄本町 1

乎城 戦国 宅地 平野 不明 不明 全壊
じょう 丁目
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表 2 城館等一覧表 (2)

番号
名称

所在地 種別 時代
土地の

立地
遺構の規模 保存 指定の 周知の埋蔵文 本書

城館名 ふりがな 別名 状況 標高 規模 状況 布無 化財包蔵地名 掲載頁

F37 利合城
とくらじょ

登中市利合 平城 織塁？ 宅地 平野 不明 不明 全壊
う

F38 刀根山城
とねやま

塁中市刀根山 平城 織？ 宅地 段丘 不明 不明 全壊
じょう

露 福井城
ふくいじょ 登中市城山1丁

平城 級豊？ 宅地 段丘 不明 不明 全壊
う 目

F40 穂積砦
ほづみとり

登中市稲津町 乎城 織塁？ 宅地 平野 不明 不明 全壊
で

F41 箕輪砦
みのわとり

翌中市箕輪 平城 徽？ 宅地 段丘 不明 不明 全壊
で

42 池田城
いけだじょ 池田市逹石町・

丘城
南北朝ー織

宅地 丘陵 5l8 450x550 半壊
池田城路・横枕

93 
ぅ 城山町 豊 遺跡・城山遺踪

F43 今在家砦
いまざいけ

池田市豊島南 平城 徽塁？ 宅地 平野 不明 不明 全壊
とりで

F44 木部砦 きぺとりで 池田市木部町 山城 徽豊？ 山林 不明 不明 不明 全壊

F45 神田砦
こうだとり

池田市神田 平城 徽豊？ 宅地 平野 不明 不明 全壊
で

F46 西市楊砦
にしいちば

池田市豊島北 平城 中世 宅地 平野 不明 不明 全壊
とりで

F47 八籟城
はちまん

池田市伏尾町 山城
平安・南北

山林
山頂

不明 不明 全壊
じょう 朝？ 部

吹田城推
すいたじょ

絡 うあとすい 石浦城 吹田市高城町 平城 室町～江戸 宅地 平野 3.9 不明 全壊 吹田城跡推定地 100 
定地

ていち

49 吹田城
すいたじょ

西庄城 吹田市西の庄町 丘城 室町～江戸 宅地 段丘 9.8 不明 消滅 吹田城祢 101 
う

F印 山田城
やまだじょ 吹田市山田東2

山城？
南北胡ー戦

宅地
山

38.5 切ox145 全壊 102 
う 丁目 固 地？

F51 石浦城
いそらじょ

不明 平城？ 中世 宅地
平

不明 不明 全壊
う？ 野？

F52 佐井寺城
さいでら

吹田市佐井寺 山城 中世 宅地 不明 不明
東西約45x

全壊 103 
じょう 南北36

神坑町環
しんけい

鎌合？～江 神笑町遺踪、神
K53 

濠
ちょうかん 吹田市南店浜町 環濠染蒋

戸
宅地 平野 5A 不明 全壊

度町遺踪B地点
104 

~ー?、

F54 西庄城
にしのしょ 吹田市西の庄町

平城 ？ 中世 宅地
平

不明 不明 全埃
うじょう？ （推定） 野？

55 芥川山城
あくたがわ

高槻市原 山城 戟国 山林
山頂

182 500x400 完存 芥川山城踪 106 
さんじょう 部

ひでよしほ
高槻市芥川町 1

56 秀吉本海
んじん

丁目・天神町 1 丘城 織豊 宅地 平野 12 150x400 消滅 伝秀吉本陣跨 109 
丁目他

たかつき
茄槻市野見町・

府史跡
57 高槻城

じょう
城内町・出丸町 平城 織豊～江戸 宅地 平野 8 600 x700 半埃

（規則）
裔槻城肱 109 

他

58 田能城
たのう じょ

活槻市田能 山城 戦国～徽豊 山林
山頂

478 55() X 500 完存 田能城踪 113 
ぅ 部

K59 
富田寺内 とんだじな 高槻市宮田町

寺内町
南北朝～江

宅地 平野 14 800x700 半壊 宮田寺内町 115 
町 いまち 4・5・6丁目他 戸

帯仕山向
おぴしゃま

高槻市原・渚水 山林・宅 山頂
60 

城
むかい じょ

台2丁目
山城 戦国

地 部
190 lOOx 200 半塩 布仕山向城跡 116 

う

61 今城 いましろ 高槻市郡家新町 丘城 戟固’ 山林 台地 37 350x350 半壊 国史跡 今城塚古墳 119 

松永久秀
まつながひ

為槻市東五百住 戦国～織
62 

屋敷
さひでやし

町 1丁目
居館・屋敷

豊？
宅地 平野 13 50x50 半壊 121 

き

S63 
上田部遺 かみたぺい

高槻市桃園町
遺跡（居

平安ー鎌倉 宅地 平野 10 20-x20-全壊 上田部遺精 122 
踪 せき 餌・屋敷）

S64 神内遺跡
こうないい 為槻市神内2丁 遺跡（居

戦国 宅地 平野 10 25-x20-全壊 神内遺跡 124 
せき 目 餌・屋敷）

S65 宮田遺踪
みやたいせ

高槻市宮田町
遺跡（居

平安～鎌倉 宅地 平野 20 20-x20-全壊 宮田遺跡 125 
き 餌・屋敷）

66 芥JII城
あくたがわ 応槻市殿町、芥

平城 鎌倉～戦国 宅地 平野 16 不明 全壊 128 
じょう 川町3・4丁目

匂 岡本砦
おかもとと

応槻市岡本町 平城 不明 宅地 平野 35 不明 全壊 128 
りで

68 上牧砦
かんまきと

為槻市上牧 平城 不明 宅地 平野 ， 不明 全壊 128 
りで

69 下村砦
しもむらと 応槻市下・山手

平城 不明 宅地 平野 15 不明 全壊 130 
りで 町

70 疇砦
たかつきと

瓦槻市春日町 平城 戦国？ 宅地 平野 6 不明 全壊 133 
りで

71 田中城
たなかじょ

高槻市月見町 平城 室町 宅地 平野 16 不明 全壊 134 
う

72 柱本城
はしらもと

柱本堡
為槻市柱本1丁

平城 戟国 水田 平野 4 不明 全壊 135 
じょう 目

73 服部砦
はっとりと

高槻市大蔵司 乎城 不明 宅地 乎野 25 不明 全壊 136 
りで
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表3 城舘等一魏表 (3)

番号
名称

所在地 種別 時代
土地の

立地
遺構の規模 保存 指定の 周知の埋蔵文 本書

城館名 ふりがな 別名 状況 標高 規模 状況 有無 化財包蔵地名 掲載頁

74 哀上城
まかみじょ 高槻市西真上 1

平城 南北胡 宅地 平野 20 不明 全壊 138 
う 丁目

75 菩門寺城
ふもんじ 高槻市宮田町4

寺院
南北朝～戦

宅地 丘陵 16 150x 100 半壊 国名勝 宮田遺跡 139 
じょう 丁目 匡］

いずはら
茨木市大字泉原

山頂
76 泉原城

じょう
泉原砦 字中山、上殿垣 山城 不明 その他

部
293 不明 半壊 泉原城跡 140 

内

77 安威城 あいじょう
茨木市安威2丁

山城 戦固～鏃登 宅地 丘陵 36 不明 半壊 安威城踪 142 
目

いばらさ
茨木市片桐町・

南北朝～江 茨木城踪・茨木
78 茨木城

じょ う
元町・本町・上泉 平城

戸
宅地 平野 11 不明 全壊

遺跡
143 

町

79 太田城
おおだじょ 茨木市太田 1丁

平城 平安一戟国 宅地 台地 21 不明 全壊 太田城踪 145 
う 目

80 佐保城 さほじょう 里城？
茨木市大字佐保

山城 戦国 山林
山頂

198 90x50 完存 佐保城踏 147 
字馬場谷お21 部

ふくいじょ
出張

茨木市東福井3 南北朝～戦 福井城跡・福井
81 福井城

う
城、楠

丁目
丘城

国
水田 段丘 45 290x410 半壊

城稔B地点
148 

公砦城

82 三宅城
みやけ じょ 茨木市蔵垣内3

平城 戦国 宅 平野 6.5 不明 全埃 三宅城践 151 
う 丁目・大正町

83 安威砦 あいとりで
茨木市安威4丁

山城 平安／織豊 山林
山頂

89 sox 100 完存 安威砦踪 152 
目 部

84 
佐保栗栖 さほくるす 茨木市大字佐保

山城 戦国 山林
山頂

176 150x70 完存 佐保栗栖山砦務 154 
山砦 やまとりで 字クルス 部

85 郡山城
こおりやま 茨木市郡山 1丁

丘城 戦国～織登 宅地 台地 63 不明 全壊 郡山城跡 157 
じょう 目（莉説あり）

郡山寺内
こおりやま 郡山迫 茨木市郡山2丁

K86 じないち ょ 場、郡 目•新郡山 1丁 寺内町 戦国 宅地 台地 52 不明 全壊 郡山遺跡 158 
町

う 山堂字 目

87 沢且宜城
さわらざ

茨木市美沢町 平城 室町～戟同 宅地 平野 8 不明 全壊 沢良宜城跡 158 
じょう

88 穂積城
ほづみじょ

茨木市中穂積 山城 戟国？ 寺社地
尾根

46 不明 全壊 穂積城踪 160 
う 先瑞

F89 水尾砦
みずおとり

水尾砦 茨木市水尾 平城？ 戦国’ 宅地 平野 不明 不明 全埃 161 
で

F90 耳原砦
みのはらと

仔原砦
茨木市耳原3丁

平城？ 紙豊 宅地 丘陵 不明 不明 全壊 163 
りで 目

F91 目垣城
めがきじょ

茨木市目垣 平城？ 戟固？ 宅地 平野 不明 不明 全壊 164 
う

いけがみと
茨木市中稔持寺

F92 池上砦 町・総持寺2丁 平城？ 不明 宅地 平野 不明 不明 不明 164 
りで

目

F93 宿久城
しゅくじょ シュク 不明（茨木市宿

乎城 ？ 戦国 宅地 平野 不明 不明 不明 167 
う 城 久庄')

F94 渚水城
しみずじょ

茨木市清水 平城？ 不明 宅地 平野 不明 不明 不明 lffl 
ぅ

F95 西河原砦
にしがわら 茨木市西河原2

平城？ 戦国 宅地 平野 不明 不明 不明 169 
とりで 丁目

96 総持寺砦
そうじじと 茨木市総持寺1

平城 戦国～巌豊 寺社地 段丘 18 不明 全壊 総持寺遺跡 170 
りで 丁目

97 下音羽城
しもおとわ 茨木市大字下行

山城 戦国 山林
尾根

313 不明 完存 171 
じょう 羽 先瑞

郡遺踪・倍
こおりいせ

遺踪（居 郡遺跡・倍賀遺
S98 

賀遺跡
き・ヘかい 茨木市松下町

餌・屋敷）
平安～鎌弁 宅地 平野 15.5 不明 消滅

跡
173 

せさ

S99 
西椙井遺 にしふくい 茨木市西福井3 遺跡（居

室町 その他
扇状

31 不明 全壊 西福井遺跡 174 
跡 いせき 丁目 餓・屋敷） 地

100 
止々呂美 とどろみ 止々呂 箕面市上止々呂

山城 ？ 不明 山林
山頂

不明 不明 不明 177 
城 じょう 美古城 美（所在不明） 部

塩山

101 塩山城
しおやま 古城、 箕面市下止々呂

山城 平安 山林 平野 231 250x 130 完存 止々呂美城跡 177 
じょう 止々呂 美

英城

102 
苦福寺原 ぜんぶくじ 箕面市粟生外院

山城 戟同’ 畑地 平野 l切 f,()x60 完存 苦福寺原城踪 179 
城 はらじょう 6 

103 
粟生問谷 あおまだに 栗生谷 箕面市粟生閾谷

丘城 戦国？ 宅地 丘陵 119 350x300 消滅 粟生閲谷城跡 180 
城 じょう 城 西7

F104 新家城
しんけじょ

菜生堡 不明 山城 ？ 南北朝 ？ 不明 不明 不明 不明 不明 181 
う

105 黒丸城
くろまる

烏飼砦
摂津市烏飼中2

平城 戦国 宅地 平野 不明 不明 全壊 182 
じょう 丁目1245

F106 ー津歴砦
ひとつやと

不明 平城 戦国 宅地 乎野 不明 不明 全埃 183 
りで

F107 山崎砦
やまざさと

不明 平城？ 織豊 不明 不明 不明 不明 全壊
りで
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表 4 城館等一覧表 (4)

番号
名称

所在地 種別 時代
土地の

立地
遺構の規模 保存 指定の 周知の埋蔵文 本書

城館名 ふりがな 別名 状況 標高 規模 状況 布無 化財包蔵地名 掲載頁

余野

しでのき
城、幣

登能町余野字シ 学校敷 尾根
108 幣ノ木城

じょう
ノ木

デノ木
丘城 戦国

地 先端
360 150x170 全埃 幣ノ木城踪 184 

塁、余

野支城

余野城（平
よのじょう

豊能町余野宇シ その他城 学校グ
109 （へいちい 鎌合～室町 平野 340 不明 全壊 余野城跡 186 

地遺構）
こう）

デノ木 餓跡 ラン ド

余野古

110 余野本城
よのほん 城、余 登能町余野宇城

山城 戟国 山林
尾根

410 140 X 160 完存 余野本城跡 188 
じょう 野城、 山 先端

水牢城

余野大

111 大平土居
おおなるど 平城、 登能町余野字大 その他城

室町 山林
尾根

380 50x60 完存 余野城踪 189 
し‘ 大平居 平 館跡 先端

館

城之越城
余野城

112 （城ノ越
しろのこ し ノ越 登能町余野字

山城 室町 山林
尾根

360 130x90 完存 余野城ノ越城跡 191 
城）

じょう 城、越 梶ヶ谷 先端

城

余野山上
よのさん

登能町余野字別 山頂
113 

塁
じょうと り

所
山城 戦国？ 山林

部
550 2ox1s 完存 192 

で

野問口烏
のまぐちと

登能町野間口字 山頂
114 

坂城
りさかじょ 烏阪城

烏阪山
山城 戟国 山林

部
500 10x20 完存 野問口烏坂城踪 192 

う

野問口

115 水牢古城
すいろうこ 水牢古 登能町野問字水

山城 戦国 山林
山頂

520 50x30 完存 野問口水牢城稔 194 
じょう 城、水 牢古城山 部

牢城

116 吉JII城
よしかわ

吉河城
豊能町吉）II宇裔

山城 室町～徽豊 山林
山頂

360 80x50 完存 吉川城跡 195 
じょう 代 部

117 
吉川井戸 よしかわい

井戸城
登能町吉）II字川

山城
平安がー織

山林
尾根

210 150x80 全壊 古川井戸城跡 196 
城 どじょう 西 豊 先端

118 病山城
たかやま 豊能町高山字城

山城 戦国 山林
山頂

蜘 30x60 半壊 高山城踪 200 
じょう 山 部

瓦山向山
たかやまむ

登能町豊能町瓦 山頂
119 

城
かいやま 向山城

山字イゴタニ
山城 戟国 山林

部
500 60x50 完存 莉山向山城跡 201 

じょう

鷹爪

1~ 山辺城
やまべじょ 城、小

能勢町山辺 山城 平安～戦困 山林
山頂

433.3 300x200 完存 山辺城踪 203 
う 宮士の 部

城

根根

もりがみ
城、南

山頂
121 森上城

じl:う
面之 能勢町森上 山城 平安～戦国 山林

部
認 2 95x46 完存 森上城跡 203 

城、桝

形城

杵の

122 今西城
いまにし 城、森

能勢町今西 山城 戟国 山林
山頂

320 243x25 完存 今西城踪 205 
じょう 本城、 部

今西砦

123 森上館
もりがみや

能勢町森上 居 戟国
その他

山据 215 50x50 半壊 206 
かた （学校）

124 古村城
よしむら

能勢町栗栖 山城 戦国 山林
尾根

270 50x25 完存 加
じょう 先端

くるすじょ
栗

尾根
125 栗栖城

う
砦、塚 能勢町栗栖 山城 戦国 山林

先端
270 不明 全壊

口城

126 片山城
かたやま

塩山城 能勢町片山 山城 戦国 山林
山頂

314 100x30 完存 片山城跡 加
じょう 部

127 山田城
やまだじょ 亀ノ屋 能勢町垂水・山

山城 平安ー戦国 山林
山頂

370 155x30 完存 山田城踪 209 
う 城 田 部

128 平通城
ひらどお り

岡崎城 能勢町平通 山城 戟国 山林
尾根

307 85x20 完存 209 
じょう 先端

129 上杉城
うえすぎ

槻並城 能勢町上杉 山城 戟国 山林
尾根

切 50x50 完存 上杉城跡 211 
じょう 先端

ながたにや
殿屋

山林、水
130 長谷屋敷

しき
敷、長 能勢町長谷 碑 戦国

田、宅地
山据 284 90x80 半壊 212 

谷居餌

しゅくの
七星

尾根
131 宿野城

じょう
城、撰 能雰町宿野 丘城 平安～戦国 山林

先端
244.6 18x42 完存 宿野城跡 213 

見之餌

まるやま
地黄古

尾根
132 丸山城

じょう
城、天 能勢町地黄 丘城 平安～戦国 山林

先端
刃8 30x 155 完存 丸山城跡 214 

王丸

133 野閲城 のま じょう 能勢町野問中 山城 平安～徽豊 山林
尾

352.8 1ooxso 完存 野問城踪 216 
先端

134 
野問氏居 のま しさよ

野問餌 能勢町野問中 屈 平安～織豊 山林 山据 'ZlO 62x50 完存 野問氏屈餌跡 216 
餓 かん
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表5 城舘等一魏表 (5)

番号
名称

所在地 種別 時代
土地の

立地
遺構の規模 保存 指定の 周知の埋蔵文 本書

城館名 ふりがな 別名 状況 標高 規模 状況 有無 化財包蔵地名 掲戟頁

135 野問屋敷 のまやしさ 能勢町野問中 居 戦国’ 宅地 平野 243 50x60 半壊 218 

136 野問中城
のまなか 小弁山

能勢町野問中 山城 戦国 山林
山頂

300 75x40 完存 219 
じょう 城 部

137 吉野城
よしのじょ

蔵王砦 能勢町吉野 山城 戦国 山林
尾根

290 55><40 完存 吉野城跡 220 
う 先端

138 吉野居館
よしのきょ

能勢町吉野 居 戟匡l 山林 山裾 290 23x25 完存 221 
かん

139 田尻城
た じりじょ

能勢町下田尻 山城 戦国 山林
尾根

283 85x50 完存 221 
う 先端

140 田尻御所
た じりご 田尻東 能勢町野問出

山城
平安～我

山林
山頂

366 100x30 半壊 223 
しょ 山城 野・下田尻 国 ？ 部

141 杉原城
すぎはら

能努町杉原 山城 戟固 山林
尾根

370 170x35 完存 223 
じょ う 先端

142 為楽山城
いらく さん 大空寺

能勢町野問中 山城 総登 寺社地
山頂

660 20x60 半壊 224 
じょう 城 部

143 天王砦
てんのうと

能勢町天王 山城 中世 山林 不明 594 18xl0 半壊
りで

144 古良居館
きらきょか

能勢町天王 山城 中世 山林 山裾 500 70><70 半埃
ん

145 浮ノ城
うさのじょ

能勢町山辺 山城 中世 山林
尾根

290 110x30 完
う 先端

146 
天神山陣 てんじんや

能勢町稲地 山城 ？ 中世 山林 不明 241 不明 全壊
地 まじんち

147 垂水城
たるみ じょ

能勢町垂水 山城 中世 山林
山頂

350 35x20 半壊
う 部

上杉下所
うえすぎし

隊子ヶ 尾根
148 もんじょ 能勢町上杉 山城 中世 山林 300 175x35 完存

城
じょう

浦城 先端

149 下水砦
したみとり

下見砦 能勢町宿野 山城 中世 山林
尾根

279 90xl5 半壊
で 先端

150 井内城
い うちじょ

能勢町宿野 山城 中世 山林
尾根

290 70x50 完存
う 先端

151 明月砦
めいげつと

能勢町大里 山城 中世 山林
尾根

260 15x30 半埃
りで 先端
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図4 分布図配置図および凡例 （現在地図）
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図6 摂津地域の中世城館等分布固 （2)（現在地図、 S=1/50,000) 
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囮 7 摂津地域の中世城館等分布図 (3)（現在地図、 S=1/50,000) 
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図8 摂津地域の中世城館等分布固 （4)（現在地図、 S=1/50,000) 
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囮 9 摂津地域の中世城館等分布図 （5)（現在地図、 S=1/50,000) 
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図 10 摂津地域の中世城館等分布図 （6)（現在地図、 S=l/50,000)
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図11 摂津地域の中世城館等分布図 （7) （現在地図、 S=l/50,000)
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図13 摂津地域の中世城館等分布図 （9)（現在地図、 S=l/50,000)
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図 14 摂津地域の中世城館等分布図 (10)（現在地図、 S=l/50,000)
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図15 摂津地域の中世城館等分布図 (11)（現在地図、 S=l/50,000)
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図 16 摂津地域の中世城館等分布図 (12)（現在地図、 S=l/50,000)
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図 18 摂津地域の中世城館等分布図 (1) （明治期地図、 S=l/50,000)
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図 19 摂津地域の中世城館等分布図 （2)（明治期地図、S=1/50,000) 
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図20 摂津地域の中世城館等分布図 （3)（明治期地図、 S=l/50,000)
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図 21 摂津地域の中世城館等分布図 （4)（明治期地図、S=1/50,000) 
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図22 摂津地域の中世城館等分布図 （5)（明治期地図、 S=l/50,000)
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図 23 摂津地域の中世城館等分布図 （6)（明治期地図、S=1/50,000) 
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図24 摂津地域の中世城館等分布図 （7)（明治期地図、 S=l/50,000)
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図 25 摂津地域の中世城館等分布図 （8)（明治期地図、 S=1/50,000) 
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図26 摂津地域の中世城館等分布図 （9)（明治期地図、 S=l/50,000)
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図 27 摂津地域の中世城館等分布図 (10)（明治期地図、S=1/50,000) 

-36 -



NA
 

•さ克

2,000m1 

憂へ、 ‘‘‘…3•. ＾ンヘS-99..A い～•9が9 9t ．か r←心んし凸i
図28 摂津地域の中世城館等分布図 (11)（明治期地図、 S=l/50,000)
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図 29 摂津地域の中世城館等分布図 (12)（明治期地図、S=1/50,000) 
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2 調査資料

(1)城館等賓料一虎表

l)城館等汽料ー鹿表は、抽出した城館の汽料を一鹿するものである。

2)「築城時期」には史壺料から判明する時代（年代）を記した。実際の城館の時代（年代）

が不明なものは、出土遺物や根拠となる史料の時代 （年代）を記したものもある。

2)「城主」には、文献等で判明する城主のうち主なものについて記した。

3)「史料」には、近世までの文献史料のほか、絵図についても記載している。

4)「大阪府全志」には、『大阪府全志』（井上 1922)に記載のあるものを 「O」で示した。

6)「市区町村史」には、各市区町村史に記載のある場合には下記の通り示した。

「大」・・・ 『新修大阪市史」 「平」・・・ 「平野区誌」

「豊中」・ ・・『豊中市史』 「豊新」・・・『新修豊中市史』

「池」・・・ 『新修池田市史」 「吹」・・・ 「吹田市史」

「高」・・・ 『高槻市史』 「茨」・・・ 「新修茨木市史』

「箕」・・・ 『箕面市史』 「摂」・・・ 「摂津市史」

「豊能」・・・『豊能町史』 「能」・・・ 「能勢町史」

7)「日本城郭大系」には、「日本城郭体系」第 12巻 （田代 ・渡辺・石田（編） 1981)に詳

述がある場合は 「◎」、一覧表に記載のある場合は 「O」で示した。

8)「日本城郭全集」には、『日本城郭全集」第6 （藤岡 ・桜井（編） 1960)に記載のあるも

のを 「0」で示した。

9)「平凡社 地名事典」には、『大阪府の地名 I・ II」（平凡社地方壺料センタ ー （編）

1986)に記載のある場合は 「0」で示した。

10)「その他中世城館関連」には、以下に挙げた各城館等の集成研究文献について、記載の

あるものについて示した。

「図説」・・・ 村田修三 （編） 1987「図説中世城郭事典」第3巻 新人物往来社

「談」 ・・・ 高田徹（絹） 2004『図説近畿中世城郭事典』城郭談話会

「図解（巻名）」・・・中井均 （監修）2014『図解近畿の城郭」 I、同 2015『図解近畿の

城郭』 II、同 2016「図解近畿の城郭』 皿、 同2017『図解近畿の城

郭』 IV、同 2018『図解近畿の城郭』 V、いずれも戎光祥出版

「中」 ・・・ 中西裕樹2015「大阪府中世城館事典」戎光祥出版

11)「関連地名」には、 「各城館等質料」で示した地名と同じものを挙げた。
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表6 城舘等汽料ー鹿表 (1)

大 市 且且地平 虚そ
阪 区

番号 城館名 築城時期 城主 史 料 府 町 醤醤名凡 館城 の 関連地名 偏考

全 村
辞

大 全
典社 関他

志 史 系 集 連

大坂城 天正11年 「談」
1 

（豊臣氏） (1583) 
豊臣秀吉・豊臣秀頼 ◎ 

゜
「中」

「図解 I」

2 毛馬城 16世紀 ◎ 

゜
3 棧並城 15世紀か 三好政長、三好正勝 摂津志

゜
大 ◎ 

゜
4 野田城 16世紀

三好三人衆、荒木村 細川両家記、摂陽

゜
◎ 

゜
城之内

重、大野道犬 群談

5 寺岡砦 14世紀か ◎ 。
゜

棺の下

6 柴烏城 16世紀 十河ー政、稲葉氏 摂津志

゜
◎ 

゜
「中」

「図解 1l」

7 新堀城 16世紀

゜゜
K8 我孫子環濠 16世紀 今井兵部 東摂城址図誌

゜
。 「中」

「図解w」

， 堀城 永禄9年） 
(1566 

細川藤要 東摂城址図誌

゜゚
堀之内

10 三津屋城
正平年間 楠木正行、細川睛

摂津志

゜ ゜゚゜
堀之内(1346-70) 巽、三好長戊

11 大和田城 16世紀
下閥氏、阿波仁右衛

東摂城址図誌

゜゜゜
城垣内

門

天文15年 山中又三郎、徳川家 轡12 茶臼山陣城 諸国古城之図

゜゜゜
「」

(1546) 康、其田幸村
「図解 I」

13 葱生城 16世紀 ◎ 殿屋敷

イエズス会日本
「中」

Kl4 平野環浚 16世紀 年報、兼見卿記、

゜
平

゜摂州平野大絵図
「図解 皿」

15 浦江城 16世紀
細川常植、三好長

゜
。

゜
底？

16 字利和利城 14世紀 楠木正儀
花営三代記、全田

平

゜゜
城山

家文菩

Fl7 江 口城 16世紀 三好政長、中川重浩
摂賜群談、摂津

大

゜
宮の城．

志、東摂城址図誌

Fl8 椴多崎砦 16世紀 摂津志

゜゜
Fl9 木津砦 16世紀

゜
大

゜
出城

20 宮連川城 14世紀
喜連川氏、細川氏 摂津志、東摂城址

゜
平

゜゜
「中」 馬場埼、馬

綱、桃井氏、平井氏 図誌 「図解v」場口

21 正覚寺城 15世紀 畠山政長
大乗院寺社雑享

平

゜゚゜
記、多聞院日記

F22 新庄城 16世紀 中川渚秀

゜゜゜
城習山
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表 7 城館等汽料一屁表 (2)

大 市 日 日 地平 中そ
阪 区 盃盃名凡 闊の番号 城館名 築城時期 城主 史 料 府 町 ； ； 関連地名 偏考

全 村 辞 館

志 史 典社 旦他

F23 巽城 14世紀 楠木氏 平

゜
タツミ
ジョウ

元(1弘3年 摂津志、東摂城址
北ノ丸、中

F24 天王寺城 333)／ ／原田直政

゜ ゜゚゜
「図解m」ノ丸、南ノ

16世紀
図誌

丸

Kお 天満寺内町
天正13年

゜゚
(1585) 

F26 難波砦 16世紀

゜
F27 三津寺砦 16世紀

゜
F28 楼の岸砦 元毎元年 稲葉通朝

゜゜
(1570) 

Tお 大坂本願寺 15世紀末 蓮如、証如、額如 ◎ 
「中」

「図解V」

K30 桑津環濠 16世紀か
「中」

「囮解v」

K31 
遠里小野環

16世紀か
遠里小野村大絵

゜
「中」

濠 図 「図解V」

32 
原田城（北

13世紀末頃
足利季世記摂津

゜
豊中

◎ 

゜
「中」

城） 志 豊新 「図解II」

33 
原田城（南

13世紀代 摂陽群談

゜゚
「図解11」城）

今西春幸「延享
豊中

34 今西氏屋敷 14世紀前半 今洒氏 録」、今西家所蔵
豊新

◎ 「図解N」
絵区l

T35 石蓮寺廃寺 13世紀代か

゜
豊中

゜
古代寺院

豊新 を復興か

36 椋橋城
応仁2年 夜久主計允、三好長

足利季世記 豊中 ◎ (1468)以前 朕

F37 利倉城 天(15正73年-9間3)か 摂津志

゜ ゜゚
城の堀

Fお 刀根山城 天(15正73年-9間3)か 信長公記巻十一

゜゚
矢念の下、
東門口

F39 福井城 天(1 5正7糾年9間3 ) か 摂津志

゜
城山

F40 穂稜砦
天正年間

摂津志

゜゜
(1573-93)か

F41 箕砦
天正6年

木下氏 摂津志

゜゜
東城の前、

(1578) 西城の前

中西八百樹家所
蔵摂津国御家人
芥河氏文菩、大乗

池田、池充田正正、盛池田貞 院弱尊大俯正記、
城山町、城

建(133武36年)頃
正、 、池田 細川両家記、永禄

「中」 南、城ノ
42 池田城 正棟、池田久宗、池 記、元危二年記、 池 ◎ 

「図解lI」口、弓場、
田信正、池田長正、 穴織家宮久拾公御要記、中 前垣内、堀池田勝正、池田知正 菩 上京

日記、信長公記、
荒木略記、安政四
年池田村絵屈l
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表8 城舘等汽料ー鹿表 (3)

大 市

； i 
日 地平 中そ

阪 区 盃名凡 塁館の番号 城館名 築城時期 城主 史 料 府 IBJ ； 関連地名 偏考

全 村
辞

志 史 典社 旦他

F43 今在家砦
天正年閥

池田保之 摂津志

゜
城の内、城

(1573-93)か の淵

F44 木部砦
天正年間

摂津志

゜
「図解w」

城ヶ前、土

(1573-93)か 居

F45 神 田砦
天正年間

池田保之 摂津志

゜゜
(1573-93)か

F46 西市場砦 不明 瓦林越後守 摂津志

゜承平天底年閥

F47 八幡城 (931-46)、元弘 藤原仲光、赤松則祐 摂陽群談

゜
城山

年閥 (1331-33)

崇禅寺文菩、吉川

家文乗菩院、応仁記、

吹田城推定
永(1429享年-4閥1) 

大 寺社雑串

48 
地

吹田氏 記、摂津志、吹田

゜
吹 ◎ 

゜
城ケ前

志稿、吹田村絵臣l
偉宝7年）、東摂

城址図誌

崇禅寺文菩、吉川

家文菩、応仁記、

49 吹田城
永享年間

吹田河内守重道
大乗院寺社雑事 。吹 ◎ 

゜
城ケ脇、城

(1429-41) 記、摂津志、吹田 ケ前

志稿、吹田村絵屈

（延宝7年）

元弘年間 摂津志、東摂城址
大手橋、稽

F50 山田城
(1331-33)か

赤松則祐、香西玄蕃
図誌

゜
◎ 

゜
の前、古
城、角矢

吹田城推

F51 石浦城 15世紀 崇禅寺文菩 定地に比

定

F52 佐井寺城 不明 山田兵庫頭

゜゜
K53 神境町環濠 鎌含期か

吹田志稿、吹田寺
吹 ◎ 新境町

内町絵屈

F54 西庄城 15世紀 崇禅寺文菩
吹田城に

比定

能努氏、細）1|高国、 足利季世記、瓦林
「固説」

55 芥）II山城
永正12年

細川三晴好元義、興三好長 正頼記、東摂城址 高

゜゚
「談」

城山
(1515) 「中」

度、 図誌
「図解I」

56 秀吉本陣 16世紀 信長公記

゜
馬場前

大永7年 入江氏、和田惟政、
細川両家記、高槻

57 高槻城
(1527) 近藤忠範

疲菩、高槻城絵 。 ◎ 「中」
図、摂津志

田野村在城衆／杉
愛宕尾崎坊文菩、

認 田能城 16世紀 生坊、灰方伊予守、
桑下漫録

゜
「中」 城山

渡辺上野介

私心記、証如上人

K59 宮田寺内町 南北朝期
日記、習継卿記、

゜
◎ 「中」

宮田寺内絵図、宮
田東岡宿絵図

天文22年
「談」

60 帯仕山向城
(1533) 

三好長度 細川両家記 「中」 城山

「図解I」

摂陽詳談、東摂城
「談」

61 今城 16世紀か

゜゜
「中」 今城

址図誌、摂津志
「図解I」
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表 9 城館等汽料一屁表 (4)

大 市 日 日 地平 中そ
阪 区 盃盃名凡 闊の番号 城館名 築城時期 城主 史料 府 町 ； ； 関連地名 偏考

全 村 辞 館

志 史 典社 旦他

62 
松永久秀屋 15世紀 松永久秀

郡村塊家村見分・東絵五図百、摂住

゜
「中」

城垣内
敷

津名所囮会 「図解N」

城ノ垣内、
城ノ後、糀

S63 上田部遺跡 12世紀 屋垣内、東
殿垣内、西

殿垣内

S64 神内遺跡 15世紀後半

S65 宮田遺跡 12世紀

足利季世記、瓦林
正頼記、西国街道

66 芥川城 鎌倉後期か 芥川氏、三好氏 碑、摂陽群談、

゜゜゜
殿ノ内

東摂城址囮誌、摂

津志

67 岡本砦 不明 摂陽群談

゜゜
中垣内、西
垣内

上城垣内、
元明治治元元年年｀ 

68 上牧砦 不明 摂津志

゜ ゜゚
下城垣内、
堀池、奥殿
垣内

に関所

措口、奥殿

69 下村砦 不明

゜゜
脇、御所ノ
内、土井ノ
前

小高ノ内

永禄11年 和田惟政、大津伝十 東摂城址囮誌、摂
（＝小高

70 高槻砦 (1568) 郎長昌 津志

゜゜
槻・古高
槻・小ノ

内）

71 田中城
宝徳元年

呉上政資 高

゜
(1449) 

72 柱本城 16世紀
東摂城址囮誌、摂

゜ ゜゚
城之内

津志

73 服部砦 不明 摂陽群談

゜ ゜゚
南垣内

摂津国其上村田

74 呉上城 14世紀か 其上氏
地注文、文明6年3

高

゜
月付野田泰忠軍
忠状

75 将門寺城 明390徳元)年
(1 

偕説滋

゜
◎ 

゜
76 泉原城 不明 泉原氏か

摂津志、東摂城址

゜
「図解w」

図誌

永正年間 安威弥四郎、安威五
足利季世記、細川

77 安威城
(1504-21)か 左衛門了佐

両家記、東摂城址

゜
◎ 

図誌

楠木正成？、安宮
氏？、福宮氏 ？、細
川政元、薬師寺元 野田泰忠軍忠状、
長、薬師寺長忠、茨 哨宮宿福記、蓮成
木家俊、茨木長隆、 院記録、言継卿
茨木四郎右衛門、茨 記、多腑院日記、

建武年llll
木左衛門、茨木佐渡 細川両家記、信長 「談」

78 茨木城
(1334-36)か

守重朝、荒木新五郎
公月記茨木、元御和城四址年開九

゜
◎ 

「囮「解中」I 」村次、中川瀬兵術消
秀、中川秀政、中川 改之帳、）（記日本、摂）武
秀成、安威五左術門 城器（旧 津
了佐、川尻肥後守 志、茨木町故事雑
秀長、片桐主膳正貞 記
隆、片桐市正且元、
間宮三郎衛門光信
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表 10 城館等壺料一覧表 (5)

大 市

； i 
日 地平 中そ

阪 区 盃名凡 塁館の番号 城館名 築城時期 城主 史 料 府 IBJ ； 関連地名 偏考

全 村 辞

志 史 典社 旦他
細川両家記、平家
物語巻12、玉葉巻

79 太田城
治承4年 太田太郎頼基（太田 43、足利季世記、

゜
◎ 「図解v」

城ノロ、城
(1180)頃 野太郎） 絞本朝通鑑、摂津 ノ前

志、摂陽群談、東
摂城址図誌

80 佐保城 佐保氏か
尋窓記、東摂城址

◎ 

゜
「中」 堀切、宮ノ

図誌、摂津志 「図解1[」上

本丸、城ノ

細川両家記、足利
内（畑、城）、城ノ畠

建(13武34元)年か
楠木正成か、秋庭元 季世記、東摂城址

ノ谷、大
81 福井城

゜
◎ 「図解w」手跡、掠手

明 図誌、摂津志、新
跡、出丸、

屋大社俗緑起
構、西ノ
堀、出張、
矢上

三宅五郎左衛門尉 細川両（政家家記）、後法
宗村、三宅政明、三 興院 記、足

「中」82 三宅城 15世紀か 宅消明、三宅國政、 利季世記、三宅落

゜
◎ 

゜
「図解v」

城ノ内
三宅國広、三宅國 城溢熊、東摂城址
村、香西元成 図誌

安尉威了氏佐）（安威左衛門 東摂城址図誌、摂 「談」
83 安威砦 織豊期か 「中」津志

「図解 I」

84 
佐保栗栖山 15世紀末～16

東摂城址図誌
「談」

砦 世紀中葉 「中」

郡兵太夫宗弘（高利
信長公記、郡氏由

85 郡山城 15世紀 平太夫）、郡主馬宗 緒菩、津陰志徳太平

゜゜
「中」

門口、物見
記、摂 、摂陽 塚、城ノ内

保 群談

大永元年
言継卿記、天文

門口、物見
K86 郡山寺内町 (1521) 郡宗弘 址（御図）誌日記、東摂城 「中」 塚、城ノ内

防、宮
西、野村垣
内、北垣

87 沢良宜城 15世紀前半か 藤井三位 応永記、摂津志

゜
内、北中垣
内、南中垣
内、南垣
内、殿田

城ノ堀、東
88 穂積城 戦国期か 摂津志 0 

゜
垣内、南垣
内

F89 水尾砦 戦国期か
摂津志、東摂城址

゜
図誌

摂陽群談、摂津

F90 耳原砦
天正年間 明智光秀、織田辰之 志、東摂城址図

゜ ゜゚
(1573-93) 助（信勝） 誌、武城旧記、耳

原村誌

F91 目垣城 不明 摂津志

゜゚
F92 池上砦 不明 池上氏か

゜
中城、北中
城

F93 宿久城 16世紀 宿久氏か 尋窓記

F94 消水城
上のドイ、
下のドイ

F95 西河原砦
天文18年

香西与四郎 細川両家記
(1549)以前

96 総持寺砦
天正6年

津田信澄 信長公記
(1578) 
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表 11 城館等汽料ー鹿表 (6)

大 市 日 日 地 平 中そ
阪 区 盃盃名凡 闊の番号 城館名 築城時期 城主 史 料 府 町 ； ； 関連地名 偏考

全 村
辞 館

志 史 典社 旦他

97 下音羽城 「中」

S98 
郡遺跡・倍 1暉紀後葉～

賀遺跡 13世紀前半

S99 西福井遺跡 14世紀
宮山、宮

（ノ）下

FlOO 止々呂美城 馬場兵循信高 摂陽群談

゜
◎ 

「中」
止々呂美

「図解皿」

101 塩山城
承安年間

塩山呆信か

゜ ゜゚
「中」

(1299-1302)か 「図解皿」

102 善福寺原城 室町後期か
摂津志、東摂城址

゜
◎ 

図誌、粟生村誌

103 粟生閥谷城 粟生谷兵衛尉氏晴 粟生

Fl04 新家城
元弘年閥

赤松則祐
摂津志、東摂城址

゜゜
粟生新家、

(1331-33)か 図誌、粟生村誌 新家

永禄2年
長享年後畿内兵

城ノ前、内
105 黒丸城

(1559)頃 乱記記、総）見記（織 ◎ 
殿、地殿

田箪

陰徳太平記、信長

Fl06 一氾屋砦 16世紀後半か 公記、東摂城址図

誌、摂津志 ゜
◎ 

゜
渡城

Fl07 山崎砦
天正10年

明智光秀

゜゜
(1582) 

明(1応年間
岸本家文菩、永尾

108 幣ノ木城 492"1501)、
余野頼幸、余野山城 家系図 日本史、

゜
豊能 ◎ 

゜
市楊垣内、

永禄年間
守 摂陽群談、東摂城 城山

址図誌

S109 余野城）（平
地遺構

城山

岸本家文菩、永尾 城之越揺、

llO 余野本城
余野頼幸、余野山城 家系図 日本史摂、

゜
豊能 ◎ 

゜
「中」

城山、堀

守 摂陽群談、東城 殿、市場垣

址囮誌 内

永享年間

lll 大平土居 (1429-1441) 平頼言 岸本家文菩 豊能 だいら山

歴絶

延文年間
(1356-61)、 岸本家文菩、永尾

112 城（城之ノ越越城城） 応(1安368年-間75)、 泉ノ太郎 家系屈、日本摂史、
摂陽群談、東城

丸越山、城之

応永年間 址図誌
(1394-1428) 

113 余野山上塁
文治年間

能勢氏支流
城山、水牢

(1185-90) 古城山

114 
野閥口烏坂

16世紀 山口左近 豊能

゜゚
土城下、城

城 山、城山橋

115 水牢古城 豊能 。 「中」
水牢古城
山

高代寺日記、東摂

116 吉川城 15世紀末 吉川定滴、吉）1|長仲
城址図誌、 日本輿

豊能

゜゚
「中」

高代寺、馬

地通志幾内部摂 場
津国
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表 12 城館等壺料一覧表 (7)

大 市 日 日 地平 中そ
阪 区 盃盃名凡 且の番号 城館名 築城時期 城主 史料 府 町 郭 郭

関連地名 偏考

全 村
辞 館

志 史 歪直典社 が
藤原仲光、委子源治

高代寺日記、東摂
城山、字城

117 吉）II井戸城 平安団寺代 丸、吉川定濶、吉川
城址図誌、日本輿

豊能

゜
ノ本、城下

地通志畿内部摂
長仲

津国
橋

城山、弓

118 高山城 16世紀 高山氏 ◎ 「中」
場、殿所、

木戸口、侍
所、的場

弓場、殿

119 高山向山城 16世紀 高山飛騨守 「中」
所、木戸
口、侍所、

的場

摂陽群談、中川氏
「固説」

寃弘年間 御年諮、度長十年
120 山辺城

(1004-12)か 大町氏
摂津国絵図、東摂

能 ◎ 

゜
「中」 城山

城址図誌
「図解II」

121 森上城
天暦7年(953)

多田油政か 摂陽群談、摂津志

゜
◎ 

゜
「中」 城山

か 「図解II」

122 今西城
天文年間

森本氏 摂陽群談、摂津志 ◎ 「中」 城山
(1532-55） 「図解1[」

123 森上館 「中」

124 吉村城
天文年間

吉村盛光 摂陽群談

゜
「中」

(1532-55） 「図解w」

125 栗栖城
天文年閥

水原盛景 多田家旧記

゜
(1532-55） 

126 片山城
応仁年間 塩山肥前守呆信／

摂隔群談、摂津志 ◎ 「中」
(1467-69)か 片山備後守 「図解m」

治安2年
山田忠国、忠重／三 多談田社記、摂陽詳 「中」127 山田城 (1022)か／文

゜
◎ 

゜
城山

明恒臥1477)
田三之丞景明 、摂津志 「図解W」

128 平通城
天正7年

岡崎左衛門尉宗盛

゜゚
「中」

(1579)廃城 「図解v」

129 上杉城 16世紀 小塩氏か
摂陽群談、東摂城

゜
◎ 「中」

址図誌 「図解II」

130 長谷屋敷 16世紀 長谷景網

゜ ゜゚
「中」

131 宿野城 氷延年間 多田氏 摂陽群談

゜
「中」

132 丸山城
長元年閥

能努頼国
摂陽群談、東摂城

能 ◎ 

゜
「中」

(1028-37) 址図誌

仁安3年 摂陽群談、東摂城
「談」

133 野閥城
(1168) 野閥高頼

址図誌
◎ 

゜
「中」

「図解I」

摂陽群談、東摂城
「談」

134 野閥氏居館
址図誌

◎ 「中」
「図解I」

「談」
135 野閥屋敷 ◎ 「中」

「図解I」

136 野間中城 （野閥氏系固）
「中」

「図解w」

137 吉野城
天正年間に陣

横川正広

゜゜
「中」

没 「図解v」
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表 13 城館等汽料ー鹿表 (8)

大 市 日 日 地 平 中そ
阪 区 盃盃名凡 闊の番号 城館名 築城時期 城主 史 料 府 町 ； ； 関連地名 偏考

全 村 辞 館

志 史 典社 旦他

138 吉野居館

゜゜
「中」

「図解v」

139 田尻城
「中」

「國解皿」

140 田尻御所
永承年間

仁和寺

゜゜
「中」

(1046-53) 「図解w」

141 杉原城

゜
「中」

「図解Il」

142 為楽山城
天正9-10年

能努頼次

゜ ゜゚
(1581-82) 

143 天王砦

144 吉良居館 吉良氏？

145 浮ノ城

Fl46 天神山陣地

147 垂水城 「図解v」

148 上杉下所城

149 下水砦

150 井内城

151 明月砦
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(2)各城館等査料

1)本賓料は、各市町文化財部局から提出された城館詳細調査台帳 （以下、 「台帳」という。）

を基に編集したものである。内容は台帳に依拠しているが、適宜編者により追加、補足

等を行っている。

2)【位置図】は、下図となる地形図は都市計画図を甚本とし、掲載にあたって縮尺は

1/5000を基本とし作成した。

3)【縄張図】は 「城館等壺料一覧表」に示した諸汽料に公表されているものから、出典を

明記した上で掲載した。発掘調査が行われている城館等については、あわせて遺構の【平

面図】を掲載しているものもある。

4 ) 【小字図】 は、各市史• 町史等で刊行されているものは、そのまま活用することに努めた。

縮尺については位爵図と同様としたが、やむを得ず縮尺任意のものもある。

5)【選構】は曲輪、土塁等の現地表面に認められる遺構のほか、発掘調査で確認された遺

構についても列記している。

6)【主な調査歴】は自治体等で行われた発掘調査について、調査年次、次数、報告書を列

記した。

7)【主な出土造物】は上記6)の調査で出土したものや踏査により採集されたもののうち、

主なものを列記している。

8)【関連地名】には、城館等周辺に、関連すると考えられる小字名が存在する場合は表記した。

現在の小字名には見られないが、通称地名や 「城館等汽料一覧表」の諸賓料に記述があ

る場合も記載した。

9)【史料】には文献史料と絵図を列記した。なお文献史料が掲載されている書名について

は割愛した。

10)【参考文献】は城館等について記載のある文献のうち参考としたものについて列記した。

11)【写真】は特に断りのない限り、各市町からの提供によるものを掲載した。
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【大阪市域】

〔No.1〕大坂城 （塁臣氏）

所在地大阪市中央区大阪城ほか位置 東経 135.5262 北緯 34.6873

立地台 地 標高 5~33m 比高 28m 城域 2,200mX 2,000m 

時期 16~17世紀

【城館の概要］

大坂城は、大阪市中央区大阪城ほかに所在する平山城。築城時期は天正 11年 (1583)であり 、

城主は豊臣秀吉、秀吉没後は豊臣秀頼である。慶長20年 (1615)、大坂夏ノ陣により落城した。

発掘調査により検出された遺構として、本丸では詰ノ丸外郭東南隅石垣、中ノ段外郭石垣 （昭

和 34年 (1959)大阪城総合学術調査）、山里丸では石組溝が検出されている。そのほか、各馬

出曲輪に伴う可能性が高い遺構として、生玉口では堀 （堀障子あり／慶長3年 (1598)掘削か）

が、京橋口では虎口を構成する可能性がある石垣、玉造口では石垣 ・堀が確認されている。こ

のほか、大阪市立大学によるサウンデイング調査の成果により 、本丸の状況について解明が進

んでいる。中心部は特別史跡大坂城跡として指定されている。

【主な調査歴】

く本丸＞

大阪城総合学術調査（村山 1984)、OS84-17次調査（大阪市文化財協会2002)、OS15-

4次調査（大阪市教育委員会 ・大阪文化財研究所2017)

く山里丸＞

os09 -10次調査（大阪市教育委員会 ・大阪文化財研究所2011)、OSll-10次調査 （大阪

市教育委員会・大阪文化財研究所2013

く生玉口＞

大阪府警察本部棟新築工事に伴う発掘調査（大阪府文化財センター2006)、OS82-16次調

査（大阪市文化財協会2002)、OSll-20次調査（大阪文化財研究所2013)

く京橋口＞

OS83 -15次調査（大阪市文化財協会 1988)、OS87-93次調査 （大阪市文化財協会2002)、

OS88 -78次調査 （大阪市文化財協会 2002)、OS07-2次調査（大阪市教育委員会 ・大阪市

文化財協会2008)

＜玉造口＞

NW153次調査（大阪市文化財協会 1981)、NW162次調査（大阪市文化財協会2002)、OS83

-3次調査（大阪市文化財協会2002)、NW158-5次調査（大阪市文化財協会2002)、OS88

-23次調査（大阪市文化財協会 2002)

くその他＞

大阪市立大学によりサウンデイング調査（大阪市立大学豊臣期大坂研究会 2017)

【主な出土遺物】

陶磁器 ・瓦

【参考文献】

跡部2014、大阪市立大学豊臣期大坂研究会（絹）2015、大阪歴史博物館・大阪文化財研究所（編）

2015、岡本 （編） 1985、笠谷 ・黒田2015、中村2008、宮上 1967、渡辺1983

〔No.2〕毛馬城／飯満

所在地大阪市都島区毛馬町 位置 東経 135.5206 北緯 34.7233

立地 平野部 標高 約2m 比高不明 城域不明 時期 16世紀

【城館の概要］

毛馬城は、大阪市都島区毛馬町に所在する平城。築城時期は 16世紀、石山合戦の際に大坂
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図30 大坂城（豊臣氏） 位置図 (S=1/25,000、背最地図は大阪市地形図を使用）
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翌臣氏大坂城

（趙哲済ほか2014、「上町台地とその周辺低地における地形と古地理変遷の概要」：

『大阪上町台地の総合的研究ー東アジア史における都市の誕生 ・成長 ・再生の一

類型ーJより転載）

図31 大坂城 （豊臣氏） 縄張図
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豊臣氏大坂城

（跡部信 2014、『豊臣秀吉と大坂城J、
吉川弘文館より転載）



図32 特別史跡大坂城跡（南西から／大阪歴史博物館 10階より）

本願寺が築いた 51城砦の 1つに 「飯満」があり、これが毛馬城の起源とされる。

【参考文献】

田代 ・渡辺・石田（編） 1981、平凡社地方壺料センタ ー （綱） 1986

〔No.3〕榎並城

所在地大阪市城東区野江 位置 東経 135.5389 北緯 34.7086

立地平野部 標高約 1.5m 比嵩不明 城域不明 時期 16世紀

【城舘の概要］

榎並城は、大阪市城東区野江に所在するとされる。三好政長が榎並城築城時に、その一画に

水難除けの水神社を勧請して祀ったと伝えられることから、榎並城の位盟は野江水神社のあた

りと推定される。石山合戦の際に大坂本願寺によって築かれた 51城砦の 1つに野江の名がみ

え、この時の野江城／野江砦が榎並城跡を利用したものであった可能が強い（田代 ・渡辺・石

田（編）1981)。

【関連史料】

摂津志

【参考文献】

井上 1922、新修大阪市史綱纂委員会 （編） 1988、大阪市文化財協会 （編） 1997、大阪府東

成郡役所 （編） 1922、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981

〔No.4〕野田城

所在地大阪市福島区玉川 位置 東経 135.4772 北緯 34.6895 立地平野部

標高一 l~Om 比高不明城域不明 時期 16世紀
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図33 毛馬城跡位盟図 (S=l/5.000、背娯地図は大阪市地形図を使用）
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図34 仮製二万分のー地形図にみる毛馬城跡周辺の旧地形

（参謀本部陸軍部測塁局 1885より転載）

【城館の概要】

野田城は、大阪市福島区玉川に所在する平城。築城時期は 16世紀、享録4~5年 (1531~ 

1532)に細川晴元と三好元長が対立抗争した際に三好方の浦上掃部によ り砦が築かれたもの

とみられている。 元亀元年 (1570) に は畿内での勢力奪回を狙っ た三好三人衆が、野田 • 福
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図35 榎並城跡位盟図 (S=l/5,000、背景地図は大阪市地形図を使用）

島の砦の補強工事を行って立て籠もり、織田信長との合戦に至った（田代 ・渡辺 ・石田 （編）

1981)その後、大坂冬の陣では大坂方の大野道犬がこの砦を守ったという（井上 1922)。遺構

は堀状遺構が確認されている。

［主な調査歴】

・ N012 -2次調査： 16世紀代に埋没したと推定される幅4.4m以上、深さ 1.3m以上の南北

方向の堀状遺構を確認 （大阪市教育委員会 ・大阪文化財研究所2014a)。

・ N007 -1次調査： 17世紀初頭に埋められた幅3.0m以上、深さl.Om以上の北西ー南東方

向の堀状遺構を確認。野田城が大坂の陣の際に砦とされたとすれば、その時期に存在した

ものとみられる （大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協会2008)。

【関連地名】

字城之内

【関連史料】

16 世紀に生嶋宗竹が著した『細川両家記』に、 「野田•福島に猶以て堀をほり、壁を付け、

櫓を上げさせ、河浅き所に乱株・逆茂木引き、当初へ楯籠らるるなり」との記述がある。

【参考文献】

井上 1922、大阪市文化財協会 （編） 1997、岡田 1701、田代・渡辺・石田 （綱） 1981、平凡

社地方狩料センター （編） 1986

〔No.5〕寺岡砦

所在地大阪市住吉区長居西 位置 東経 135.5094 北緯 34.6111

立地台地部 標高 約7~8m 比高不明 城域不明 時期 南北朝～戦国

【城館の概要］

寺岡砦は、大阪市住吉区長居西に所在したとされる。築城時期は南北朝～戦国時代とみられ、

近世の環濠集落としても知られる。戦国時代には畠山 ・三好・細井・桃井氏らの抗争が続くな
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かで付近で合戦が行われ、当該地もしばしば陣所となり、 一時は砦が築かれたといわれる。こ

の頃に濠が掘られて環濠集落に引き継がれた可能性があるが不詳。

【関連地名］

「櫓の下」の字名が残り、砦と関連する可能性がある。

三 [lI 下福島公園、

） ｀ グラウバ

¥ II u ／＼ 下ほ島ブー）一

、◇ 、

9020070̀  号下福島中：／‘ ： 

“`翠`認翌こ---：””1二□図36 野田城跡伝承地 位匝図及び調査地 (S=l/5,000、背景地図は大阪市地形図を使用）
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医 37 野田城跡伝承地 小字圏（内務省地理局測羹課 1890より転載）
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【参考文献】

田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、平凡社地方密料センター （編） 1986

_ ＿ lへ' - ----- - --- --
図38 寺岡砦 位置図 (S=l/5,000、背嫉地図は大阪市地形図を使用）

、、‘、‘、、 19/ 』
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固39 仮製二万分のー地形図にみる寺岡環壕 （参謀本部陸軍部測塁局 1886・ 1887より転載）
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(No. 6〕柴島城

所在地大阪市東淀川区柴島

標高 3~4m 比 高 不 明

位置

城域

東経

不明

135.5130 北緯 34.7276 

時期 16 ~ 17世紀

立地 平野部

【城館の概要】

柴島城は、大阪市東淀川区柴島に所在するとされる。築城時期は 16世紀で、十河ー政が初

めてここに城を築いて拠点とし、その後、大坂夏の陣に際して稲葉氏がここに拠ったとされる

（田代・渡辺・石田 （編） 1981)。図40における字本丸の位置は、「字一筆限地図帳柴島邑領』（明

治8年／大阪府立中之島図書館所蔵）と大阪市固定壺産地籍地図をもとに位置を比定 した。な

お、中之島図書館図書館所蔵汽料は明治8年作製の『明治八年第五月改正字一筆限地図帳摂

津国第六大区四小区二番組柴島邑」を明治 13年に写したものである。

【関連地名】

字本丸

【関連史料】

摂津志

【参考文献】

石川 2015、井上 1922、大阪府学務部 （編） 1931、

2015、平凡社地方壺料センタ ー （編） 1986、前田 1989

田代・渡辺 ・石田 （編） 1981、中西

(No. 7〕新堀城

所在地大阪市住吉区長居東

立地台地部 標高 8.5~ 9.5m 
位置

比高

東経

不明

135.5216 北緯 34.6069 

城域不明 時期 16世紀

【城館の概要】

新堀城は、住吉区長居東に所在するとされる。築城時期は 16世紀で、 大坂本願寺の支城の

200 m 

/‘. 

‘
I
 

／
／
 

図40 柴島城 位置図 (S=l/6,000、背呆地図は大阪市地形図を使用）
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1つ。天正 13年 (1575)に織田信長により攻め落とされた （田代・渡辺・石田 （編） 1981)。

【参考文献】

田代 ・渡辺・石田 （編） 1981、平凡社地方賓料センター （編） 1986

淀

I I I 

固41 「大阪府西成郡西中島村大字柴島領地 図42 『東摂城址図誌」よ り 「柴嶋城跡」

図」（明治25年2月編） （大阪府立中之島図書館所蔵）

（前田 1989より転載）

図43 仮製二万分のー地形図にみる柴島城跡周辺の旧地形

（参謀本部陸軍部測益局 1885より転載）
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(No. 8〕我孫子城／我孫子環濠

所在地大阪市住吉区我孫子 位置 東経 135.5093 北緯 34.5993

立地台地部 標高 9.5~ llm 比高不明城域 240m x 300m 時期戦国期～近世

【城館の概要】

『明応二年御陣図』 （『福智院家文書』）にみえる 「アイコ」という集落が我孫子を示すも のと

推定され、また我孫子には戦国期にたびたび陣が匝かれたという 。環壕集落は戦国期には成立

囮 44 新堀城跡伝承地 位匝図 (S=l/5,000、背景地図は大阪市地形図を使用）
● 鴫 ー，．
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?） ，t ; m Iぷん，+・い 、9

'口工言］＼ ー一直t・・............... ~.:~f 1 '\~、、 .
囮 45 仮製二万分の一地形図にみる新堀城跡 （参謀本部陸軍部測塁局 1886・ 1887より転載）

-58 -



していたものと想定されている（中西2015)。石山合戦に際して大坂本願寺の支城と して今井

兵部により築かれたと伝える （田代・渡辺•石田 （編） 1981) 。 我孫子城は、大阪市住吉区我

孫子にある大聖観音寺付近に比定されている。明治時代まで残存した堀は当城の遺構と伝わる。

【参考文献］

大阪府東成郡役所 （編） 1922、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、中井 （監）2017、中西2015

〔No.9〕堀城

所在地大阪市淀川区十三本町 位置 東経 135.4799 北緯 34.7231

立地 平野部 標高 一0.5~ 0.5m 比高不明城域不明 時期 16世紀

【城館の概要］

堀城は、大阪市淀川区十三本町に所在するとされる。築城時期は 16世紀である。「西成郡史』

では永禄9年 (1566)に細川藤賢が築城したとされるが、永禄9年よりも古く 、享禄3年 (1530)

の大物崩れ合戦の時にはすでに存在していたとの見解もあり（前田 1989)、天文 18年 (1549)

の江口の戦いの時には細川晴賢の居城であったが、その後、三好長慶が入城し、長慶没後は細

川藤賢が在城したが、三好三人衆により無血退城させられたという （新修大阪市史綱纂委員会

（編） 1988）。 元亀元年 ( 1570) 、織田信長に よる野田•福島攻めの際には、将軍足利義昭が入

城 したという（田代・渡辺 ・石田 （綱） 1981)。

【関連地名】

字堀之内

【参考文献】

大阪府西成郡役所 （編） 1915、新修大阪市史編纂委員会（編） 1988、田代・渡辺・石田 （編）

1981、前田 1989

図46 我孫子城位慨図 (S=l/5,000、背最地図は大阪市地形図を使用）
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(No.10〕三津屋城

所在地大阪市淀川区三津屋中 位置 東経 135.4719 北緯 34.7278

立地平野部 標 高 一 0.5~1 m 比高不明城域不明時期 14~ 16世紀

【城館の概要】

三津屋城は、大阪市淀川区三津屋中に所在するとされる。正平年間に楠木正行が築き、天文
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図 47 「我孫子村絵図』 (1690~ 1695年前後） 固48 『東摂城址図誌」よ り 「我孫子城跡」

（川内 2005より転載） （大阪府立中之島図書館所蔵）
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囮 49 仮製二万分の一地形図にみる我孫子城 （参謀本部陸軍部測迂局 1886・ 1887より転載）
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図 50
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堀城跡伝承地
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位置図 (S=l/5,000、背呆地図は大阪市地形図を使用）
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固51 『堀村地籍図』 （明治8年）

（前田 1989より転載）

固 52 『東摂城址図誌』よ り 「堀城跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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図53 三津屋城跡伝承地 位罹図 (S=l/5,000、背最地図は大阪市地形図を使用）

図 54 『三津屋村字堀之内の図」

（前田 1989より転載）

囮 55 仮製二万分のー地形図にみる三津屋

城 （参謀本部陸軍部測益局 1886・ 1887より転載）
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図 56 「東摂城址図誌』より 「三津屋城跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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図 57 大和田城跡伝承地 位置図 (S=l/5,000、背景地図は大阪市地形図を使用）

図 58 『大和田村字城垣内の図』

（前田 1989より転載）
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図 59 仮製二万分のー地形図にみる大和田

城（参謀本部陸軍部測益局 1886・ 1887より転載）
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固 60 『東摂城址図誌』よ り 「大和田塁」

（大阪府立中之島図書館所蔵）



年間には細川晴賢が居城したが、天文 18年(1549)に三好長慶に攻められ、その後は長慶が在城。

元亀年間に織田信長に攻められ、廃城したという （田代 ・渡辺 ・石田 （絹） 1981)。

【関連地名】

字堀之内

【史料】

摂津志

【参考文献】

井上 1922、大阪府西成郡役所 （絹） 1915、田代・渡辺・石田 （編） 1981、平凡社地方壺料センター

（編） 1986、前田 1989、三善 1986

〔No.11〕大和田城

所在地 大阪市西淀川区大和田 位置 東経 135.4431 北緯 34.7086

立地平野部 標 高 ー l~Om 比高不明城域不明 時期 16世紀

【城館の概要】

大和田城は、大阪市西淀川区大和田に所在する とされる。 築城時期は16世紀で、城主は下

間氏、阿波仁右衛門と伝わる。大坂本願寺の出城として築かれ、下間氏が守ったが、天正3年

(1575)信長方の荒木村重に攻め落とされた （田代・渡辺・石田 （編） 1981)。その後、天正8

年 (1580)に信長の命で阿波仁右衛門が再興した （三善 1986)。

【関連地名】

字城垣内

【参考文献】

井上 1922、大阪府西成郡役所 （綱） 1915、田代・渡辺•石田 （編） 1981、平凡社地方汽料センター

（編） 1986、前田 1989、三善 1986

(No.12〕大塚城・茶臼山陣城

所在地 大阪市天王寺区茶臼山町 位置 東経 135.5118 北緯 34.6519

立地台地部 標高 5.5~ 26.5m 比高 21m 城域 250mx 130m 

時期 16~ 17世紀初頭

【城館の概要】

大塚城・茶臼山陣城は、大阪市天王寺区茶臼山町に所在する平山城である。 天文 15年 (1546)

に細川晴元の家臣の山中又三郎が大塚城を構えた。その後、慶長 19年 (1614)の大坂冬ノ陣

では徳川家康が茶臼山陣城と して本陣を構え、慶長20年 (1615)の大坂夏ノ陣では真田幸村

が陣を構えた。遺構は、家康本陣に伴うものとみられる遺構・遺物が確認されているほか、東

裾部では堀割、北西裾部では建物跡や瓦敷、竃などの台所跡とみられる遺構が確認されている。

遺物は金箔を貼った土師器皿や硯などが出土している。同地に所在する茶臼山古墳および河底

池が大阪府指定史跡となっている。

【調査歴］

・ CU85 -1次 （趙 1986)

【参考文献】

井上 1922、田代・渡辺・石田 （編） 1981、中井 （監）2014、中西2015、平凡社地方汽料センター

（編） 1986
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〔No.13〕葱生城

所在地 大阪市旭区大宮 位置 東経 135.5444 北緯 34.7258

立地平野部 標高約2m 比高不明城域不明時期 16世紀？

【城館の概要］

葱生城は、大阪市旭区大宮に所在するとされる。築城者・時期は不明であるが、石山合戦

の際に本願寺が築いた 51城砦の 1つではないかと考え られている （田代・渡辺・石田 （編）

図61 茶臼山陣城

1/~t.JI-、入、/><J<,

位匝図・ 調査地図 (S=l/5,000、背最地図は大阪市地形図を使用）
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図63 「茶臼山御陣城図」をもとにした復元図

（趙 1986より転載）（S=l/5,000) 

図62 『浅野文庫所蔵 諸国古城之図』よ り

「茶臼山御陣城図」

（広島市立中央図書館所蔵）
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1981)。『東成郡史』には 「大字荒生の東方に古城址ありと伝ふ」とあり（大阪府東成郡役所（編）

1922)、『日本城郭全集」では大字荒生の東に続く大字中のもう 1つ東隣の大字江野に含まれて

いた字殿屋敷を葱生城跡に比定している。

＿ 皿-加==~」9月

図 64 葱生城推定地 位置図 (S=l/8,000、背景地図は大阪市地形図を使用）

図 65 葱生城小字図 （逓信協会大阪支部 1919より転載）
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図66 平野環壕 位置図・調査図 (S=l/8,000、大阪文化財研究所2012より転載）
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【関連地名】

字殿屋敷

【参考文献］

大阪府東成郡役所 （編） 1922、田代 ・渡辺・石田（編） 1981

(No.14〕平野環濠

所在地 大阪市平野区平野宮町 ・ 平野上町•平野本町 ・ 平野市町 ・ 平野東

位置 東経 135.5547 北緯 34.6249 立地平野部 標高 5.5~ 7.5m 
城域約900mx 1,000m 時期中世～近世 (16世紀～）

【城館の概要】

平野環壕は、大阪市平野区平野宮町 ・平野上町・平野本町・平野市町・平野東に所在する環

壕都市。存続期間は中世 (16世紀）～近世。「兼見卿記』よ り16世紀後半には現濠が成立し

比高 不明
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図68 「平野区小字地図 • 平野」 （平野区誌拾造集編集委員会（編） 2011 より転載）
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ていることが明らか。森毅氏は、上記の環濠が宝暦 13年 (1763)の『摂州平野大絵図』に描

かれた環濠と同じ形状かは確認できないが、環濠内の町割は環濠外の地割と異なり、この町割

が環濠の掘削に先行して存在したとは考えにくく、環禄の掘削が町割の施工と同時に行われた

か、町割施工に先行したと考えられるとし、町割は発掘調査成果から 16世紀中頃～後半に条

理地割から現在の町割に変更されていることから、環濠の成立もこの時期と推定している（森

2005)。

200 m ：： 

三

4 /̂<VI--<LJI II-.一r-4 99911

＼ベニロ/＼/／ロ

I 

図 69 浦江城推定地 位置図 (S=l/6,000、背最地図は大阪市地形図を使用）

□;`〗
固 70
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【おもな調査歴】

HNlO -1次調査において、平野郷を囲む環淑と考えられる溝 (SD201・ 202 ・ 203)が確認

されている （大阪文化財研究所2012)。SD201からは 16C代の豊臣期の遺物が出土しており、

16C中頃～後半に環禄が成立したとする森毅氏の推定（森 2005) とも整合する。SD202・ 203 

はSD201の再掘削。

【史料】

① 「イエズス会日本年報』上：イエズス会宣教師により天正 11年 (1583)に記された。平

野環濠に関し、 「悉く竹をも って囲まれ、城の如 くなってゐて、平野Firanoと称する。（中略）

甚だ富んだ人達の村である」との記述がある。

② 『兼見卿記』：吉田兼見により天正 11年 (1583)に著された。平野環濠に関し、「至平野見物、

当庄所悉天王寺へ引寄也、竹木堀以下埋之也」との記述がある。

【参考文献】

井上 1922、大阪市文化財協会（編） 1997、大阪文化財研究所2012、田代 ・渡辺 ・石田（絹）

1981、中井 （監）2018、中西2015、平野区誌絹集貝会（編） 2005、平野郷公益会（編）1931、

平凡社地方費料センター （絹）1986、豆谷 1999、森2005

(No.15〕浦江城・手好城

所在地大阪市北区大淀中・大淀南？ 位置 東経 135.4810 北緯 34.7023

立地平野部 標高 ー1~ 0.5m 比高不明城域不明 時期 16世紀

【城館の概要】

浦江城 ・手好城は、字西里中にあったとされ （井上 1922、鷲洲町史編纂委員会 （絹）

1925)、現在の大阪市北区大淀中 ・大淀南付近に所在するとみられる。享禄4年 (1531)に三

好長慶が拠った城とされ、元亀元年 (1570)に織田信長が三好三人衆を討った際には将軍足利

義昭が入城したという （田代 ・ 渡辺 • 石田 （編） 1981) 。

図 71 瓜破城 位置図 (S=l/5,000、背呆地図は大阪市地形図を使用）
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゜ 1: 10,000 

固 72 瓜破城 小字図 （大阪文化財研究所2011より転載）

図 73 瓜破城跡 （全田家文書） （平野区誌編集委員会 （綱） 2005より転載）
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【参考文献】

井上 1922、鷺洲町史編纂委員会 （編） 1925、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981

(No.16〕瓜破城・宇利和利城

所在地 大阪市平野区瓜破東 位置 東経 135.5591 北緯 34.6080

立地台地部 標高 8~9m 比 高不明城域不明 時期 14世紀

【城館の概要】

瓜破城・宇利和利城は、大阪市平野区瓜破東に所在すると推定される。 築城時期はI4世紀で、

城主は楠木正儀と伝わる （田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981)。

【関連地名］

「城山」の小字名あり

【史料】

応安4年 (1371)に著された 「花営三代記』に、 「河州宇利和利城寄手南方勢引退云々」と

の記述がある。

【参考文献】

平野区誌編集委員会（綱） 2005、田代 •渡辺•石田 （編） 1981、平凡社地方査料センタ ー （絹）

1986 

(No.17〕江口城

所在地大阪市東淀川区南江口？ 位置 不明 立地平野部 標高不明

比高 不明城域不明 時期 16世紀

【城館の概要】

江口城は、大阪市東淀川区南江口付近に所在すると される。 築城時期は 16世紀で、三好政

長の築城とされる。天文 18年 (1549)に三好長慶の攻撃を受けて落城し、その後は長慶が囲い、

中川氏に譲ったという（三善 1986)。城内にあったと伝承されている狛犬が大隅神社に残され

ている。

【関連地名】

小字宮の城

【史料】

応安4年 (1371)に著された 『花営三代記」に、「河州宇利和利城寄手南方勢引退云々」と

の記述がある。ほか、『摂津志」に記載あ り。

【参考文献】

大阪府学務部（緬）1931、大阪府西成郡役所（編） 1915、岡田 170L新修大阪市史編纂委員会（綱）

1988、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、前田1989、三善 1986

(No.18〕檄多城・ 檄多埼砦

所在地 大阪市浪速区幸町3丁目付近か 位置 不明 立地平野部 標高不明

比高 不明城域不明 時期 16~ 17世紀初頭

【城館の概要】

稿多城 ・職多埼砦の所在地は諸説あるが、 一説には大阪市浪速区幸町3丁目付近に所在する

とされる。石山合戦の際に本願寺が築いた出城 （稼多城）である。慶長 19年 (1614)大坂冬

の陣の際には豊臣方の砦（椴多埼砦）が築かれ薄田兼相が守ったが、徳川方の蜂須賀至鎮に攻

められ陥落した（井上 1922)。
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位筐図 (S=1/10,000、背緊地図は大阪市地形図を使用）
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図75 『東摂城址図誌」より 「江口城跡」（大阪府立中之島図書館 所蔵）
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【関連査料】

摂津志

【参考文献】

井上 1922、大阪府学務部 （編） 1931、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981

囮 76 稼多埼砦推定地 位匝図 (S=l/6,000、背景地図は大阪市地形図を使用）

n 

100 

図77 喜連環濠位阻図 (S=l/5,000、背最地図は大阪市地形図を使用）
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図 78 喜連環濠 小字図 （平野区誌拾遺集編集委員会 （編） 2011より転載）
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回79 仮製二万分のー地形図にみる喜連城

（参謀本部陸軍部測塁局 1886・ 1887より転載）

図80 『東摂城址図誌」よ り 「喜連城跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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(No.20〕喜連川城・喜連城・喜連環濠

所在地大阪市平野区喜連 位置 東経 34.6128 北緯 135.5548 立地平野部

標高 約6m 比高 不明城域不明 時期中世 (14~ 16世紀）～近世 （環濠集落）

【城館の概要】

喜連川城 ・喜連城 ・喜連環濠は、大阪市平野区喜連に所在するとされる。喜連川城は喜連川

氏により築城されたとされるが、応仁の乱の際、細川勝元により落城。喜連城は天文元年(1532)

細川氏綱が居城、続いて桃井氏、平井氏が城主となり、平井氏滅亡以後に廃城になったとされ

るが （田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、三善 1986)、環濠集落として近世にも存続する。

【関連地名］

「馬場埼」「馬場口」の小字名あ り。
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図81 正覚寺城位置図 (S=l/5,000、背最地図は大阪市地形図を使用）
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（平野区誌拾遺集編集委員会 （編） 2011より転載）
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（参謀本部陸軍部測益局 1886より転載）
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【史料】

摂津志

【参考文献】

井上 1922、大阪府東成郡役所 （編） 1922、大阪府学務部 （編） 1931、中井 （監）2018、中

西 2015、平野区誌編集員会 （綱） 2005、田代・渡辺・石田 （絹） 1981、平凡社地方賓料センタ ー

（絹） 1986、三善 1986

〔No.21〕正覚寺城

所在地 大阪市平野区加美正覚寺 位置 東経 34.6315 北緯 135.5580 立地平野部

標高 約 5.5m 比 高 不 明 城域不明 時期 15世紀

【城館の概要】

正覚寺城は、大阪市平野区加美正覚寺に所在すると される。 15世紀に築かれ、城主は畠山

政長と される。 文明9年 (1477)、畠山政長が正覚寺に陣を匝いて畠山義就と戦って以来、城

郭化したものとされる。明応2年 (1493)、正覚寺合戦で敗れた政長は自害し、正覚寺は炎上

して廃寺となった（田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981)。

【関連史料】

『多聞院 日記』 （英俊ほか、文明 10年 (1478)～元和4年 (1618)、興福寺所蔵） ：文明一六

年五月二十七日条に 「正覚寺之城」との記述あり。

【参考文献】

平野区誌編集委員会 （編） 2005、田代・渡辺・石田 （糧） 1981、平凡社地方賓料センタ ー （編）

1986、三善 1986

〔No.22〕新庄城

所在地大阪市東淀川区下新庄 位置 不明 立地平野部 標高 3.5~ 4.0m 
比高 不明城域不明 時期 16世紀

図 84 新庄城推定地 位置図 (S=l/4,000、背景地図は大阪市地形図を使用）
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【城館の概要】

新庄城は、大阪市東淀川区下新庄に所在するとされる。天正年間、中川清秀が拠ったとされ

る（田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981)。

【関連地名】

明教寺の山号 「城置山」は、中川清秀の城跡であることから付されたという （井上 1922)。

図85 巽城推定地付近

［ 
l-―•一•一ー9 9 99 ,、 - 999“● ● 99 9 9 9| 

位阻図 (S=l/5,000、背景地図は大阪市地形図を使用）
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図 86 巽城推定地付近 小字図（平野区誌拾造集編集委員会（編） 2011より転載）
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【参考文献】

井上 1922、大阪府西成郡役所 （編） 1915、田代・渡辺・石田 （編） 1981、平凡社地方汽料セ ンター

（綱） 1986、前田 1989

〔No.23〕巽城

所在地大阪市平野区長吉長原？ 位置 不明 立地平野部 標高 不明

比高 不明城域不明 時期 14世紀
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」戸
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固 87 天王寺城推定地付近 位置図 (S=l/9,000、背燥地図は大阪市地形図を使用）

屈 88 大阪実測図にみる天王寺城

（清水 （編） 1995より転載）
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ロ
医 89 『東摂城址図誌』よ り「天王寺城址」

（大阪府立中之島図書館所蔵）



【城館の概要】

巽城は、大阪市平野区長吉長原付近に所在するとされる。14世紀に築かれた楠公十七城の

1つとされる（田代 ・渡辺 ・石田 （絹） 1981)。

【関連地名】

長吉地域の長原北部にかつて 「タッミジョウ」という字地があり、これが楠氏の城塞 「巽城」

の跡だと伝えられている （平野区史編集委員会 （編） 2005)。平野区小字地図 ・長吉 （平野区

誌拾遺集編集委員会（編） 2011)には、現在の長吉長原の北部に 「辰巳」 の小字名があるが、

これとの関連は不明。

【参考文献】

平野区誌糎集委員会 （編） 2005、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981、平野区誌拾造集編集委員会

（編） 2011

(No.24〕天王寺城

所在地 大阪市天王寺区生玉寺町／大阪市天王寺区伶人町 ・逢坂l丁目 位置 不明

立地台地部 標高約20m 比 高不明城域不明 時期 14~ 16世紀

【城館の概要】

天王寺城は 14~ 16世紀頃の城郭とされ、元弘3年 (1333)に楠木正成に対応する六波羅探

題の軍が天王寺に城郭を構えた （石川 2016)、石山合戦の際に本願寺を攻める拠点として織田

信長が原田直政に命じて築かせた （石川 2016、 田代・渡辺•石田 （編） 1981) などの記録がある。

なお、天王寺城の比定地は、生玉寺町の月江寺付近とする説と、 「北ノ丸」、「中ノ丸」、「南ノ丸」

の字名が残る伶人町 ・逢坂 l丁目付近とする説の2説がある。

【関連地名】

字 「北ノ丸」、「中ノ丸」、「南ノ丸」

【史料】

摂津志

【参考文献】

石川 2016、井上1922、田代 ・渡辺・石田 （編） 1981、平凡社地方汽料センタ ー （編） 1986

(No.25〕天満寺内町

所在地 大阪市北区天満 位置 東経 135.5170 北緯 34.6947 立地平野部

標高 3.5~ 5 m 比高不明城域 800m x 840 m 時期天正 13年 (1585)以降

【城館の概要】

天満寺内町は大阪市北区天満に所在する。天正 13年 (1585)の本願寺建設に伴い成立した。

これまでの発掘調査に より、天満寺内町建設時と推定される堤防跡が検出されている。

【主な調査歴】

・ TW08 -1次調査（大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協会2010)

・ TW12 -1次調査（大阪市教育委員会 ・大阪文化財研究所20146)

【参考文献】

伊藤 1987、内田 1989、豆谷・ 南 2015

(No.26〕難波砦

所在地 大阪市浪速区浪速西？ 位置 不明 立地 平野部 標高不明

比高不明城 域不明 時期 16世紀
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図90 天満寺内町 位置図 ・調査地図 (S=l/8,000、背景地図は大阪市地形図を使用）

図91 天満寺内町の町割 （豆谷 ・南 2015より転載）
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【城館の概要】

難波砦は大阪市浪速区浪速西付近に所在したとされる。木津川水運を守るため大坂本願寺勢

により築かれたとされる（田代 ・渡辺 ・石田 （綱） 1981)。

【参考文献］

田代 ・ 渡辺 • 石田 （絹） 1981

図92 難波砦推定地 位置図 (S=1/10,000、背娯地図は大阪市地形図を使用）
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図93 三津寺砦 位阻図 (S=l/4,000、背最地図は大阪市地形図を使用）
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（天満橋緑道）
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図 94 楼の岸砦推定地 位置図 ・調査地図 (S=l/3,000、背景地図は大阪市地形図を使用）

〔No.27〕三津寺砦

所在地 大阪市中央区心斎橋筋

比高 不明城域不明 時期

位置不明

16世紀

立地 平野部 標高 約3m

【城館の概要］

三津寺砦は大阪市中央区心斎橋筋に所在したとされる。 16世紀に大坂本願寺が築いた支城

の1つとされる。

【主な調査歴］

MU  20 -1次調査（大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協会2022)

【参考文献】

田代 ・渡辺 ・石田（編） 1981

〔No.28〕楼の岸砦

所在地 大阪市中央区石町付近

比高 不明城域不明 時期

位置不明

16世紀

立地 台地縁辺部 標高 不明

【城舘の概要］

楼の岸砦は大阪市中央区石町付近に所在したとされる。織田信長が元亀元年 (1570) に本願

寺に対して砦を築き、稲葉通朝に守らせたが、天正4年 (1576)に大坂本願寺の支城として使

われた（田代・渡辺 ・石田（編） 1981)。

【主な調査歴】

楼の岸砦に関連するものであるかは不明であるが、推定地の周辺で同時期の堀状の大溝が

確認されている。

・ OS85 -28次調査：本願寺期の幅8m、深さ 2mの北北東ー南南西方向の堀状の溝が確

認されている（大阪市文化財協会2003)。
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巨木滑 区蕊翌1t蚊 匿璽璽廷濾

・ OS87 -26次調査：本願寺期の幅0.7~ 2.5m、深さ 1.1~

1.3 mの北東ー南西方向の溝が3条確認されている （大阪市文

化財協会2003)。

・ OS90 -47次調査：本願寺期の幅 l.0m、深さ 0.4mの

北西 ー南東方向の溝が確認されている （大阪市文化財協会

2003)。

【参考文献】

井上 1922、大澤2019、田代・渡辺 ・石田 （福） 1981

〔No.29〕大坂本願寺・大坂寺内

所在地 大阪市中央区大阪城ほか 位置 不明

立地台地部 標高不明

比高 不明城域不明 時期 15世紀末～ 16世紀
図98 桑津環濠集落

（藤田 1983より転載）

【城館の概要】

大坂本願寺 ・大坂寺内は大阪市中央区大阪城ほかに所在したとされる。15世紀末に本願寺

によ り建立され、織田信長との抗争によ り立ち退くまでに蓮如 ・証如 ・顕如が拠った。比定地

の一部は特別史跡大坂城跡として指定されている。

【主な調査歴】

これまでの発掘調査によ り、大坂寺内に関わるとみられる遣構 ・遺物が検出されている。

・ OS83 -15次調査：建物遺構を検出し、「永禄五天」銘の瓦が出土 した （大阪市文化財協

会 1988)。

・ OS90 -58 次 •OS99 -67次調査：大川南岸の談岸石垣を検出した （大阪市文化財協会

2002、大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2001)。

・ OS89 -92次 ：土塁状の高まりを検出 した （大阪市文化財協会2002)。
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・ NW87 -21 次 • OS86 -6次調査：断面がV字形となる大溝 （薬研堀）を検出 （大阪市

文化財協会 2004・大阪市文化財協会2003)。

また、特別史跡大坂城跡で実施された以下の発掘調査で、本願寺関連とみられる地層 ・遣物

を検出している。

・ OS06 -8次闊査 （大阪文化財研究所 ・大阪市教育委員会 2018)：豊臣期大坂城築城時の

盛土内に焼土 ・焼壁が含まれ、同層から出土した土師器皿の特徴が本願寺期のものに近い

ことから、同層の焼土・焼壁について本願寺退去時の火災に伴うものである可能性が高い

とされている （佐藤2008)。

【参考文献】

天野 1996、伊藤 1987、大澤 2019、仁木 1994a・ 19946、藤田 1996

(No.30〕桑津環濠

所在地大阪市東住吉区桑津 位置 東経 135.5313 北緯 34.6377 立地台地縁辺部

標高 4~7m 比 高 不 明 城 域 約200mx 300m 時期中世？ ～近世 （環壕集落）

【城館の概要】

桑津環濠は大阪市東住吉区桑津に所在したとされる。成立時期等は不明であるが、藤田実氏

は明治期の地籍図をもとに軍事的自衛を重視した中世の環濠集落の特徴がよく現れていると指

摘している（藤田 1983)。

【おもな調査歴】

・ KW07 -1次調査：調査区南端部で幅 1.7m以上、深さ l.Omの近世の東西溝の北半部を検

出。近世の環濠の可能性も想定される （大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2009)。

・ KW07 -3次調査：幅5m、深さ 2m以上の豊臣後期と推定される南北方向の大溝を検出

（大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協会2008)。

【参考文献】

中井 （監） 2018、中西2015、藤田 1983

図 99 遠呈小野環濠 位置図 (S=l/5,000、背景地図は大阪市地形図を使用）
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〔No.31〕遠里小野環濠

所在地大阪市住吉区遠里小野 位置

立地台地縁辺部 標高 4~7.5m 

時期 中世？～近世 （環壕集落）

東経

比高

135.4947 北緯 34.6001 

不明城域 330mX 260m 

【城館の概要］

遠里小野環禄は大阪市住吉区遠里小野に所在したとされる。中西裕樹氏は環濠集落の年代を

示す壺料を欠くとしたうえで、構造から戦国期の構築と推定 している （中西 2015)。

【参考文献】

中井 （監）2018、平凡社地方壺料センタ ー （編） 1986、中西2015
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【豊中市域】

(No.32〕原田城 （北城）

所在地豊中市曽根西町4丁目 位置 東経 135.463024 北緯 34.773197

立地丘陵 標高 12m 比高 7m 城域 120mX 235m 時期鎌倉期～戦国期

【城館の概要】

原田城（北城）は、豊中市曽根西町4丁目に所在する丘城である。国人原田氏の居城として

築城されたと伝わる。築城時期は不詳であるものの、天文 10年 (1541)に木沢長政が原田城

を攻撃したとする記述があ り（『足利季世記』）、豊中市による発掘調査では 13世紀末に遡る遣

構 ・遺物が確認されている。城主も不詳であるが、『摂津誌』では三好日向守としている。

造構は、平坦地、土塁、堀、礎石建物跡等が確認されている。また、周辺地区の発掘調査に

おいても堀跡の一部が検出されており、丘陵上に土塁を巡らせる主郭を匝き、三重程度の堀を

周囲に巡らせた縄張りであったものと評価されている。

昭和62年 (1987)9月 1日に土塁および主郭の一部が市指定史跡に指定され、現在は旧羽

室家住宅 （登録文化財）とともに公開されている。

【主な調査歴】

平成7 (1995)年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 1996)

平成 16(2004)年 豊中市教育委員会（豊中市教育委員会2005)

【主な出土遺物】

陶磁器、瓦質土器、土師器

【関連地名】

城の内、ニノ丸

【史料】

『足利季世記』、『信長公記」

【参考文献］

豊中市教育委員会 1996・ 2005 

図 101 原田城 （北城） • 原田城 （南城） 位置図 (S=1/5,000) 
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〔No.33〕原田城 （南城）

所在地豊中市原田元町2丁目 位置 東経 135.463073 北緯 34.770641

立地丘陵 標高 7.5m 比高 Om 城域 130mx 100m 時期鎌倉期～戦国期

【城餓の概要］

原田城 （南城）は、豊中市原田元町2丁目に所在する平城。原田城 （北城）の南西約300m

にあり、『摂陽群談」には、原田帯刀による築城と伝わる。なお、天正6年 (1578)の織田信

長による荒木村重討伐に際して、原田郷にも砦が築かれたとする記述があり、これを原田城 （南

城）に想定する見解もある。

遺構は、内堀、外堀が確認されている。また、発掘調査では 13世紀代に遡る区画溝状の遺

構が確認されており、前身となる屋敷地が存在した可能性がある。

【主な調査歴】

平成 11(1999)年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2000)

平成 12(2000)年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2001)

平成 18(2006)年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2007)

【主な出土遣物】

土師器、瓦器椀、瓦質羽釜

【関連地名】

本陣山、城ヶ前

【史料】

『足利季世記」、「信長公記」

【参考文献】

豊中市教育委員会 2000・ 2001 ・ 2007 
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図 103 原田城 （南城） 城域復元図 （豊中市教育委員会2007より転載）

図 104 原田城 （南城） 堀跡検出状況 （豊中市教育委員会 2007より転載）
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〔No.34〕今西氏屋敷

所在地 豊中市浜 l丁目 位置 東経 135.481167 北緯 34.761665

立地平 地 標高 3m 比高 7m 城域 100mX 100m 時期鎌倉期～戦国期

【城館の概要］

今西氏屋敷は、豊中市浜1丁目に所在する居館である。今西氏は、奈良春日社領の荘園であ

る垂水西牧南郷の社家目代として、現地において荘園経営 ・管理を担った荘官である。

遺構は、土塁、堀、溝、掘立柱建物、礎石建物等が確認されている。

今西氏屋敷は、中世以降近世・近代にいたるまで数百年にわたり継続してきたものであり、

中世以降の豊富な文書を合わせて、中世の荘官屋敷の実態を知るうえで欠くことができない遺

跡として、国史跡に指定されている。

【主な調査歴】

平成4年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2005)

平成6年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会2005)

平成8年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会2005)

平成9年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2005)

平成 13年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2005)

平成 17年 豊中市教育委員会 （豊中市教育委員会 2005)ほか

【主な出土遺物】

瓦器椀、瓦、備前焼、東播系須恵器、 青白磁小壷、京都系土師器皿

【関連地名】

なし

【史料］

『康平記』、『中臣祐賢記」、『多田神社文書』、『今西家文書』、『和名類緊抄』、『勝尾寺文書」、『摂

津名所図会』、『五畿内志』、『大東家文書』

【参考文献】

田沼 1966、西垣 1966、福留 1998、豊中市教育委員会 2005・ 2008 

固 105 今西氏屋敷位慨図 (S=1/5,000) 
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【池田市域】

〔No.42〕池田城

所在地池田市城山町 140-1 ・ 3、2100-1他 位置 東経 135.4284 北緯 36.8271

立地 山裾 標高 54.0m 比高 27.3m 城域 450mx 550m 

時期建 武3年 (1336)～天正6年 (1578)

【城館の概要］

池田城は、池田市城山町に所在

する山城。存続期間は建武 3年

(1336)から天正 6年 (1578)で

あり、城主は池田充正、貞正、正

盛、 正棟、久宗、信正、長正、勝正、

知正。主郭部で礎石建物跡、塘列

建物跡、虎口、石列の排水溝、土

塁跡や、最終段階の空堀等を検出

している。 また主郭部の周辺では、

空堀（一部石列を確認）、掘立柱

建物跡、杭列、土器溜ま りなどを

検出している。遺物と しては土師

器皿、瓦、陶磁器、古銭、硯、鉄

砲玉などが出土している。

【おもな調査歴】

表 14~ 16に掲載

［関連地名】

現地名：城山町、城南／昭和 19

年以前字名：城ノロ、弓場、前垣

内、堀

【史料】

① 『中西八百樹家所蔵摂津国御

家人芥河氏文曾』（建武 3年

(1336)) :「摂津国御家人芥河

1:5,000 200 

| ＿.... ．1 且苅汀稔冦B
図 108 池田城位但図 (S=1/5,000) 

一族岡八郎国茂申 （中略）九月三日可奉賀子宮内卿御手之由、自国大将被仰出問、於池田

城送数日、致夜詰等軍節了」（後略）との記述がある。

② 『大乗院尋尊大僧正記』：

・文明元年 (1469):「摂津池田城一昨日没落、大内方よ り費落ち了んぬ。」

・文明 19年 (1487):「池田庭倉以下拝見之、驚目者也」

③ 『細川両家記群書類従』 ：

• 永正 16 年 (1519) ： 「摂津池田筑後守は澄元方をして我城に楯篭也」 （当時の城主は池田貞正）

• 永正 16 年 ( 1519) :「池田久宗、池田城奪還」

．享禄4年 (1531):「3月6日に池田城へ取懸則其日攻落す」

・天文元年 (1532):「五日摂州一揆おこ り池田城へ取懸沢るといへども」

・天文 15年 (1546):「則その日池田へ取懸。西の口より 一番に三好加助入る、」（当時の城

主は池田信正）

・天文17年 (1548)：「宗三多田衆引催候て、池田市庭放火する也。」（当時の城主は池田長正）

④ 『永禄記 群書類従』 （永禄 16年 (1568)):「大軍を以て外構放火せられ。即池田降参。」と

の記述がある。 当時の城主は池田勝正。

⑤ 『元亀二年記 大日本史料』 （元亀2年 (1571)):「池田表相動押詰放火云々、相城原田表二
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付ラレ、池田筑後入城、」との記述がある。当時の城主は池田勝正。

⑥ 「穴織宮拾要記末』 （伊居太神社蔵、天正2年 (1574)):「荒木摂津守池田城たたみ伊丹へ弓l

候後」との記述がある。

⑦ 「中害家久公御上京日記 神道体系』 （天正3年 (1575)):「亦左方二池田といへる城有、今

はわ りて捨てられ候」との記述がある。

⑧ 「信長公記』（太田牛ー （作）／天正6年 (1578)):「古池田」との記述がある。

固109 池田城縄張図 (S=l/4,000)
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【参考文献】

池田市史編纂委員会 （編） 1997

ヤ

図 110 池田城
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図 111 池田城航空写真 （南から）

図 112 池田城近景（南から）

図 113 池田城近呆（北から）
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表14 池田城主要発掘調査一屁 (1)

番号 調査名 調査地 開始 終了
調査面積

調査原因 遺物 遺構
報告書名

(n-/) （※） 

1 第 14次閥査
建石町

1986/9/29 1986/11/15 310 共同住宅 堀跡、建物跡
1942-1 

2 第 15次調査
栄本町

1986/8/25 1986/9/4 30 個人住宅
建物跡、焼土

1986年度
3133 面

3 第 16次閥査
建石町

1988/5/10 1988/6/10 300 共同住宅 堀跡、建物跡
1939 

4 第 17次閥査
建石町

1988/5/25 1988/6/2 30 個人住宅 建物跡 1988年度
3勿0

5 第 18次調査
上池田

1988/9/8 1988/9/17 32 個人住宅 曲輪跡 1988年度
1-397-1 

6 第 19次閥査
五月丘

1989/1/9 1989/1/24 10 個人住宅 谷の跡 1988年度
2-38-2 

7 
主郭部 城山町

1989/11/15 1990/2/26 300 公園整備
土師器、 庭園、土塁跡、 池田市教委

第 1次 140 陶磁器 建物跡 1994 

8 第20次閣査
城山町

1990/9/4 1990/9/7 8 個人住宅 建物跡 1994 
3441 

， 第21次閣査
建石町

1990/11/26 1990/12/3 55 共同住宅 土器溜り
2002-3 

10 第22次調査
建石町

1991/1/18 1991/1/19 12 個人住宅 ゴミ穴 1990年度
3300-1 

主郭部 城山町
土師器、

虎口跡、排水 池田市教委
11 

第2次 140 
1990/8/2 1991/2/13 800 公園整備 陶磁器、

溝、建物跡 1994 
瓦

建石町
土師器皿、

12 第23次閣査
3246-1 

1991/5/10 1991/5/17 10 個人住宅 磁器、弥 堀跡 1991年度

生土器

13 第24次閣査
建石町

1991/5/26 1991/10/3 800 共同住宅
整地面、弥生

1932-1 竪穴住居

城山町
遺跡事前

焼土面 ・建物 池田市教委
14 第25次閣査 199Yl/6 1992/1/7 8 総合発掘

2036 
閥査

跡 1992 

建石町
遺跡事前

池田市教委
15 第26次閥査 1992/1/9 1992/1/10 3 総合発掘 堀跡

1934 
閥査

1992 

主郭部第 3城山町
土giii器、

池田市教委
16 

次 140 
1991/7/23 1992/1/30 1,200 公園整備 陶磁器、 建物跡、堀跡

1994 
瓦

17 第切次閣査
建石町

1992/7/13 1992/8/7 100 個人住宅 土giii器皿 杭列 1992年度
1936-1 

主郭部第 4城山町
堺、土師

埒列建物跡、 池田市教委
18 1992/4/28 1992/6/30 150 公園整備 器、陶磁

次 2100-1 
器

土星跡 1994 

19 第28次調査
城山町

1993/10/5 1993/10/28 18 共同住宅 曲輪跡 1993年度
2047 

20 第29次調査
城山町

1994/10/11 1994/10/21 10 個人住宅 焼土屡 1994年度
2-S 

21 第30次閥査
建石町

1994/12/13 1994/12/26 42 個人住宅 弥生土器 井戸 ・柱穴 1994年度
1978-3 

22 第31次閣査
建石町

1995/4/10 1995/6/30 1,000 病院
土師器皿、堀、杭列、建

1952-2 弥生土器 物跡

23 第32次調査
上池田

1995/7/7 1995/7/18 8 災害復旧 弥生土器 柱穴 1995年度
l-3347 

24 第33次閥査
建石町

1995/7/24 1995/8/11 14 災害復旧 整地層・堀 1995年度
3326-5 

25 第34次調査
建石町

1996/1/8 1996/1/12 20 災害復旧 柱穴 1995年度
3263-1 

26 第35次閥査
栄本町

1996/10/7 1996/10/9 4 個人住宅 整地居 1996年度
3063-1 

27 第36次閣査
上池田

1997/4/17 1997/4/25 13 個人住宅 堀跡 1997年度
1-1547-18 

28 第初次閥査
建石町

1997/6/3 1997/6/13 6 個人住宅 堀跡、柱穴 1997年度
197&-10 

29 第38次閥査
城山町

1998/1/12 1998/1/20 8 個人住宅 平坦地 1997年度
3603-2 
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表 15 池田城主要発掘調査一覧 (2)

番号 調査名 調査地 開始 終了
調査面積

調査原因 遺物 遺構
報告書名

(rrf) （※） 

建石町
土師器皿、

30 第39次調査 1970 -1 1998/11/4 1998/12/1 l4) 病院
陶器

堀跡

他

31 第40次閥査
建石町

1999/6/14 1999/6/17 6 個人住宅 整地層 1999年度
1575-5 

32 第41次調査
建石町 2000/2/28 2000/3/3 6 個人住宅 堀跡 1999年度
1954-2 

33 第 42次閥査
建石町

2001/12/11 2001/12/19 10 個人住宅 堀跡 2000年度
1575-39 

34 第43次閥査
建石町

2003/4/15 2003/5/24 共同住宅 堀跡
1934-1他

建石町

35 第44次調査 1574-39 ・ 2003/4/15 2003/4/18 個人住宅 整地層 2002年度

1931-3 

36 第45次調査
建石町 2004/6/25 2004/7/2 4 建売住宅 2003年度
3315-3 

37 第46次調査
建石町

2004/7/29 2004/8/1 10 個人住宅 2003年度
3315-3 

38 第47次調査
建石町 2004/9/1 2004/9/5 6 共同住宅 堀跡
1964-1 

39 第48次調査
建石町

2004/10/8 2004/10/23 6 個人住宅 2003年度
3315-1 

40 第49次閥査
建石町2Z-

2005/1/13 2005/1/15 2 個人住宅 2003年度n 
41 第 50次調査

城山町
2005/2/23 2005/2/24 2 個人住宅 2004年度

3217-1 

42 第51次閥査
建石町

2005/6/3 2005/6/17 6 個人住宅 堀跡 2005年度
1978-0 

43 第52次調査
建石町 2005/12/5 2005/12/16 6 個人住宅 堀跡 2006年度
2012-2 

44 第53次調査
栄本町

2006/3/30 2006/4/12 52 図書館 土師器皿 堀跡
2031-1 

45 第54次調査
建石町

2006/5/30 2006/6/6 6 個人住宅 土師器皿 2006年度
1978-5 

46 第55次調査
建石町 2006/6/27 2006/6/30 3 個人住宅 2006年度
1928-1 

47 第56次閥査
建石町

寧 ／4/17 2007/4/20 8 共同住宅 柱穴 2007年度
1936-3 

栄本町
土師器皿 ・

堀跡 ・土器溜
48 第57次調査 2暉 ／6/20 2007/9/10 480 美術館 陶磁器 ・

2031-5．7 
瓦他

り

49 第 57次 -2 栄本町
2008/1/22 2008/1/31 40 

遺構確認
土師器皿 堀跡 2008年度

調査 2031-5 ・ 7 調査

50 第58次閥査
建石町

2008/2/7 5 建売住宅 2008年度
1998-3 

51 第59次調査
上池田

2008/9/17 2008/9/18 30 個人住宅 2008年度
1-3354 

52 第60次調査
建石町 2008/10/20 2008/10/22 30 共同住宅

土師器皿 ・
2008年度

1936-2他 瓦器碗

53 第61次調査
上池田

2008/11/10 3 個人住宅 2008年度
1-1638-14 
上池田

54 第62次閥査 1-3335-3 ・ 2009/5/21 24 個人住宅 土師器皿 2009年度

4 

55 第63次閥査
上池田

2009/12/21 ， 共同住宅 2009年度
1-406 

56 第64次閥査
上池田

2010/5/20 2010/5/21 16 個人住宅 土師器皿 柱穴 2010年度
1-396-2 

57 第 65次調査
上池田

2010/8/4 8 個人住宅
土師器皿 ・

2010年度
1638-4 土師器

58 第66次調査
建石町

2010/9/9 16 個人住宅 土師器皿 水路 2010年度
2021-2 

59 第 67次閥査
城山町

2011/2/7 2 建売住宅 土giii器皿 2010年度
2536 
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表16 池田城主要発掘調査一屁 (3)

番号 調査名 調査地 開始 終了
調査面積

調査原因 遺物 遺構
報告書名

(ni) （※） 

60 第68次閣査
建石町

2011/4/4 2011/4/19 80 宅地開発
土師器皿 ・

石列 ・堀跡
1991-1他 瓦

61 
第68次 ー 2建石町

2011/6/2 3 
遺構確認

土師器皿 柱穴 ・堀 2011年度
調査 1991-1他 閥査

備前丹波

62 第69次閥査
城山町

2011/5/13 2011/5/19 16 個人住宅
揺鉢 • 土

堀跡 2011年度
2057-2 師器皿 ・

弥生土器

63 第70次調査
上池田

2011/10/5 6 個人住宅 土師器皿 堀跡 2011年度
l-3336-1 

64 第71次閥査
建石町

2012/1/12 6 個人住宅 土師器皿 堀跡 2011年度
3317-1 

65 第72次閥査
上池田

2012/7/31 6 個人住宅 2012年度
1-16路 13

66 第73次調査
建石町

2013/2/20 12 個人住宅 2012年度
3切8-1

67 第74次閥査
城山町

2014/4/14 2014/6/6 600 共同住宅
土師器皿 ・堀跡 ・土器溜

2063-1 陶磁器 り

68 第75次調査
建石町

2014/4/25 12 建売住宅 2014年度
34-1 

建石町 弥生土器 ・

69 第76次閥査 1985-1 ・ 2014/10/28 2014/11/4 78 共同住宅 瓦器 ・土 2014年度

3314-1 師器皿

70 第77次調査
建石町

2014/12/10 3 共同住宅 2014年度
19784 

71 
第 77次 -2 建石町

2015/4/7 3 共同住宅 2015年度
調査 1978-4 

72 第78次閣査
五月丘

2016/8/22 4 共同住宅 2016年度
2-38-l 

73 第79次開査
建石町

2017/8/22 6 個人住宅 2017年度
1978-72 

74 第80次閣査
上池田

2017/10/18 8 個人住宅 2017年度
1-398-1 

75 第81次閥査
上池田

2018/6/6 3 個人住宅 2018年度
1-401-1 

76 第82次調査
五月丘

2019/9/25 4 共同住宅 2019年度
2-1678-1 

建石町

77 第83次閥査 2018の一 2020/12/9 3 店舗 2020年度

部

※年度のみ記載したものは『池田市埋蔵文イ陳す発掘閥査概報」。
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【吹田市域】

(No.48〕吹田城推定地 （石浦城）

所在地吹田市高城町 位置 東経 135.5302 北緯 34.7611

立地平地 標高 3.9m 比高 Om 城域不明 時期室町期～江戸期

【城館の概要】 •--~ ．． • • .．．・ • ヽご•- • •一· r.= .• ・・ •• ・ ·--ー＾・ •A-今^•- --•一
サ欠

吠 喉古
史i＃夭 田
宝翌~ゞ

遠盆砕
域

捻ぶ苺
碕、

吹田城推定地（石浦城）は、吹田市高城町に

所在するとされる平城。「東摂城址図誌』など

の史料によると、吹田城は永享年間 (1429~ 
41)に存続し、城主は吹田河内守重通とされて

いる。『東摂城址図誌』には字城ヶ前に接する

地に吹田城址があったという伝承について記さ

れている。『吹田市史』の付図では、字 「城ヶ前」

を吹田城推定地としている。

吹田城の位阻は明らかになっておらず、二説

がある。一つは、『崇禅寺文書」の 「中嶋崇禅

寺寺領目録」に記されている 「石浦城」を吹田

城と見なすもので、吹田城推定地と呼ばれる。

もう一つは同史科の 「西庄城」を吹田城に比定

するものである。

【主な調査歴】

平成元年度 (1989) 吹田市教育委員会

平成8年度 (1996) 吹田市教育委員会

平成23年度 (2011) 吹田市教育委員会

1vr"/ ~、i てオ[
苅ぃ

冒／
I 

引｛し/-＝=零．

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

城ケ前

e・..--―一ーニ・-. 

固114 『東摂城址図誌』より 「吹田城跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）

固 115 吹田城推定地位置図 (S=1/5,000) 
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“/ 

図 116 吹田城推定地 大字 ・小字図 （吹田市史編さん委員会 （編） 1974より転載）

【史料】

『崇禅寺文書」、「吉川家文書』、『東摂城址図誌』、 『日本輿地通志畿内部巻五十四」

【参考文献】

角川 日本地名大辞典編募委員会 1983、吹田市教育委員会 1997・ 1999 ・ 2012、吹田市教育委

員会 （絹） 2012、吹田市史編さん委員会（編）1974、吹田市立博物館 （絹） 2008、田代・渡辺・

石田 （絹） 1981、平凡社地方壺料センター （編） 1986、亘 1976

〔No.49〕吹田城 （西庄城）

所在地吹田市西の庄町 位置 東経 135.5583 北緯 34.8694

立地丘陵 標高 9.8m 比高 4m 城域不明 時期室町期～江戸期

【城餓の概要】

吹田城 （西の庄城）は吹田市西の庄町に所在するとされる丘城。吹田城の築造時期及び城主、

所在地については前項の吹田城推定地に記した通りである。地名として、 「城ケ脇」「城ケ前」

などが残っている。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遺物］

なし
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図117 吹田城位置図 (S=1/5,000) 

【関連地名】

城ケ脇、城ケ前

【史料】

『崇禅寺文書』、『吉川家文書」、「日本輿地通志畿内部巻五十四』、『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、角）1|日本地名大辞典編纂委員会 1983、吹田市教育委員会（絹） 2012、吹田市史

絹さん委員会 （絹） 1974、吹田市立博物館 （編） 2008、田代・渡辺・石田 （編） 1981、平凡社

地方査料センター （編） 1986、亘 1976

(No.50〕山田城

所在地吹田市山田東2丁目 位置 不明

立地山地 標高 38.5m 比高 17m 

城域 270X 145 m 時期 南北朝期～戦国期

【城館の概要】

山田城は吹田山田東2丁目に所在すると推定

される城館。築造時期は「大阪府全志』による

と元弘年間 (1331~ 34)に赤松則祐が築き、

応仁年間 (1467~ 69)には香西玄蕃が拠った

とされている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

図 118 『東摂城址図誌」より 「山田城跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）i--．戸9・ -
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固 119 山田城位置図 (S=l/5,000)

図 120 山田城周辺大字 ・小字図 圏 121 神境町環濠遠呆

（吹田市史編さん委員会 1974より転載）

【関連地名】

大手橋 ・櫓の前 （大阪府全志）、古城 ・角矢（東摂城址図誌）

【史料】

『東摂城址図誌』、「日本輿地通志畿内部巻五十四』、『摂津志』

【参考文献】

田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、吹田市立博物館編2008、井上 1922、平凡社地方査料センター

（絹） 1986

〔No.52〕佐井寺城

所在地吹田市佐井寺 位置 不明

立地不明 標高不明 比高不明 城域不明 時期中世
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【城館の概要】

佐井寺城は、吹田市佐井寺に所在するとされる城館。『大阪府全志』では 「山田兵庫頭の城址」

とあるものの、所在地や築城時期等については不詳とされている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

なし

【参考文献】

井上 1922、田代・渡辺・石田 （編） 1981

(No.53〕神境町環濠

所在地吹田市南高浜町 位置 東経 135.5300 北緯 34.7586

立地平地 標高 5.4m 比高 Om 城域不明 時期 鎌倉期？～江戸期

【城館の概要】

神境町環濠は吹田市南高浜町に所在する寺内町である。築造時期については不明であるが、

元和年間 (1615~ 24)の 『吹田村絵図』に 「侍内」の記載がある。平成7年度 (1995)に発

掘調査を行っているが寺内町に関する選構は確認されていない。

【主な調査歴】

平成7年度 (1995) 吹田市教育委員会

【主な出土遺物】

土師器皿、瓦質土器羽釜、備前焼播鉢、青磁、宋銭等

図122 神境町環濠位置想定図 (S=1/5,000) 
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【関連地名】

神境町

【史料】

「吹田村絵図」（「橋本家文書』）

【参考文献】

金井2006、吹田市史編さん委員会 （編） 1974、田代 ・渡辺 ・石田 （綱） 1981、亘1976
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【高槻市域】

(No.55〕芥川山城

所在地高槻市原

立地 山頂部 標高

【城館の概要】

位置 東経 135.5883 北緯 34.8811

182m 比高 110m 城域 500m x 400m 時期 16世紀

芥）1|山城は高槻市原に所在する山城で、築城時期は 16世紀、城主は能勢氏、細川高国、細

川晴元、三好長慶 ・義興。

芥川山城は標高 182mの三好山に位盟する。三好

山は北摂山地と大阪平野が接する地点に所在し、北・

西を芥川が流れ、三方を峡谷に囲まれた天然の要害

にあたる。城はこの山全体を利用した東西500m、

南北約 400mの規模を測る大規模な山城である。

16世紀初頭の永正 13年 (1516)にはすでに築城

されており、それには室町孫府管領で摂津国 ・丹

波国守護の細川京兆家が関わっていた。 天文22年

(1553)には三好長慶が入城して永禄3年 (1560)に

飯盛城に移るまで居城とし、畿内近国支配の政庁と

している。その後は長鹿の嫡子 ・三好義典などを経

て、永禄 11年には足利義昭を擁した織田信長が上洛

に先立って入城する。織田政権下では和田惟政らが

入るが、平地の高槻城へ移行し当城は徐々に機能を
¥、ク 'kQr/1,-\．」，~/＇ tr至‘t

停止したと考えられる。 図 124 芥川山城小字図

1:5,000 

」j ーよ』' ` ̀-̀`こヽ
図 125 芥川山城 位囮固 (S=1/5,000) 
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図 127 芥川山城赤色立体図
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1948年椴影 北から搬影

圏 128 芥川山城航空写真

図 129 「東摂城址図誌』より 「原城址」（大阪府立中之島図書館所蔵）

ミ

図 130 芥川山城大手石垣 図 131 芥川山城曲輪⑰石垣
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図132 芥川山城 曲輪Q沼訂召皇物 （西から）

【関連地名】

「城山」

【参考文献】

城内には無数の曲輪が、西・中央 ・東に

分かれて広がり、石垣・堀切・竪土塁・土塁・

土橋などが良好に残っている。また、平成

5年 (1993)から令和 2年 (2020)にかけ

て断続的に行われた発掘調査によ って、山

頂の主郭周辺では焼土の上に建てられた大

型の礎石建物や塘列建物の存在が明らかに

なっている。

【主な調査歴］

平成5・6・28・29・30年度、令和2年度

【主な出土遺物】

陶磁器、瓦、埠ほか

田代・渡辺・石田 （編）1981、高槻市2019・ 2021a ・ 2021b、高槻市教育委員会 1994a・ 

1995 ・ 1996 ・ 2017 ・ 2018、中西 2015、藤岡 ・桜井（綱）1960

〔No.56〕秀吉本陣

所在地高槻市芥川町 1丁目 ・天神町 1丁目 ・白梅町位置 東経 135.6177 北緯 34.8581

立地平野部・丘陵先端部 標高 12m 比高 Om 城域 150mX 400m 

時期 16世紀

【城館の概要］

秀吉本陣は、高槻市芥川町 1丁目 ・天神町 1丁目・白梅町に所在するとされる平山城。築城

時期は 16世紀と伝わる。

旧西国街道の上の「天神馬場」として史料上に頻出し、天正 10年(1582)の山崎合戦に際して、

西国街道を上京する羽柴秀吉は当地に布陣している。これ以外にも西国街道を行きかう軍勢の

通過点・陣所となったことが推定されるが、遣構については不明である。『日本城郭全集」では「天

神山砦」として記載し、天正6年 (1578)に高山右近の籠る高槻城を攻めた織田信長が天神馬

場に布陣し 「高槻へ差向天神山」に砦を構えたという『信長公記』の記述から、北方の天神山

に陣城を推定している。

【関連地名】

「馬場前」

【史料】

『摂津名所図会』

【参考文献】

田代 ・渡辺・石田（編）1981、藤岡 ・桜井 （編）1960

〔No.57〕高槻城

所在地 高槻市城内町・野見町・出丸町ほか 位置 東経 135.6206 北緯 34.8428

立 地平野部標高 8m 比高 Om 城域 600mx 700m 時期 16世紀～稲末

【城館の概要］

高槻城は、高槻市城内町 ・野見町・出丸町ほかに所在する平城。築城時期は 16世紀、城主

は和田惟政、高山右近、羽柴秀勝、江戸時代には永井家。
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高槻城は北側から伸びる扇状地の端部に位置し、南 ・東側は淀川まで低地が広がっている。

近世は譜代大名永井家の居城として硲末まで存続し廃城となった。現在、地上に地割などとし

て痕跡をとどめているのは、元和3年 (1617)に江戸孫府による公儀修築として改修された近

世高槻城で、本丸・ニノ丸 ・三ノ丸 ・出丸等から構成されていた。戦後しばらくはニノ丸東側

に高い土塁が残り、周辺には水田化した外堀が姿を留めていた。

一方、高槻城の史料上の初見は、「細川両家記』による大永7年 (1527)「高槻入江城」である。

当時の高槻には在地武士である入江氏の城館があったとみられる。織田信長の上洛後に没落し

図 133 秀吉本陣位阻図 (S=1/5,000) 

'.J 

圏 134 秀吉本陣小字図 図 135 秀吉本陣 航空写真 (1948年撮影）
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た入江氏に代わって和田惟政が芥川山城から入城し、摂津支配の拠点化を進め、 「天主」を設

けるなど城を大改修したとみられる。その後はキリシタンとして有名な高山右近が入りキリシ

タンの城下町を整備、豊臣政権下では右近が入封されたのち羽柴秀勝を経て直轄領となって代

官が入っている。

高槻城跡の発掘調査では、近世遺構の下層から 11~ 13 ・ 15世紀の輸入陶磁器が出土してお

り、入江氏に先立つ有力者層の存在がうかがわれる。また、近世ニノ丸・三ノ丸からは戦国時

代や織豊期にあたる堀が屈曲するものも含めて検出されている。とりわけ織豊期の堀は近世の

1:5,000 200m 

図 136 高槻城位置図 (S=l/5,000)
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商9 ｀ヽ •,.: ．
固 140 高槻城本丸 ・ニノ丸

(1975年撮影、南西から、高槻市提供）

図141 高槻城航空写真(1948年撮影）

それと重複あるいは並行した幅 16m、深さ 4mを測るものがあり、平城における普請規模の

大きさがうかがえる。また、三ノ丸では木棺直葬のキリシタン墓地が確認されるなど、近世城

郭遺構の下層にそれ以前の堀などの遺構が残されていることが明らかである。

［主な調査歴】

昭和 50・ 60 ・ 61 ・ 63年度、平成2・ 3 ・ 7 ・ 8 ・ 10 ・ 14 ・ 22 ・ 28 ・ 29 ・ 30 ・ 31年度

【主な出土遺物】

土器 ・陶磁器、瓦、石垣石、胴木、橋脚、杭など

【史料】

『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、高槻市 教育委員 会 1984・ 1987 ・ 1991 ・ 1994b ・ 1997 ・ 1998 ・ 

2001b ・ 2002 ・ 2003 ・ 2011、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、藤岡 ・桜井 （編） 1960

〔No.58〕田能城

所在地 高槻市田能小字城山 位置 東経 135.5850 北緯 34.9592

立地山頂部 標高 478m 比高 130m 城域 550m x 500m 時期 16世紀

【城舘の概要］

田能 （樫田）は高槻市域のうち、旧丹波国桑田郡に属する山間の小盆地で、東は山城国乙訓

郡、西・南は摂津国島上•島下郡に接して各方面からの交通路が交差する。

田能城は、高槻市田能小字城山に所在する 16世紀の山城で、標高 478mの城山に所在し、

山頂と南東に伸びる尾根上の曲輪で構成される。遺構は曲輪 ・帯曲輪 ・土塁 ・横堀 ・石積が確

認されている。

総じて削平は不十分で、山頂主郭の周囲には一部で横堀になる帯曲輪がめぐる。一部で石材

が散布していることから石積が構築されていた可能性があり、南側の横堀に虎口を想定する見

解もある。横堀や帯曲輪による防御ラインの形成は、戦国期末における摂津周辺では臨時性の
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図 142 田能城位慨図 (1: 10,000) 
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圏 145 田能城航空写真

(1961 ~ 1969年撮影）

図 146 田能城遠望 （南東から）
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強い陣城での使用が多く、摂津 ・丹波の境目

をまたいだ軍事行動に対応した城の機能を示

していると考えられている。

『愛宕尾崎坊文書』の 「柴田勝家・坂井政

直連署状」には田野（田能）村の城郭の記述

がある。文化 ・天保年間に編纂された桑田郡

の地誌『桑下没録』では山伏の杉生坊や、丹

波守談代内藤備前守の使で 「城州ノ徒士」灰

方伊予守、渡辺上野介などを城主として伝え

ている。大正 13年 (1924)の『南桑田郡誌』

では天正5年 (1577)の明智光秀による丹波

攻めの際に、乙訓勝龍寺城から細川藤孝が田

能越えで亀岡方面に進んだとしている。

【関連地名】

「城山」

【史料】

「柴田勝家・坂井政直連署状」（京都大学総

合博物館『愛宕尾崎坊文書』59-16／年代未詳

も元亀2~3年 (1571・1572)に比定）に 「・・・

田野村被構城郭候由、然者外畑村事・・・柴田修

理亮勝家…田野村在城衆中」との記述あり 。

【参考文献］

大山崎町歴史汽料館2019、田代 ・渡辺 ・石田 （絹） 1981、中井（監） 2016、中西 2015

}号：ぶ◇／

図 147 田能城 、̀
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〔No.59〕富田寺内町

所在地高槻市富田町4・5・6丁目

立地山頂部 標高 138.6m 比高 38m 

位置

城域

東経 135.5946 

800m x 700m 

北緯

時期

34.8304 

16世紀

【城館の概要】

富田寺内町は、高槻市富田町4・5・6丁 目に所在する寺内町。築城時期は 16世紀と伝わる。

富田寺内町は富田台地の先端に位盟する。富田は室町時代には将軍家の御料所にあたり、臨

済宗の普門寺が南北朝時代に開創され、文明8年 (1467)に浄土真宗の蓮如が布教拠点を設け

て後にこれが教行寺となる。天文元年 (1532)に本願寺は細川京兆家の内紛に巻き込まれ、細

川晴元方や法華一揆の焼討ちを受けるなどした後に復興している。

富田は普門寺で細川晴元が晩年を過ごし、永禄 11年 (1568)には足利義栄が同寺で征夷大

将軍に就任、この前年には公家の山科言継らが宿泊するなど、富田寺内周辺が町場として発達

し、公家の宿泊が可能な施設が整っていたことがうかがえる。一方、富田の内部は複数の地区

に分かれており、普門寺や西富田、教行寺周辺の南岡、北側の近世在郷町とな った東岡などが

ある。史料上には 「寺内」「寺外」があることから、寺内は南岡に寺外を東岡などにあてる説

もある。

現在、遺構としては地上に残るのは、別掲する普門寺城の土塁と堀以外は、地形と地割のみ

である。なお、近世地誌の『摂津志』等では 「富田堡」、「日本城郭全集』「日本城郭大系』では 「富

田砦」と記載している。

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、

1984、中西2015、福島 2000

田代 ・渡辺 ・石田 （編）1981、藤岡 ・桜井 （編） 1960、小林
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〔No.60〕帯仕山向城

所在地 高槻市原 ・清水台二丁目 位置 東経 135.5950 北緯 34.8803

立地 山頂部 標高 190m 比高 120m 城域 100mx 200m 時期 16世紀

囮 148 富田寺内町位慨図 (1: 5,000) 

図 149 富田寺内町小字図 図 150 富田寺内町航空写真
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← 

図 151 富田寺内町 富田東岡宿絵図（しろあと歴史館2011より転載）
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図 152 富田寺内町 江戸時代前期の富田 （しろあと歴史館2011より転載）
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【城館の概要】

帯仕山向城は、高槻市原・清水台二丁目 に所在する山城。築城時期は 16世紀、城主は三好

長慶である。遺構は、土塁が確認されている。

標高 190mの帯仕山山頂に位置する。史料上には 「細川両家記』に天文22年 (1553)、三好

長慶が西側に隣接する芥川城 （芥川山城）を攻略する際に陣城 （付城 ・向城）を設けたと記さ

れている。

遣構は山頂の南側緩斜面に土塁と横堀状の堀切が東西方向に確認できる一方、明瞭な曲輪は

設けられず山頂部分も自然地形を呈している。 曲輪を設けず横堀や土塁・ 帯曲輪で城域を設定

する戦国期畿内周辺の陣城遺構の特徴に近似することから、当城の遺構は史料上にみえる年代

の造構である可能性が高い。

【関連地名］

「城山」

【参考文献】

中西2015

図 153 帯仕山城位置図 (1: 10,000) 

固154 帯仕山 城 小 字図 図 155 帯仕山城航空写真 (1948年撮影）
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固 156 帯仕山城概要図（中西2015より転載）

〔No.61〕今城 （今城塚古墳）

所在地 高槻市郡家新町

立地平野部 標高 37m

【城館の概要］

位置 東経 135.5942 北緯 34.8503

比嵩 17m 城域 350m x 350m 時期 16世紀か

今城は、高槻市郡家新町に所在する平山城。時期は 16世紀である。

6世紀前半に築造された前方後円墳・今城塚古墳 （国史跡）の墳丘部にあたる。「今城」の

地名や墳丘本体に残る土塁や横堀状の地形、その周囲をめぐる内・外堀、周堤から城郭遺構と

考えられていた。今城塚古墳で行われた発掘調査により、これらは慶長元年 (1596)の地簾に

よって墳丘が崩壊したことで生じた地形であることが明らかになる一方、鉄砲玉等の遺物が出

土 している。南方を西国街道が通過し、地形的にも高所であることから、遺構は未確認ながら、

地名や出土選物から城館が存在した可能性が高い。なお、近世地誌『摂陽群談』には 「郡家古

城」、＂討投城址図誌」には 「今城古跡」として記載されている。

【主な調査歴】

平成8~18年度 今城塚古墳確認調査

【主な出土遺物】

鉄砲玉、天目茶碗、土師器皿

【関連地名】

「今城」

【史料】

『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、岡田 1701、高槻市教育委員会 2000・2001a・2002、田代・渡辺・石田 （編）

1981、中西2015、中村 （絹）2007、藤岡 ・桜井 （絹）1960
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図 157 今城位置図 (1: 5,000) 
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図 158 今城縄張図 （中西2015より転載）
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図 160 今城 航空写真 (1948年撮影）

囮 161 『東摂城址図誌』より 「今城古跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）

〔No.62〕松永久秀屋敷

所在地高槻市東五百住町 l丁目 位置

立地平野部 標高 13m 比高 Om

東経 135.6003 北緯

城域 50m x 50m 

34.8394 

時期 15 ・ 16世紀

【城餓の概要］

松永久秀屋敷は、高槻市東五百住町 1丁目に所在し、小字「城垣内」が集落の中心部に残る。「摂

津名所図会」など近世地誌に紹介されているが、遺構は消滅しており、絵図や地割から推定さ

れている。

享保 14年 (1729)の 「郡家村 ・東五百住村境見分絵図」（郡家村財産区蔵）に 「松永久秀屋

敷跡畑田」が描かれている。絵図と小字 「城垣内」を照合すると、規模は土豪クラスの一般的

な城館規模である半町四方と思われる。絵図では北と南に家屋が描かれ、その間の畑・田地に「屋

敷跡」は位盟している。周囲の溝は北 と東の幅が広く、東側に 「とで」という池が描かれてい

る。また隅丸方形の屋敷跡区画の南辺にある樹木のような表現は土塁等の区画施設の可能性が

ある。「とで」の北側の 「若宮」は城館と一体とな った祭祀施設かもしれない。地上に選構は

残らないが、湧水池とみられる 田地が残り、区画の比定地は周囲より若干高い。このような状

況から、在地土豪層の城館跡と推定される。

一方、松永久秀の出自は五百住である可能性が高いと考えられ、高槻城主であった入江氏の

一族であったとされている。

【関連地名】

「城垣内」

【史料】

『摂津名所図会』

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、中西 2012、中西2015
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図 162 松永久秀屋敷位置図 (1: 5,000) 

図 163 松永久秀屋敷

(No.63〕上田部遺跡

所在地高槻市桃園町

位置 東経 135.6169 北緯 34.8464

立地平野部 標高 10m

比高 Om 城域 20m以上 X 20m以上

時期 12世紀

【城館の概要】

上田部遺跡は、 高槻市桃固町に所在する

12世紀の居館。発掘調査により屋敷地・溝・

建物 （礎石 ・柱穴）• 井戸 ・ 墓 · 水田跡が

検出されている。

平成3年度 (1991)の高槻市教育委員会

による発掘調査において、調査区の北西

部から 12世紀を中心とする大溝に囲まれ

た東西20m・南北 25mの屋敷地を検出 し

図 164松永久秀屋敷 航空写真 (1948年撮影）
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た。大溝は幅3.5m、深さは 0.3~ 1.2mを 図 165 松永久秀屋敷絵図（高槻市提供）

測り一部で屈曲する。屋敷地内からは東西 「郡家村 ・東五百住村境見分絵図」部分
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9.6m、南北9mの礎石建物 l棟、井戸、溝、土坑、墓が検出されている。屋敷地の周囲には

水田が広がっていたとみられる。なお、調査地周辺には北西に 「城ノ垣内」「城ノ後」「糀屋垣

内」、南方に 「東殿垣内」「西殿垣内」などが分布している。

・-..  -・・-・ 
0 1 :5,000 200m ~ 

n 』' . " - ~ ,--~" 』 9 9 9 一ー・9’, 9 9 'C ,I 

固 166 上田部遺跡位阻図 (1: 5,000) 

図 167 上田部遺跡小字図

図 169 上田部選跡航空写真

（高槻市提供、西から）
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囮 168 上田部遺跡航空写真 (1948年撮影）

固 170 上田部遺跡屋敷地写真

（嵩槻市提供、南西から）
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図 171 上田部遺跡 遺構図 （高槻市教育委員会 1993より転載）

【主な調査歴】

平成3年度高槻市教育委員会 1993『高槻市文化財年報平成3年度』

【関連地名】

「城ノ垣内」、「城ノ後」、「糀屋垣内」、「東殿垣内」、「西殿垣内」

【参考文献】

高槻市教育委員会 1993

(No.64〕神内遺跡

所在地高槻市神内2丁目 位置 東経 135.6589 北緯 34.8733 立地平野部

標高 13m 比高 Om 城域 25m以上x20m以上 時期 15世紀

【城館の概要】

神内遺跡は、高槻市神内2丁目に所在する居館。時期は 15世紀で、屋敷地 ・溝 ．礫群 ・土

坑が確認されている。

平成 11・ 12年度 (1999・ 2000)の高槻市教育委員会による発掘調査において、 I区の北西

部から 15世紀後半を中心とする溝に囲まれた屋敷地の南東隅を検出した。溝は幅 3~4m、

深さは 0.5~ 0.7m を測り、東西 25m • 南北 20m にわたる。 屋敷地は調査区外へ北•西へ広がっ

ている。屋敷地内からは土坑や礫群が検出されており、 15世紀後半を中心とする多塁の土器・

陶磁器が投棄された状態で出土している。

【主な調査歴】

平成 11・ 12年度 高槻市教育委員会 （高槻市教育委員会 2002)
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図 173 神内遺跡小字図

【主な出土遣物】

土器、陶磁器

【参考文献】

高槻市教育委員会 2002

図 174 神内遺跡航空写真 (1948年撮影）

〔No.65〕宮田遺跡

所在地高槻市宮田町 位置 東経 135.5939 北緯 34.8461 立地平野部

標高 20m 比高 Om 城域 20m以上X 20m以上 時期 12世紀

【城館の概要］

宮田遣跡は、高槻市宮田町に所在する居館。時期は 12世紀で、遺構は屋敷地、溝、建物 （柱

穴）、井戸、柵が確認されている。

昭和46年度 (1971)の高槻市教育委員会による発掘調査によ って、12世紀の溝に囲まれた

屋敷地を検出した。屋敷地は柵列や溝によって約20m四方に区画され、内部からは平面3.6m

X 6.5m以下の建替を伴う掘立柱建物群や井戸 ・土坑墓などが検出されている。
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図 175 神内遺跡 屋敷地逍構写真 （南西から）

。
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図 176 神内遺跡 屋敷地遺構図 (1: 300)（高槻市教育委員会 2002より転載）
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【主な調査歴】

昭和 46年度 (1971) 高槻市教育委員会（高槻市 1977)

【参考文献】

高槻市 1977

(No.66〕芥川城

所在地高槻市殿町、芥川町3・4丁目 位置 東経 135.6083 北緯 34.8528

立地平野部 標高 16m 比高 Om 城域不明 時期 13~16世紀か

【城館の概要】

芥JII城は、高槻市殿町、芥川町3・4丁目 に所在するとされる平城。時期は 13~ 16世紀、

城主は芥川氏・三好氏ほかと伝わる。

高槻市街の中心に近い、旧西国街道の芥川宿周辺に比定されてきた城館跡。近世以降の地誌

や高槻市史にも記述されている。年代は鎌倉硲府御家人で当地の地名を関する国人・芥川 （芥河）

氏の存在より鎌倉時代後半から、史料上に 「芥川」「芥川城」 が頻出する戦国時代と考えられ、

芥川氏の居館や幕府管領細川氏や三好長慶による城館の比定地とされてきた。ただし現在地上

には遺構を留めておらず、周辺で行われた発掘調査でも城館に伴う明確な遣構は確認されてい

ない。近年の研究の進展によ って、史料上に頻出する芥川城は、当地から北西約3畑lにある三

好山の山城 （芥JII山城）を示すことが明らかになっている。芥川氏の居館が存在する可能性を

否定すること は困難ながら、孫府管領細川高国・晴元や三好長慶が拠った城館は当地ではない

可能性が極めて高い。

【関連地名】

「殿ノ内」

【史料】

『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、岡田 1701、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981、高槻市 1973・ 1977、中

西2020、中村（綱） 2007、藤岡・桜井（編） 1960、平凡社地方汽料センタ ー （編） 1986

(No.67〕岡本砦

所在地 高槻市岡本町 位置 東経 135.5903 北緯 34.8533

立地丘陵・山裾部 標高 35m 比高 Om 城域不明 時期不明

【城館の概要】

岡本砦は、高槻市岡本町に所在する。小字 「西垣内」「中垣内」が岡本集落に残るが遺構の

詳細は不明。『大阪府全志』には 「岡本城址」として 「岡本の古城址ありと記すれども、是れ

復た其の址定かならず」と記載。『摂陽群談」には 「岡本古城」として 「同郡 （島上郡）岡本

村にあり。城主未考」と記載。

【関連地名】

「中垣内」・「西垣内」

【参考文献】

井上 1922、岡田 1701、田代・渡辺 ・石田（編） 1981

〔No.68〕上牧砦

所在地高槻市上牧 位置 東経 135.6597 北緯 34.8656

立地平野部 標高 9m 比高 Om 城域不明 時期不明
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【城館の概要］

上牧砦は、高槻市上牧に所在する。小字 「上城垣内」「下城垣内」が上牧集落の西側に残る。

他に集落南方に 「堀池」、同南西の内ヶ池端に小字 「奥殿垣内」が残るが造構の詳細は不明。『大

阪府全志」には 「上牧堡のありし所なりといへども、其の縁由は詳らかならず」と記載。

【関連地名】

「上城垣内」・「下城垣内」・「堀池」・「奥殿垣内」

図 181 芥川城位匝図 (1: 8,000) 

図 182 芥川城小字図
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図 184 『東摂城址図誌」より 「芥川城址」

図183 芥川城航空写真 (1948年撮影） （大阪府立中之島図書館所蔵）
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【史料】

『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、田代 ・渡辺・石田 （編） 1981、藤岡 ・桜井 （編） 1960

(No.69〕下村砦

所在地高槻市下 ・山手町・ 高垣町

立地平野部 標高 15m 比高

位置

Om 

つみ双，
＇ヽ

｀ー、

図 185 小字図

東経 135.6369 

城域不明

北緯 34.8606 

時期 不明

図 186 岡本砦 航空写真 (1948年撮影）

図 187 岡本砦位阻図 (1: 5,000) 
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図 188 上牧砦位但図 (1: 6,000) 

図 189 上牧砦小字図

ィ^

1
9
.
 

図 190 上牧砦航空写真 (1948年撮影）
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【城館の概要】

下村砦は、高槻市下 ・山手町・高垣町に所在するとされる。小字 「構口」・「奥殿脇」・「御所

ノ内」・「土井ノ前」が旧下村集落の西側、旧西国街道より南側に残る。他にも 「高垣」・「土井下」・

「対馬」が残るが、追構の詳細は不明。『大阪府全志』には 「下村堡」として 「柏尾川の北にあり 、

彊域及び縁由は詳らかならず、もと古碑を存せしも官設鉄道設置敷設に際し、 土を此に採られ

て埋没し、其の所在明ならざるに至りしは惜しむべし。当時土中よ り古剣を得たりといふ」と

記載。なお、『全志』では檜尾川以北に比定しているが、関連地名は棺尾川以南に分布している。

【主な出土遺物】

古剣 （伝承）

【関連地名］

「構口」・「奥殿脇」・「御所ノ内」・「土井ノ前」ほか

【参考文献】

井上 1922、田代・渡辺・石田 （編） 1981、藤岡 ・桜井 （編） 1960

図 191 下村砦位置図 (1: 6,000) 

図 192 下村砦小字図 固193 下村砦航空写真 (1948年撮影）
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〔No.70〕高槻砦 （高槻堡）

所在地高槻市春日町3ほか （旧西天川） 位置 東経 135.6292 北緯 34.8403

立地平野部 標高 7m 比高 Om 城域不明 時期 16世紀

【城館の概要］

高槻砦（高槻堡）は、高槻市春日町3ほか（旧西天川）に所在するとされる。築城時期は16世紀、

城主は和田惟政 ・大津伝十郎長昌と伝わる。

『東摂城址図誌』に 「高槻城跡」として天川村

字小島ノ内を描いている。この字名は小字 「古高

ノ内」「小高槻」「古高槻」の転訛と考えられる。『大

阪府全志』では 「高槻堡」として、和田惟政によ

る築城、大津長昌の入城を伝え、周囲 16間、用

水井路に内濠・外堀などの名を残すと記載がある。

『大阪府誌』には 「古高槻城址」、『日本城郭全集」．

『日本城郭大系」は 「高槻砦」と記載。いずれも

近世以降の地誌の記載で、遺構は地上になく、詳

細は不明。和田惟政 ・大津長昌の名が伝わること

や近世高槻城の南西という立地等から戦国期の高

槻城攻めの付城、または近世の旧有力庄屋層の屋

敷地、という二つの可能性が指摘されている。

【関連地名】

「小高ノ内」（＝「小高槻」「古高槻」「小島ノ内」）
図194 高槻砦小字図

（中西2014より転載）

図 195 高槻砦位置図 (1: 6,000) 
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【史料】

『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981、中西2014、中村 （編） 2007、藤岡 ・

桜井 （編） 1960

(No.71〕田中城

所在地高槻市月見町 ・真上町1丁目

立地平野部 標高 16m 比高 Om 

位置 東経 135.6119 北緯 34.8564

城域不明 時期 宝徳元年 (1449)

図 196 田 中城位置図 (1: 5,000) 

固 197 図 198 田中城航空写真 (1948年撮影
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【城館の概要］

田中城は、高槻市月見町 ・真上町 l丁目に所在するとされる平城。築城時期は 15世紀、城

主は真上政汽とされる。

近世地誌には記載されておらず、『高槻市史』所収の 「真上氏子孫次第」（宝徳元年 (1449))

には真上氏の庶子家にあたる真上庄地頭の真上政汽が 「住真上田中城」と記されている。市史

では比定地を真上氏の菩提寺地蔵院の丘の近くにあって江戸時代に真上村庄屋をつとめた田中

家の地と推定している。 文献史料上には 「真上田中城」がみえるものの、位置・遺構について

は不明な点が多い。

【史料】

『真上氏子孫次第』 （真上政査、宝徳元年 (1449)、藤直幹氏蒐集文書）：田中城に関して、 「…

三男政壺、住真上田中城、政汽正慶年中忍於東繭、 一且在摂州広田郷、・・・ （中略）…修理亮護

真上城三十余年、文和壬辰春譲嫡男政阿、・・・」との記載がある。

【参考文献】

高槻市 1973・ 1977、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981

〔No.72〕柱本城 （柱本堡）

所在地高槻市柱本 l丁目

位置 東経 135.6067 北緯

立地平野部 標高 4m

城域不明 時期 16世紀

，
 

t
 

34.7942 

比高 Om 

［城館の概要］

柱本城 （柱本堡）は、高槻市柱本 1丁目に所在する

とされる。築城時期は 16世紀と伝わる。小字「城の内」

が柱本集落の北方に残る。他に小字「中丸橋」「下丸橋」
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が集落南西にあり、「東砦」「西丸」等の地名が残ると伝わるが詳細は不明。遺構は地上になく、

年代等は不明ながら、戦国期の 16世紀、高槻周辺の合戦の際に三好長慶、織田信長等の軍勢

が柱本に在陣または通過している。『大阪府全志』には柱本堡と記載。

【関連地名】

「城之内」

【史料】

『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、田代 ・渡辺・石田（編）1981、中村 （絹）2007、藤岡・桜井 （絹）1960

〔No.73〕服部砦

所在地高槻市大蔵司 位置 東経 135.5978 北緯 34.8612

立地平野部 標高 25m 比高 Om 城域不明 時期不明

固 201 服部砦位置図 (1: 5,000) 

夕

，
 

図202 服部砦小字図 固 203 服部砦航空写真 (1948年撮影）
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【城館の概要］

服部砦は、高槻市大蔵司に所在するとされる砦。「南垣内」が大蔵司集落の西側に残るが遺

構の詳細は不明。『大阪府全志』には 「服部砦」として 「服部砦の址は（大字服部の）西南字

大蔵司にあり、三好長慶の支城を郡家に築くに当り、水利其の宜しきを得ざるを以て、水道を

設けて服部の河水を郡家に引き、城の成るや其の地は其の水源なるを以て、砦を築いて兵士を

して守らしめたる所なりといふ。今其の址は明に認め難けれども、郡家井戸といへる小池を存

せり 」と記載。『全志』の郡家用水に関する記述は、 ①史料 ・伝承による三好長慶による郡家

村への水利の裁定や、 ②大蔵司の南西に接する芥川からの郡家の用水が取水されていること、

に由来する可能性が高い。なお、 「郡家井戸」の詳細は不明。

【関連地名】

「南垣内」

図204 真上城位但図 (1: 6,000) 

図205 真上城小字図 図206 真上城航空写真 (1948年撮影）
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【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、岡田 1701、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981、藤岡 ・桜井 （編） 1%0

(No.74〕真上城

所在地高槻市西真上町 1丁目 位臨 東経 135.6031 北緯 34.8578

立地平野部 標高 20m 比高 Om 城域不明 時期 14世紀以降

【城館の概要】

真上城は、高槻市西真上町 1丁目に所在するとされる平山城。時期は 14世紀以降、城主は

真上氏と伝わる。

近世地誌には記されていない城館で、現状では地上に造構は留めていない。「高槻、市史』所

収の文和元年 (1352)2月 「摂津国真上村田地注文」に真上村の四至が記され、その文中に 「真

上城屋敷」がみえる。「市史」では城屋敷の四至の記述からは笠森神社に隣接する位置に比定

している。ただし 『市史』でも指摘しているとお り年号や語句の記述から史料の転写過程に不

審な点もある。真上氏は鎌倉時代には西国御家人として活躍し、真上庄の地頭職を保有するな

どしたが文明年間には衰亡している。 文明 6年 (1474)3月付野田泰忠軍忠状には 「文明元年

7月 11日摂州安照寺之城破之」とあ り、笠森神社の北東の丘陵先端に安照 （性・正）寺があっ

たことから、これが真上城も しく は安照寺の位置にあった城館を示す可能性がある。

【史料l
『摂津国真上村田地注文』（文和元年 (1352)、屋代弘賢氏所蔵 「集古文書」）：「…一真上城屋

図207 普門寺城位置図 (1: 5,000) 

普門寺城小字図 図209 普門寺城航空写真 (1948年撮影）
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敷限東縄限南堀笠懸馬場南限西縄奈良方西方屋敷限北縄…」 との記述あり 。

【参考文献】

高槻市 1973、高槻市 1977、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、藤岡 ・桜井 （編） 1960

〔No.75〕普門寺城

所在地高槻市富田町4丁目

立地丘陵上 標高 16m

位置東経 135.5928 北緯 34.8306

比高 Om 城域不明 時期 16世紀

【城舘の概要］

普門寺城は、高槻市富田町4丁目に所在するとされる平城。築城時期は16世紀。遺構は、土塁・

堀が認められる。

富田寺内町の北西端に位慨する普門寺は臨済宗の禅寺で、現在の境内全域が国指定名勝に指

定されている。寺伝によれば明徳元年 (1390)の開創で、当寺において室町塙府管領の細川晴

元が病没、足利義栄が征夷大将軍に就任するなど孫府中枢とのつながりが深い。この名勝庭園

の背後にあたる、境内の北 ・西辺には土塁とその外側に堀がめぐっている。

［参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、高槻市教育委員会2002、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、中西

2015、藤岡 ・桜井（綱）1960
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図210 普門寺城 普門寺坑内測塁図（高槻市教育委員会2002より転載）
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【茨木市域】

(No.76〕泉原城 （泉原砦）

所在地茨木市大字泉原字中山、上殿垣内 位置東経 135.5211 北緯34.8838

立地山地 標高 293m 比高 10m 城域不明 時期中世

【城館の概要】

泉原城は茨木市大字泉原に所在する山城である。築城時期は中世と考えられるが詳細は不明

で、城主は泉原氏と推定されている。茨木市立清淡小学校の敷地を中心として、東谷川と西谷

川に挟まれた地形に築造された連郭式の城砦である。学校本館付近の茶臼山と呼ばれた周辺に、

二段に削平された郭が存在したと考えられる。本丸に当たる部分は径30m程の不整円形を呈

し、その裾に二の丸が廻る。二の丸との比高は約

3mである。二の丸は本丸の東部から北にかけて

存在し、南北50m、東西 10m程である。三の丸

は二の丸の東に位置し、南北60m、東西30~

50 m程で、三方を急な傾斜に囲まれており、居

館であったと考えられる。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

『摂津誌』、『東摂城址図誌」

【:考□．］茨木市教育委員会（編） 1987、大阪府l_＿＿＿＿□三
文化財調査研究センタ ー （綱） 1999、中井 （監）図 211 『東摂城址図誌」より 「泉原城跡」

2017 （大阪府立中之島図書館所蔵）

， 
200m ( 

( 
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固212 泉原城位置図 (S=l/5,000)
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図 213 泉原城縄張図 （茨木市 ・茨木市教育委員会 （編） 1987より転載）

図214 泉原城 地籍図 （茨木市史編さん委員会 （編） 2008より転載）
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(No.77〕安威城

所在地茨木市安威二丁目 位置 東経 135.5648 北緯 34.8487

立地丘陵 標高 36m 比高 27m 城域不明 時期 16世紀

【城館の概要】

安威城は茨木市安威二丁目に所在する山城である。築城時期は 16世紀と考えられ、城主は

安威弥 （禰）四郎が築造し、その後は安威五左衛門了佐 （重胤）と推定されている。

比嵩 6mほどの段丘崖が安威川に沿って

方角を変える箇所を利用して構築されてい

る。東北方向の台地縁線に沿って長さ 150

m程の土塁の残存が認められる。地点によっ

て規模に差が認められるが、北側の道路に

沿う部分では、幅5m、高さ 1.5mを測る。

東北の隅には矢倉台状の箇所も確認できる。

【主な調査歴】

平 成 16・ 17 ・ 19 ・ 23 ~ 25年度大阪府

教育委員会

平成 14・ 22 ・ 23年度 茨木市教育委員会

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

『東摂城址図誌」、「細川両家記』

【参考文献］

茨木市・茨木市教育委員会（編） 1987、田代・

渡辺 ・石田 （編） 1981
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1 シ戸棧天声E
圏 217 安威城 縄張図 図218 安威城地籍図

（茨木市・茨木市教育委員会（編） 1987より転載） （茨木市史編さん委員会（絹） 2008より転載）

〔No.78〕茨木城 （茨木遺跡）

所在地茨木市片桐町・元町 ・本町 ・上泉町 位置 東経 135.5714 北緯 34.8204

立地平地標高 llm 比高 Om 城域不明時期南北朝期～元和 3年 (1617)

［城館の概要］

茨木城は茨木市片桐町・元町・本町・上泉町の安威川南岸に所在する平城である。築城時期

は建武年間 (1334~ 36)に楠木正成が築いたとの説、あるいは安富氏が築いたとの説、また、

福富氏が築いたとの説もあるが、詳細は不明である。城主は『東摂城址図誌』には天正元年(1573)

から元和2年 (1616)にかけての城主が記されている。大阪冬の陣後、元和元年 (1615)に徳

川家康の命により茨木城は破却され、本丸・ニの丸 ・堀敷などの大部分が田畑に開墾された。

現在では地上にほとんど痕跡がなく、江戸時代の絵図類でも城郭部分に関してはその構造をう

かがわせるような記載がない。

平成 18年 (2006)、茨木城の東堀が想定されていた地点において発掘調査が行われ、流路跡

から化粧板、選り戸、蔑欄間、明かり障子、短冊状板材、柱材等の建具類が出土した。特に蔑

欄間は建築史学的にみて格式高いものと評価できるが、茨木城に関連するものかは不明である。

【主な調査歴】

平成 18年 (2006)度 茨木市教育委員会 （茨木市教育委員会2007)

【主な出土遺物］

建具（化粧板、遣り戸、茂欄間、明かり障子、柱材、 畳）・瓦・陶磁器 ・鉄製鍬先等

【関連地名】

旧字本丸、殿町、城ノ町

【史料】

『晴富宿播記」、『蓮成院記録」、『言継卿記』、『多聞院日記』、『細川両家記』、『信長公記』、『東

摂城址図誌』、『茨木町故事雑記』、『茨木御城跡開改之帳』、『野田泰忠軍忠状』、『武城旧記』

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会 （編） 1987、茨木市教育委員会 2007、茨木市史編さん委員会 （編）

2016、茨木市立文化財汽料館 （編） 2016、大阪府学務部 （編） 1928、高槻市立しろあと歴史館

（絹） 2014、田代・渡辺・石田 （編） 1981、中井 （監） 2017、中西2015、中村 （絹） 2007
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固219 茨木城位置図 (S=1/5,000) 

図220 茨木城地籍図

（茨木市史編さん委員会（編） 2008より転載）
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図221 『東摂城址図誌」よ り 「茨木城址」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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〔No.79〕太田城

所在地茨木市太田一丁目 位置東経 135.5749 北緯 34.8385

立地台 地 標高 21m 比高不明 城域不明 時期平安末期

【城館の概要］

太田城は茨木市太田一丁目に所在する平城である。築城時期は治承4年 (1180)頃とされ、

大永7年 (1527)落城と伝わる。城主は太田太郎頼基（太田野太郎）とされている。

平成29・令和元年度 (2017・ 2019)に、旧字 「城ノロ」で本発掘調査を実施している。当

該地は太田城の主郭部と推測されている。調査の結果、太田城につながるような遺構 ・選物は

検出されなかった。以前、当該地で建設された
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図223 太田城発掘調査状況（南より）
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図225 太田城地籍図、
（茨木市史福さ

ん委員会（編） 2004より転載）
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〔No.80〕佐保城 （里城？ ）

所在地茨木市大字佐保字馬場谷2621

立地山頂部 標高 198m 比高 60m 

位置

城域

東経 135.5283 北緯 34.8711 

90 X 50m 時期戦国期

【城館の概要］

佐保城は茨木市大字佐保に所在する 山城であ

る。築城時期は不明であるが、「尋憲記』による

と元亀2年 (1571)8月28日に落居とされてお

り、戦国期に機能していたと推定されている。

城主は佐保氏と推定されているが、史料には記 i

載がない。

標高 1;8mの小丘 を利用 して築かれた、主軸 ls 
をほぼ東西に長さ 80m、幅 30m程の楕円形を i
した単郭式の城である。 東側の丘陵を堀切で遮 l~:塁
断しており、曲輪は南を除く三方向に土塁を伴 I

う小判型である。虎口は南側と北側にあり、南

側は2か所の虎口跡が残る。

【主な調査歴】

なし
I 

【主な出土遣物】
l 

なし 1 

【関連地名］ 図 226 『東摂城址図誌』より 「佐保砦址」

旧字堀切、宮ノ上 （大阪府立中之島図書館所蔵）

【史料】

『尋憲記』、『摂津誌』

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会 （綱） 1987、大阪府文化財調査研究センタ ー

2017 
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位置図 (S=l/5,000)
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固 228 佐保城 縄張図 （茨木市・茨木市教育委員会 （編） 1987より転載）

＼
 

雨

堤

図 229 佐保城 地籍図 （茨木市史絹さん委員会（編）2008)

(No.81〕福井城 （出張城・楠公砦城）

所在地茨木市東福井三丁目 位置 東経 135.5513 北緯 34.8513

立地段丘標高 45m 比高 7~8m 城域 290m x 410 m 時期南北朝期～戦国期

【城館の概要】

福井城は茨木市東福井三丁目に所在する山城である。築城時期は建武元年 (1334)とされて

いる 。 楠木正成が築城し、以降は赤松範狩 •佐々木秀詮 • 細川氏がそれぞれ守護代を盟いたと

考えられる。史料によると、大永7年 (1527)に落城したとされている。

平成26・ 30年度 (2014・ 2018)に発掘調査が行われており、平成26年度 (2014)発掘調査

は、福井城の三の丸とみられる旧字城ノ 畠（畑） にて実施され、鍛冶炉跡 3基•井戸・堀・石
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図 230 福井城位置図 (S=1/5,000) 

図231 福井城縄張固（大阪府教育委員会2020より転載）

列などの遺構を確認した。時期は、 13~ 14世紀とみられる。平成 30年度 (2018)の調査は、

旧字出張にて実施された。調査の結果、火葬土坑墓などがみつかり、墓域が想定される。遺構

は 14世紀半ば～ 15世紀前半、遺物は 13世紀後半～ 15世紀前半にかけてのものである。

【主な調査歴］

平成 26年度 (2014) 茨木市教育委員会

平成 30年度 (2018) 大阪府教育委員会

【主な出土遺物】

土師器、須恵器、瓦器、陶磁器、瓦、釘等
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図 232 『東摂城址図誌」より 「福井城址」（大阪府立中之島図書館所蔵）

図233 福井城 航空写真 （南より）

【関連地名】

旧字本丸・城ノ内・城ノ畠 （畑）・城ノ谷 ・大手跡、据手跡、出丸、構、西ノ堀、出張、

矢上

［史料】

『福井村誌』、『新屋大社俗縁起』、『細川両家記』、『東摂城址図誌」、『摂津誌』

【参考文献】

井上 1922、茨木市・茨木市教育委員会 （綱）1987、茨木市史編さん室 （編） 2000、茨木福

井の歴史網纂委員会 （編） 1997、大阪府立近つ飛鳥博物館 （編） 2016、田代 ・渡辺・石田 （編）

1981、中井 （監）2017
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〔No.82〕三宅城

所在地茨木市蔵垣内三丁目、大正町

立地平 野 標高 6.5m 比高不明

【城館の概要］

位置

城域

東経

不明

135.5575 北緯 34.7925 

時期戦国期

三宅城跡は茨木市蔵垣内三丁目、大正町に所在する平城である。築造時期は 15世紀後半か

ら16世紀とみられ、『後法典院記」には文明 14年 (1482)、三宅城が落城したという記載があ

る。一方で『三宅落城濫態』では 「天文 18年 (1549)3月29日、細川晴元の強襲により三

宅国村夫妻自刃し、三宅城は落城」したという記載がある。前述したように城主は三宅氏であ

ると考えられる。

現在、地表面には明瞭な痕跡が認められない

が、昭和 30年代以前には、堀跡や曲輪の輪郭

域ダ'li ¥、位古も咸
l令ご「テ 哉三感老迫 ！
ノ ，.城 t好

ユ ニ ;~汰 9`
曰を内 ＇
て、つ 城

が認められた。戦後撮影の米軍空中写真や近代

の地籍図から窺える。主郭部は、小字 「城ノ内」

の南側一帯に復元されている。東西llOm前後、

南北90m前後の方形状を呈し、その外側に東

西250m前後、 南北 300m前後の外郭部が存在

したと推定される。外郭部の北・東 ・南には堀

が比定されている。

【主な調査歴］

なし

【主な出土迫物】

なし

【関連地名】

旧字城ノ内

【史料】

『東摂城址図誌』、「細川両家記』、『摂津誌』、 図234

『後法興院記』、『三宅落城濫熊』、「三宅城址看板』
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図235 三宅城 位置図 (S=l/5,000)
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図236 三宅城縄張図 図237 三宅城地籍圏

（中井 （監）2018より転載） （茨木市史編さん委員会（編） 2004より転載）

【参考文献】

岡田 1977、大阪府学務部 1928、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、中井 （監）2018、中西2015

(No.83〕安威砦

所在地茨木市安威4丁目 位置 東経 135.5653 北緯 34.8561

立地丘陵 標高 89m 比高 40m 城域 50xlOOm 時期織豊期か

【城館の概要】

安威砦は茨木市安威4丁目に所在する山城である。築造時期は藤原鎌足の築城とする伝承は

あるが、詳細については史料に記載がなく不明である。城主は安威氏 （安威五左衛門了佐 （重

胤））と推定されている。

砦は3つの曲輪を中心に構成される（図 240)。最も高い位置にあり、四方に土塁を巡らせ

るIが主郭である。 Iの南側には櫓台が認められ、 Iの虎口は、北西隅及び南東隅の2か所に

認められる。IIは南及び西側に土塁を巡らす。IIの虎口は南東隅及び北東隅に認められる。皿

はIょりも 4m低く、 Iの南側の防御を目的とした曲輪と考えられる。

【主な調査歴】

なし

図238 安威砦遠景 （北より ）
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【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

［史料】

『東摂城址図誌』、「摂津誌」

【参考文献】

中井 （監） 2017、中西 2015、仁木 • 福島 （編） 2015
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圏 241 「東摂城址図誌』よ り 「安威砦跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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図 242 安威砦地籍図

(No.84〕佐保粟栖山砦

所在地茨木市佐保字クルス 位置東経 135.5406 北緯 34.8663

立地山頂部 標高 176m 比高 70m 城域 150X 70 m 時期戦国期

［城館の概要】

佐保栗栖山砦は茨木市佐保字クルスに所在する山城である。築造時期は出土造物から 15世

紀末～ 16世紀中葉頃と考えられる。城主は不明である。

砦跡は、北東から南西へ伸びる尾根先端部に位慨する。平成9年 (1997)の調査により、尾

根頂上部に中心となる曲輪 1~3があり、これらを取り 囲むように小規模の曲輪が配匝された

ことがわかった。曲輪は盛土と切土により造成されている。斜面には堀切、石積みが検出された。

曲輪 lでは礎石建物と土塁、曲輪2では掘立柱建物、曲輪3では礎石建物が検出された。砦の

改修 ・変還や造成土木工事の様相などの成果を得ることができた。

【主な調査歴】

平成9年度 (1997) 大阪府文化財調査研究センター （大阪府文化財調査研究センター （纏）

2000) 

【主な出土遣物】

土師器小皿、瀬戸美濃皿、・碗・水滴、青磁碗、白磁皿・碗、染付皿・碗、土師器鉢、瓦器播鉢・

火鉢•仏花瓶 ・ 香炉・風炉、備前播鉢 ・ 甕•徳利 ・ 小壺、 丹波播鉢・ 壺、鉄釘、煽止金具、火
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打ち金、鉄鍋、鉄鎌、鉄鏃、鉄刀、鉄小札、銅銭、砥石、石臼、碁石、火打ち石、土壁

【関連地名】

なし

【史料】

『東摂城址図誌』

【参考文献】

大阪府文化財調査研究センター （絹） 2000、高槻市立しろあと歴史館 （編） 2014、中井 （監）

2017、中西 2015、 仁木 • 福島（編） 2015
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図243 佐保栗栖山砦 発掘調査状況（東よ り） 図244 「東摂城址図誌』よ り 「佐保砦跡」

（大阪府文化財調査研究センター （編） 2000) （大阪府立中之島図書館所蔵）

/と

.

,
 

悶
五
誌
認
g

災

達
此
3
i悶
焦
芍
翌

束
を
芯
芍
＇

此

弩
1
1
r

芍
沢
4
然
'-乙

成
を
ぎ
凡
不
5

叶

図245 佐保栗栖山砦
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図246 佐保栗栖山砦 地籍図 （茨木市史編さん委員会（綱） 2004より転載）

囮 247 佐保栗栖山砦 選構配置図（大阪府文化財調査研究センタ ー （編） 20()()より転載）
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〔No.85〕郡山城

所在地茨木市郡山 l丁目

立地台 地 標高 63m

（諸説あり ）

比高不明

位置 東経

城域不明

135.5465 北緯 34.8330 

時期 15 ~ 16世紀

【城館の概要］

郡山城跡は茨木市郡山l丁目に所在すると考

えられる丘城である。築造時期は 15世紀～ 16

世紀と考えられるが詳細は不明である。史料に

よると城主は郡兵太夫宗弘 （高利平太夫）、郡

主馬宗保とされる。

【主な調査歴］

なし 1 

なし出土遺物】 笑
I 

／ 

三三三］：：「：之口:」力(:／9 ;1 

曲 郡
益
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歩

図249 郡山城 ・郡山寺内町

．． 

位置図 (S=1/5,000) 
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図250 郡山城 ・郡山寺内町 地籍図 （茨木市史編さん委員会 （編） 2004より転載）

(No.86〕郡山寺内町（郡山道場、 郡山堂宇）

所在地茨木市郡山2丁目、新郡山 l丁目 位置 東経 135.5489 北緯 34.8337

立地台地 標高 52m 比高不明 城域不明 時期中世

【城館の概要】

郡山寺内町は茨木市郡山 2丁目、新郡山 l丁目に所在する正現寺の寺内町である。

大正 11年 (1922)、郡山寺内町の南東にある浪速少年院建設工事中に掘り出した多くの石の

中に、 「三ツ鱗」「三ツ星」印が入った城石が発見され、その一帯が郡山城の範囲とされた。し

かし、実際の城郭部分については、郡山二丁目に位匝する正現寺の西方に旧字 「門口」「物見塚」

の地名が残っており、また、東摂城址図誌に記載の郡山城跡が、 正現寺西側の地形図と一致し

ていることから、 正現寺西方一帯を郡山城とする説もある。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

旧字門ロ・城ノ内 （現 西之辻か） ・物見塚は、郡山城跡とする説あり。

【史料】

『天文 （御） 日記』、『言継卿記』、『東摂城址図誌』

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会 （編） 1987、中西2015

〔No.87〕沢良宜城

所在地茨木市美沢町 位置 東経 135.5689 北緯 34.7988

立地平地 標高 8m 比高不明 城域不明 時期室町期～戦国期か
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図251 沢良宜城位置図 (S=1/5,000) 

図252 沢良宜城 地籍図 （茨木市史絹さん委員会 （編） 2008より転載）

-159 -



【城館の概要】

沢良宜城は茨木市美沢町に所在する平城で

ある。築造時期は中世と考えられるが詳細は

不明である。城主については『応永記 ー名

大内義弘退治記』によると藤井三位とされて

いる。「摂津志』では吹田山田城の十三支城の

一つとされる。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

旧字防領、宮西、野村垣内、北垣内、北中垣内、

南中垣内、 南垣内、殿田

【史料】

『摂津志』、『応永記 ー名大内義弘退治記』

【参考文献］

茨木市 ・茨木市教育委員会 （編） 1987
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／

ニ
3
 

5
 

2
 

i
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(No.88〕穂積城

所在地茨木市中穂積

立地丘陵 標高 46m 

位置 東経 135.5528 北緯 34.8193

比 高 不 明 城域不明 時期戦国期か

【城館の概要】

穂積城跡は茨木市中穂積に所在すると考えられる城館跡である。築造時期及び城主について

詳細は不明である。「摂津志」 では吹田山田城の十三支城の一つとされる。

1 :5,000 200m 

|...r'11 1, u1卜 A11 1年 I 1μし IJ

固254 穂積城位置図 (S=l/5,000)
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図255 穂積城 地籍図（茨木市史編さん委員会（編） 2008より転載）

伝承によると茨木市中穂積の春日神社境

内になっている小高い山林一帯が穂積城跡

として伝えられており城館に関連する地名

も残っているが、城館に関連する遺構 ・遺

物は確認されていない。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遣物】

なし

【関連地名】

旧字城ノ堀、東垣内、南垣内

【史料】

『摂津誌』

【参考文献】

茨木市 ・茨木市教育委員会 （編） 1987
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図 256 穂積城 周辺地形図 ・標高断面医

〔No.89〕水尾砦

所在地茨木市水尾

（茨木市・茨木市教育委員会 （編）1987より転載）

位置 不明

立地平野 標高不明 比高不明 城域不明 時期不明

【城館の概要］

水尾砦は茨木市水尾に所在すると考えられる城館跡である。築造時期及び城主について詳細

は不明である。『東摂城址図誌」に 「水尾城趾」の記載はあるがその所在については不明とさ

れている。『摂津志』では吹田山田城の十三支城の一つとされる。
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図257 水尾砦位置図 (S=l/5,()()0)

図258 水尾砦地籍図

（茨木市史編さん委員会 （編）2004より転載）

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

『東摂城址図誌」、「摂津誌」
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図259 『東摂城址図誌」よ り 「水尾砦址」

（大阪府立中之島図害館所蔵）
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【参考文献】

茨木市 ・茨木市教育委員会 （編） 1987

〔No.90〕耳原砦 （皆原砦）

所在地茨木市耳原3丁目

立地丘陵 標高不明

位置

比高

不明

不明 城域 不明 時期 織豊期

【城館の概要］

耳原砦は茨木市耳原3丁目に所在すると考え

られる城館跡である。『摂陽群談』などによる

と築造については天正年中 (1573~ 1592)に

明智光秀が築城し、その後は織田辰之助 （信勝）

が城主となったとされている。

関連する遣構・遺物は確認されておらず詳細

は不明である。

［主な調査歴］

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

［史料】

『東摂城址図誌』、「摂陽群談』、「摂津誌」、「（日

本）武城甜 （旧）記」、「耳原村誌」

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会 （編）1987
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図 260 『東摂城址図誌」より 「耳原砦址」

（大阪府立中之島図書館所蔵）

且

図 261 耳原砦

,肛=--」』Il_＿ー」

位置図 (S=l/5,000)
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図 262 耳原砦 地籍圏 （茨木市史綱さん委員会（編）2004より転載）

(No.91〕目垣城

所在地茨木市目垣 位置 不明

立地平野 標高 不明 比高不明 城域不明 時期 戦国期か

【城館の概要】

目垣城は茨木市目垣に所在すると考えられる城舘跡である。「摂津志』では吹田山田城の

十三支城の一つとされる。築造時期及び城主について史料に見られず、また遺構 ・遺物も確認

されていないことから詳細は不明である。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

『摂津誌』

【参考文献］

茨木市・ 茨木市教育委員会（編）1987、田代・渡辺・石田 （編） 1981

(No.92〕池上砦

所在地茨木市中総持寺町、総持寺2丁目 位置 不明

立地不明 標高 不明 比高不明 城域不明 時期不明

【城館の概要】

池上砦は茨木市中総持寺町、総持寺 2丁目に所在すると考えられる城館跡である。築造時期

については詳細が不明である。城主については池上氏とされ、城館に関連する地名も残ってい

るが （茨木市・茨木市教育委員会 （編）1987)、史料に見られず詳細は不明である。
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【主な調査歴】

なし

医 263 目垣城位置図 (S=1/5,000) 

---I Ì I 

図264 目垣城 地籍図 （茨木市史編さん委員会 （編） 2004より転載）

-165 -



図265 池上砦位置図 (S=l/5,()()0)

囮266 池上砦 地籍圏 （茨木市史編さん委員会 （編） 2004より転載）

【主な出土遣物】

なし

［関連地名】

旧字中城、北中城

【史料】

なし

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会 （編） 1987、田代・渡辺・石田 （編） 1981
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図 267 宿久城位置図 (S=1/5,000) 

〔No.93〕宿久城 （シユク城）

所在地不明 （茨木市宿久庄か） 位置 不明

立地不明 標高不明 比高不明 城域不明 時期戦国期か

【城館の概要］

宿久城は所在地不明であるが、茨木市宿久庄に所在したと考えられる城館跡である。『尋憲記』

によると、 「元亀2年 (1571)8月28日に落居」 したという記述があり、元亀2年 (1571)以

前に築城されたと考えられる。城主については宿久氏と推定されているが（茨木市 ・茨木市教

育委員会 （編） 1987)、史料に記載は見られない。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

宿久庄？

【史料】

『尋憲記』

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会（編）1987、東京帝国大学文学部史料絹纂掛 （編） 1938

〔No.94〕清水城

所在地茨木市清水 位置 不明

立地不明 標高不明 比高不明 城域不明 時期中世
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【城館の概要】

清水城は茨木市清水に所在したと考えられる城館跡である。築城及び城主については史料に

記載がなく、遺構・遣物も確認されていないため詳細は不明である。旧字に 「上のドイ」、「下

のドイ」という地名が見られ、武士の屋敷地あるいは村落を囲続した土塁があったことが推測

されている （茨木市 ・茨木市教育委員会（編） 1987)。

【主な調査歴】

なし

図268 清水城位置図 (S=1/5,000) 

ヽ~ ｀ ↓ 
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9” 

図269 清水城 地籍図（茨木市史編さん委員会 （編） 2004より転載）
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【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

旧字上のドイ、下のドイ

［史料】

なし

【参考文献】

茨木市・茨木市教育委員会 （編）1987

〔No.95〕西河原砦

所在地茨木市西河原2丁目 位置 不明

立地平 地 標高不明 比高不明 城域不明 時期戦国期

【城舘の概要］

西河原砦は茨木市西河原2丁目に所在したと考えられる城館である。『細川両家記」に天文

18年 (1549)に香西与四郎が砦を築いたという記述がある。天文 18年 (1549)芥川衆の三好

日向守に攻められ落城したとされている（茨木市 ・茨木市教育委員会 （編）1987)。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遣物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

『細川両家記」

Iヽ1191'” 8

図270 西河原砦位匝図 (S=1/5,000) 
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（茨木市史編さん委員会 （網）2008より転載）

【参考文献】

茨木市 ・茨木市教育委員会 （編）1987

(No.96〕総持寺砦

所在地茨木市総持寺 l丁目

立地段丘上 標高 18m 

位置

比高

東経

llm 

135.5813 北緯

城域不明

34.8292 

時期 16世紀

【城館の概要】

総持寺砦は茨木市総持寺 l丁目 に所在する城館跡である。『信長公記』などによると天正6

年 (1578)、戦災で焼失した総持寺の跡地に、織田信長が津田信澄に茨木城攻めの陣を設けさ

せた場所と考えられる。砦に関連する遺構 ・遺物は確認されていない。

【主な調査歴】

昭和 62年度 (1987)、平成元 ．6・ 13 ・ 14 ・ 15 ・ 21年度 (1989・ 1994 ・ 1997 ・ 2001 ・ 2002 ・ 

2003 ・ 2009) 

【主な出土遣物】

砦関連の遺物はなし

【関連地名】

なし

【史料】

『信長公記』

【参考文献】

茨木市 ・茨木市教育委員会 （編） 1987
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図272 総持寺砦位盟図 (S=1/5,000) 

図273 総持寺砦 地籍図（茨木市史絹さん委員会（編） 2004より転載）

〔No.97〕下音羽城

所在地茨木市大字下音羽 位置東経 135.5395 北緯 34.9053

立地山頂部 標高 313m 比高 20m 城域不明 時期 戦国期

【城館の概要］

下音羽城は茨木市大字下音羽に所在する山城である。史料に記載はなく、築造時期及び城主

については不明である。

-171 -



,J, 

| l l l ,  1 

,., ",,ヽ 99 9 ~ ‘‘’̀＇‘ ‘̀̀ ' 

図274 下音羽城位置固 (S=1/5,000) 

図275 下音羽城縄張図

（中井 （監）2016より転載）

'z 囮 276 下音羽城地籍図

（茨木市史編さん委員会 （編）2008より転載）

単郭で小規模な城郭であるが、背後を堀切、前面を横堀で囲み、規模に比して防備は厳重で

あると推察できる。主郭は東西8m、南北 16m程の規模である。現状では、土塁が存在した

形跡は認め られない。北側尾根続きには上幅約9m、下幅約4m、深さ約4mの堀切を設けて

おり、主郭の南側、約 5m低い位置には横堀を巡らしている。横堀の外側は約 lm高 くなり、

その先は緩やかに下る斜面となっている。

【主な調査歴】

1990年頃に高橋成計氏によ って発見

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし
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【史料】

なし

【参考文献】

中井 （監）2016、中西2015

〔No.98〕郡遺跡 ・倍賀遺跡

所在地茨木市松下町

立地平 地 標高 15.5m 

位置

比高

東経

不明

135.5668 北緯

城域不明

34.8265 

時期 10 ~ 13世紀

診
200m ; 
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.. “ '‘‘マヽ,_ ・→•―..＾ *`‘ ヽ＾’ ’ ‘’^=· 一-·

固 277 郡遺跡 ・倍賀遺跡 位置図 (S=l/5,000)
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図279 郡遺跡 ・倍賀遺跡 地籍図 （茨木市史絹さん委員会 （編）2008より転載）

【城館の概要】

郡遺跡 ・倍賀遺跡は茨木市松下町に所在する屋敷と考えられる遣跡。

造物包含層上面では、 10世紀後葉～ 13世紀前半に建てられた掘立柱建物が多数検出された。

その中には、廂や縁が付属するものや、周囲を細溝によって方形に区画された屋敷と呼ぶべき

建物も確認された。遺物包含層下面では、弥生時代中期から古墳時代前期の集落域と墓域が検

出された。

【主な調査歴】

平成28年度 (2016) 茨木市教育委員会 ・大阪府文化財センター

【主な出土遺物】

土師器、 黒色土器、瓦器、瓦質土器、須恵器、陶器、磁器等

【関連地名］

なし

【史料】

なし

【参考文献］

茨木市教育委員会 ・公益財団法人大阪府文化財センター （綱）2018

(No.99〕西福井遺跡

所在地茨木市西福井3丁目 位置 東経 135.5512 北緯 34.8455

立地扇状地 標高 31m 比高 29m 城域不明 時期 14世紀

【城館の概要】

西福井遺跡は茨木市西福井3丁目に所在する居館と考えられる遺跡。

大阪府教育委員会が実施した発掘調査の結果、中世の居館跡が検出された。居館跡は四方を

大溝で囲んでおり、北東部の一部は切れている。区画の内側で、東西35m、南北42mを測る。

溝内より、 「佛」の墨書がされている土器片を確認した。この区画内では多数のピットを検出

したが、建物跡は未確認である。他にも、区画内では石組井戸を 4基確認した。また、東接地
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でも 「コ」の字型の区画溝が、南接地でも 「L」字型の区画溝が検出されている。

【主な調査歴】

昭和 57・ 58年度 (1982~ 1983) 大阪府教育委員会

［主な出土遺物】

土師器、須恵器、瓦器、墨書土 器等

【関連地名】

旧字宮山、宮 （ノ） 下

【史料】

なし

【参考文献］

岡田 2018

戸＂伽＼`‘ 宮
＼ 桧

‘‘ ＾ 
ca 

固 280 西福井遺跡位盟図 (S=1/5,000) 

""'- ¥ 

図 281 西福井遺跡 地籍圏（茨木市史編さん委員会（編） 2004より転載）
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図282 西福井遺跡 遺構配置図 （岡田 2018より転載）

図283 西福井遺跡 発掘調査状況（真上から、右が北）
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【箕面市域】

〔No.100〕止々呂美城 （止々呂美古城）

所在地不明（箕面市上止々呂美） 位置不明

立地山 地 標高 不 明 比高不明 城域不明 時期不明

【城館の概要］

止々呂美城は現在の所在は不明であるが、「摂陽群談」に豊島郡上止々呂美村にあり、多田

満政公の苗裔、馬場兵衛信高の在城である旨の記載が見られる。築城時期や存続期間は不明で

ある。大阪府文化財センターが行った現地踏査では城跡と思われる状況が確認できなかったた

め、遺跡分布圏上では下止々呂美所在の塩山城を止々 呂美城跡として扱っている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

止々呂美

【史料】

『摂陽群談』

【参考文献】

井上 1922、大阪府 1903、小上 1931、田代・渡辺 ・石田 （綱）1981、正宗 （編） 1930

〔No.101〕塩山城 （塩山古城、止々呂美城）

所在地箕面市下止々呂美 位置 東経 135.4585 北緯 34.8780

立地山 地 標高 231m 比高 64m 城域 250m x 130 m 時期平安

【城館の概要】

塩山城跡は箕面市下止々呂美に所在する山城である。北西方向に延びる尾根の頂上部に築造

された。『摂陽群談』に豊島郡下止々 呂美村にあり、城主は塩山肥前守源景信であるとされて

図284 塩山城位置図 (S=l/5,000)
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図 285 塩山城縄張図 （大阪府文化財センタ ー2014より転載）

図286 塩山城遠景

（大阪府文化財センター 2014より転載）

図 287 塩山城発掘調査全嫉

（大阪府文化財セ ンター 2014より転載）
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いる。築城時期や存続期間は不明である。

大阪府文化財センタ ーが平成 21年 (2009)～平成25年 (2013) に行った発掘調査により、

南東の尾根筋状に堀切が2本検出され、止々 呂美城の 「遠構え」であると推定されている。

［主な調査歴】

平成21年 (2009)～平成 25年 (2013)大阪府文化財センタ ー （大阪府文化財センタ ー

2014) 

［主な出土遺物】

土器、陶磁器、釘、古銭、伏鉦

【関連地名】

なし

【史料】

『摂陽群談』

【参考文献】

井上 1922、小上 1931、田代・渡辺 ・石田（編） 1981、正宗 （編） 1930

〔No.102〕善福寺原城跡

所在地箕面市粟生外院6丁目 位置 東経 135.5018 北緯 34.8426

立地山 地 標高 127m 比高 16m 城域 50mx60m 時期不明

【城館の概要】

善福寺原城跡は箕面市粟生外院6丁目に所在する山城である。『粟生村誌』には東西30間、

南北30間の回字形をなし堀の跡が残っていることが記載されているが、築造時期や城主につ

いては不詳であるとされている。

［主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

土器等

固288 善福寺原城位慨図 (S=1/5,000) 
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【関連地名】

なし

【史料］

『粟生村誌』

【参考文献】

井上 1922、田代 ・渡辺 ・石田（編）1981

〔No.103〕粟生間谷城 （粟生谷城）

所在地箕面市粟生間谷西7丁目 位置 東経 135.5071 北緯34.8500

立地丘陵 標高 119m 比高 22m 城域 350mx300m 時期不明

【城館の概要】

粟生間谷城跡は箕面市粟生間谷西7丁目に所在する丘城である。池田勝正が家臣の粟生谷兵

衛尉氏晴に預けた城といわれているが、詳細については不明で、文献では見られない。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

粟生

【史料】

なし

【参考文献］

なし
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図289 粟生間谷城位置図 (S=l/5,000)
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〔No.104〕新家城（粟生堡）

所在地不明 位置 不明

立地不明 標高不明 比高不明 城域不明 時期鎌倉 ・室町

【城館の概要］

新家城跡は『粟生村誌』 には、字新家にあり東西30間、 南北30間の回字形をなし、築造時

期及び城主については不詳である旨の記載が見られる。『日本城郭体系』によると 「城ノロ」

という地名があるとされているが、『粟生村誌』には見られない。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

粟生新家、新家

【史料】

『粟生村誌』

【参考文献】

井上 1922、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、正宗（綱） 1930
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【摂津市域】

(No.105〕黒丸城 （鳥飼砦）

所在地摂津市烏飼中2丁目 1245 位置不明

立地平地 標高 不明 比高不明 城域不明 時期中世

【城館の概要】

黒丸城は摂津市烏飼中2丁目 1245に所在する平城である。史料によると永禄2年 (1559)

や元亀元年 (1570)に存在していた記載があるが、築造時期や城主については不明である。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

城ノ前、内殿、地殿

【史料】

『長享年後畿内兵乱記』、『総見記

（織田軍記）」

【参考文献］

近藤（綱）1893、早稲田大学編

輯部 1913

図 290 黒丸城近景

固291 黒丸城位置図 (S=l/5,000)
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〔No.106〕ー津屋砦

所在地不明 位置 不明

立地平地？ 標高不明 比高不明 城域不明 時期中世

【城館の概要］

ー津屋砦は所在や築造時期、城主について不明である。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遺物］

なし

【関連地名】

浜城、高ノ城

【史料】

『陰徳太平記」、「信長公記」

【参考文献】

近藤（絹） 1901、早稲田大学綱輯部1913
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【豊能町域】

(No.108〕幣ノ木城 （余野城、幣ノ木塁、余野支城）

所在地豊能町余野字シデノ木 位置 東経 135.4942 北緯 34.9238

立地尾根先端 標高 360m 比高 30m 城域 150mX 170m 時期戦国

【城館の概要】

幣ノ木城は、豊能町余野字シデノ木に所在する丘城。永禄年間に余野本城の出丸を改修して

築城したとされ、最終の城主は余野山城守。高山右近に組していたが、不和となり右近により

滅ぽされたと伝わる。

戦後間もなく、村立学校建設のため遺構は破壊されたが、旧状を記憶していた住民等への聞

き取りにより縄張り図が推定復元されている。これによると造構は堀切、横堀、土塁、虎口、

櫓台状遺構が想定される。城郭は丘陵南端部の丘陵状地形のほぼ全面を城域とする。主郭は不

整形な長方形状を呈しており、虎口形態は余野本城より一段進化した防御形態とな っている。

主郭の北・西側には土塁・横堀等が、東側には土塁が配置され、 南側は切岸を主とした防御構

造となっている。虎口は主郭東側に設けられ、西側にも土橋で構築された出入り口が設けられ

ている。築城年代は、塁線の直線化、直角化、虎口形態から、天正年代初期と推定されている。

[：し：口勿】 口＼ロミロ／
なし

【関連地名】

市場垣内、城山 （通称）

【史料】

『岸本家文書』のうち 「摂津國能勢郡の内与

野村古記改集」、『摘陽郡談』、『日本史』、 「永尾

家系図」

【参考文献】

井上 1922、高橋 1989、田代・渡辺・石田 （編）

1981、豊能町町史編纂委員会 1987、森 1919

-- 太湖涵硲 ＇ 
”ん今，ヽ疇

／ 

図292 幣ノ木城縄張復元図（高橋成計氏作成）

図293 幣ノ木城遠景
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固294 幣ノ木城 ・余野本城・余野城 （平地遺構）・大平土居 ・城之越城 位笹図 (S=l/5,000)
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図295 幣ノ木城周辺小字図

(No.109〕余野城 （平地遺橘）

所在地豊能町余野字シデノ木 位置 東経 135.4957 北緯 34.9236

立地平地 標高 340m 比高 Om 城域不明 時期鎌倉～室町

【城館の概要】

余野城 （平地遺構）は、豊能町余野字シデノ木に所在する城館。城主は不明である。当該地

は幣ノ木城西側の平地にあたる。学校グラウンド建設工事に先だって発掘調査が行われ、 13

~ 14世紀を中心とする遺構 ・選物が検出された。

遺構は大溝、掘立柱建物、塀、井戸などがある。大溝SDlは最大幅 30m、深さ 2mを測る。

この大溝は幣ノ木城丘陵の裾を廻るよ うに掘られている。掘立柱建物は複数検出され、全容が
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わかる建物は 2x2間のものである。この建物の柱穴のひとつが、 SDlの埋土に掘り込まれ

ていることから、大溝と建物とは時間差がある。また、塀跡と考えられる柱穴列や井戸が検出

されている。大溝や塀の存在や、建物規模から城館としての機能が想定されている。

［主な調査歴】

昭和60年 (1985) 発掘調査 大阪府教育委員会（大阪府教育委員会 1985)

【主な出土遺物l
瓦器碗、土師器皿、甕、釜、須恵器碗、壺、 美濃天目茶碗、中国製白磁、木製品、建築部材

【関連地名】

城山

図 296 余野城（平地遺構） トレンチ配慨図

圏 297 余野城 （平地選構） 遠景
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【史料】

なし

【参考文献】

大阪府教育委員会1985

(No.110〕余野本城 （余野古城、余野城、水牢城）

所在地豊能町余野字城山 位置東経 135.4901 北緯 34.9245

立地尾根先端 標高 410m 比高 50m 城域 140mx 160m 時期戦国

【城館の概要】

余野本城は、豊能町余野字城山に所在する山城。明応年間 (1492~ 1501)に能勢氏の一族

が余野本城を築城したとされる。最終の城主は余野山城守で、高山右近に組みしていたが、不

和となり右近により滅ぽされたと伝わる。城主は余野山城守国綱 （「東能勢村誌』）、余野山城

守高綱 （「大阪府全史』）、余野山城守頼保 （『岸本家文書』）とされる。

遺構は非常に良好に選存しており、堀切、横堀、土塁、虎口、櫓台状遣構、竪堀、井戸が確

認されている。曲輪は単郭で、隅丸方形を二つ組み合わせたような南北に長い形をとる。主郭

内は曲輪虎口をつなぐ凹状地で 「北郭」「南郭」と区分される。北郭は西・北に逆L字型に土

塁を配している。南郭中央部のやや南には、地山を掘り残した櫓台状遺構が存在する。城外か

ら主郭に至る虎口形態には非常に工夫が凝らされている。主郭全周に横堀を備え、ここから堅

堀につながる。郭西側部分のほぼ全面には、畝状空堀群が配されている。城外の虎口付近には

石組み井戸がある。これらの城郭遺構から、永禄～天正前半期、若しくは天文末年～永禄年間

の築城とする見解もある。

なお、余野地区には余野本城、幣ノ木城、城ノ越城という同規模の城郭が3城近接して存在

している。古文瞥での 「余野城」がどの城郭を指すのか明確でなく、それら相互の関係が注目

される。また、フロイス「日本史』に登場する 「余野の買人クロン殿」と当城主の関係も、当

地域を考える上で重要なものである。
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図298 余野本城縄張図（高橋成計氏作成）
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【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

土師器、白磁、信楽焼、碑 l 
【関連地名】 l 
城山、堀殿、市場垣内、城之越橋 （橋の名称） i 

【史料】 l 
『岸本家文書』のうち 「摂津國能勢郡之内与野 i

村古記改集」、『摘陽郡談』、「日本史」、「永尾家系図」！
i 

【参考文献】

井上 1922、高橋 1989、田代 ・渡辺・石田 （編） 1 

1981、豊能町町史編纂委員会 1987、中西2015、Iき
ゴ

松岡 2015、村田 2002、森 1919、八上城研究会 →： 
2000 

図299 『東摂城址図誌』より 「余野城跡」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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図300 余野本城

〔No.111〕大平土居 （余野大平城、大平居館）

所在地豊能町余野字大平 位置 東経

立地 尾根先端 標高 380m 比高 20m

写真

135.4973 北緯 34.9275 

城域 50mx 60m 時期 室町

【城館の概要］

大平土居は、豊能町余野字大平に所在する居館。築城時期は不明で、平頼言をはじめ平氏の

一族が代々この地を本拠にしていたが、永享年中 (1429~ 1441)に断絶したと伝わる。
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遺構は土塁が確認されている。全体の形状は、約 25m x 30mの不整長方形状を呈する。土

塁のみで構成され、周囲に竪堀や堀切はみられない。土塁の高さは約 lmで、土塁によ って北

曲輪、中央曲輪、 南曲輪の3区域に分けられる。うち、中央曲輪の防備が手厚い。地表面上に

は遺物の散布は確認できない。西南角付近の土塁の開口部分が虎口に相当するものと考えられ

る。

【主な調査歴】

昭和 62年 (1987) 測祉調査 豊能町教育委員会 （豊能町史編纂委員会 1987)

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

だいら山

【史料】

『岸本家文書』のうち 「摂津國能勢郡の内与野村古記改集」

【参考文献】

高橋 1989、豊能町町史絹纂委員会 1987

5 19m 

囮 301 大平土居 縄張図 （豊能町町史編纂委員会 1987より転載）

遠景 土塁

図 302 大平土居写真
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〔No.112〕城之越城 （城ノ越城、余野城ノ越城、越城）

所在地豊能町余野字梶ヶ谷 位置東経 135.4933 北緯 34.9216

立地尾根先端 標高 360m 比高 15m 城域 130mx 90m 時期南北朝

【城館の概要］

城之越城（城ノ越城）は、豊能町余野字梶ヶ谷に所在する山城である。延文～応永年間に多

田源氏の一族泉ノ太郎が丸山に堡を構えたとする伝承がある。

遺構は櫓台、切岸が確認されている。城郭としての規模は比較的大きく 、主郭を中心として

両翼を広げたような求心的な曲輪配慨をもつ。多数の曲輪が構築されているが、明確な虎口や

竪堀が見出せず、切岸を主体とした防御構造を採用しているようである。城郭北端部には櫓台

状の遣構が存在する。堀切は存在しないが、櫓台状遺構の北面に沿う道路が、尾根を断ち切る

ものとなっていることから、この部分が本来は堀切であった可能性がある。当城郭近隣には同

規模の城郭が3つ存在する。それらのうちでも、当城郭は遺構の様相および伝承から最も古相

のものと考えられている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

瓦器、土師器

【関連地名】

城之越橋（橋の名称）、丸山 （通称）

【史料】

『岸本家文書』のうち 「摂津國能勢郡

の内与野村古記改集」

【参考文献】

高橋 1989、田代 ・渡辺 ・石田（絹）

1981、高山地区文化財調査団 2001、中

／
人
二

西2015 図303 城之越城縄張図 （高橋成計氏作成）

遠景 主郭切岸

眉 Jn“
」̀-_

り―夕
幣曲輪 附属曲輪 ・櫓台状遺構

図304 城之越城写真
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(No.113〕余野山上塁

所在地豊能町余野字別所 位置東経 135.4822 北緯 34.9252

立地 山頂部 標高 550m 比高 200m 城域 20mX 15m 時期戦国？

【城館の概要】

余野山上塁は、豊能町余野字別所に所在する山城。余野本城と水牢古城の双方を見通す光明

山尾根突端のピーク上に位置する。能勢氏の支流の拠るところとされ、のろし場として利用さ

れたと伝わる。 築城時期や城主等は不明。

遺構も明確ではなく、平坦地も自然地形か人為的なものか判別が困難である。この平地東北

端の法面部に地形を造成した痕跡がかろうじて認められる。この削平地から一段下がったとこ

ろにも狭小な附属曲輪的な設備が存在する。これら以外には城郭に関する遺構は認められない。

「のろし場」 との伝承があるが、簡素な設備で ~ i 

自然地形に余り手を加えず活用したものであっ

た可能性が考えられる。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

字城山、字水牢古城山

【史料】

なし

【参考文献］ 口
森 1919 図305 余野山上塁

遠衆

図306 余野山上塁写真

(No.114〕野間口鳥坂城 （鳥阪城）

平坦地

所在地豊能町野間口字烏阪山 位置 東経 135.4831 北緯 34.9349

9,99 1 -

縄張図

立地 山頂部 標高 500m 比高 110m 城域 10mx 20m 時期戦国

【城館の概要】

野間□鳥坂城は、豊能町野間口字鳥阪山に所在する山城。山口左近の築城と伝わる。

遺構は不明瞭で、伝承はあるものの現状は自然地形のままで、造成痕跡は見出すことができ

ない。当該地は摂津国と丹波国の境界上に位霞し、当城郭の南方に位慨する水牢古城とは峠道

を挟んで並立している。この場所からは丹波方面がよく見通せ、監視の場としては適地とな っ
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ている。城郭であるならば、自然地形をそのまま利用したものと考えられる。 また、山裾に字

城山の地名があるこ とから、こちらが本来の城郭であり、当該地は単なる見張り所的な場であっ

た可能性もある。ただし、字城山の地でも城郭遣構は確認されておらず、実態は不明である。

［主な調査歴】

なし

【主な出土遺物l
なし

【関連地名】

土城下、城山、城山橋 （橋の名称）

【史料】

なし

【参考文献】

高橋 1989、豊能町町史編纂委員会 1987、森 1919

鬱＼＼II松 1, l l  l.J、|

図 307 野間口烏坂城・水牢古城 位置図
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遠衆

圏 308 野間口烏坂城写真

(No.115〕水牢古城 （野間口水牢古城、水牢城）

平坦地

所在地豊能町野間字水牢古城山 位 置東経 135.4796 北緯 34.9292

立地山頂部 標高 520m 比高 120m 城域 50mx 30m 時期戦国？

【城館の概要】

水牢古城は、豊能町野間字水牢古城山に所在する山城である。築城時期および城主は不明。

遺構は土塁が確認されている。単郭で、40mx20m程度の両長辺のややくびれた長方形状

の平場となっている。曲輪の南側には土塁が配され、北側・西側にも不明瞭ながら土塁状の高

まりが認められる。曲輪東側のやや下がった地点に土坑状の落ち込みがみられ、掘り抜 き井戸

等の貯水施設が存在した可能性がある。

【主な調査歴】

昭和 62年 (1987) 測塁調査 豊能町教育委員会（豊能町史編纂委員会 1987)

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

水牢古城山

【史料】

『岸本家文書』のうち 「摂津國能勢郡の内与野村古記改集」

【参考文献】

高橋1989、豊能町町史糎纂委員会 1987

囮 309 水牢古城 縄張図（豊能町町史編纂委員会 1987より転載）
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遠景 主郭

土品 附属曲輪

図 310 水牢古城写真

〔No.116〕吉川城 （吉河城）

所在地豊能町吉川字高代位置東経 135.4439 北緯 34.9201

立地山頂部 標高 360m 比高 160m 城域 80mx 50m 時期室町～戦国

＆̀’̀ヽ` 0

図311 吉川城位阻図
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【城館の概要】

吉川城は、豊能町吉川字高代に所在する山城で、高代寺山から東に伸びた尾根の突端上に位

匝する。15世紀末、吉川長仲築城とされ、城主は吉川長仲、吉川豊前守定満で、天正年間 (1573

~92)に塩川勢により落城したと伝わる。なお、 『高代寺日記」には、天正元年 (1573)「吉

河城没落」の記事があるが、この 「吉河城」は吉川井戸城に比定されるものと判断される。

遺構は、曲輪、帯曲輪、切岸が確認されている。単郭で、郭内の削平の状況も良好ではなく、

恒常的に活用された可能性は低い。主郭にはほぼ全周に帯曲輪を巡らし、西側には一段の付属

曲輪を設ける。竪堀は存在せず、明瞭な虎口は確認できないが、帯曲輪の欠けた部分に虎口が

のであろう。また、その立地については、能

勢氏の本拠地である丸山城と、隣接する吉川

あった可能性がある。当城郭は、境目の城として、隣接する吉川井戸城の支城機能を担ったも

＼ロ
井戸城とを見通す中継所としての機能を配慮

したものと考えられている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土造物】

なし

【関連地名】

高代寺、馬場

【史料】

『高代寺日記下』

【参考文献］

高橋 1989、豊能町教育委員会 2003、豊能

町史編纂委員会 1987、中西2012、中西2015、

山田 1990

遠景

＼
 

占／1|城要図
A•99 "t•:1, /'’ 

I q38. I ! S,「

圏 312 吉川城 縄張図 （高橋成計氏作成）

帝曲輪 ・切岸

圏 313 吉川城写真

(No.117〕吉川井戸城 （井戸城）

所在地豊能町吉川字川西 位置 東経 135.4457 北緯 34.9112

立地尾根先端 標高 210m 比高 20m 城域 150mx 80m 時期平安？～戦国

【城館の概要】

吉川井戸城は、豊能町吉川字川西に所在する山城。伝承では、平安時代に源満仲の臣、藤原

仲光が城郭を築いたと伝えられる。地元ではこの地を 「城山」と呼んでいる。『高代寺日記』、

『高代寺恐記』に記述される 「吉川城 （吉河城）」とは、当城郭に比定されるものと考えられる。
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図314 吉川井戸城位匝図 (S=1/5,000) 

城主は藤原仲光、吉川長仲、吉川豊前守定満と伝わる。

1:5,000 200m i 

遺構は、郭、切岸、帯曲輪、竪堀、堀切、礎石、焼土層、石垣、石積が確認されている。

2002年の調査では、石垣を備えた礎石建ちの瓦舟き建物が検出された。出土した瓦から、こ

の建物の時期は天正時代後半期のものと考えられる。礎石建ち建築、瓦葺き、石垣の使用等か

ら、この城郭の様相は近世城郭としての色合いが強いものと考えられる。虎口は検出されなかっ

たが、石材が散乱する状況から虎口が破却された可能性がある。主郭部からは炭層が検出され、

この炭層から 30cm程度の盛土によ って主郭部が造成されている。これは、この地に存在して

いた中世城郭遺構の上に璽ねてこの城郭が建設されたものであると解釈されている。竪堀や堀

切等は、本来は中世城郭に伴ったものであろう。なお、ここで検出された炭層面は、「高台寺日記』

における天正元年の吉川城落城の記事に相当する可能性がある。

【主な調査歴］

平成 14年(2002) 豊能町教育委員会（豊

能町教育委員会 2003)

【主な出土遺物］

瓦、備前焼、土師器

【関連地名】

城山、字城ノ本、城下橋（橋の名称）

【史料】

高代寺日記 下、日本輿地通志畿内部描

A区

堀切I

堀切2

津國 ， \-— 

【参考文献】

高橋 1989、豊能町教育委員会 2003、豊
＼ 

能町史絹纂委員会 1987、中西2012、山田:-

C区

1990 固315 吉川井戸城 縄張図

（豊能町教育委員会 2003より転載）
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圏 316 吉川井戸城小字図
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L一'-一図317 吉川井戸城 出土選物 (S=l/4)（豊能町教育委員会2003より転載）
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(No.118〕高山城

所在地豊能町高山字城山

立地山頂部 標高 480m

位置 東経 135.4828 北緯 34.8910

比高 30m 城域 30mX 60m 時期戦国

【城館の概要】

高山城は、豊能町高山字城山に所在する山城である。地元では 「ジョウヤマ」と呼ばれ、城

として認識されてきた。高山向山城とは、現在の高山地区集落を挟んで相対する位置関係にあ

る。16世紀の築城とされ、城主は高山氏と伝わる。

遺構は堀切、土塁と附属曲輪が確認されている。郭は単郭で、形状は不整形である。北側部

東側斜面には附属曲輪が設けられている。主

分は境界が不明瞭で、曲輪か自然地形かの区分が明瞭ではない。簡素な構造であるが、主郭の

、 ＼郭南側には堀切と土塁が設けられているが、

堀切の主要部は林道建設のため埋められてお

り、土塁は後世の改変が著しく、現状ではそ

の痕跡が認められる程度である。堀切は東側

斜面では竪堀らしき痕跡あり、それと連結し

ているようにも見えるが、西側斜面には伸

びている痕跡がない。主郭の北よりには 14.5

mx 8mの一段嵩くなった不整形楕円部分が

ある。築城の際に削平せずに残したものか、

櫓の土台であったのか不明である。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

城山、弓場、殿所、木戸口、待所、的場

【史料】

なし

【参考文献l
田代・渡辺・石田 （編） 1981、高橋 1989、

高山地区文化財調査団 2001、中西2015
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図320 高山城縄張図 （高橋成計氏作成）

遠登 土品 ・堀切

図321 高山城写真
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図 322 高山城・ 高山向山城小字図

〔No.119〕高山向山城 （向山城）

所在地豊能町高山字イゴタニ 位置東経 135.4874 北緯 34.8859

立地山頂部 標高 500m 比高 50m 城域 60mx 50m 時期戦国

【城館の概要］

高山向山城は、豊能町高山字イゴタ ニに所在する山城である。城主は高山飛騨守と伝わる。

遺構は堀切、横堀、帯曲輪、土橋、土塁、竪堀が確認されている。郭はやや不整形の隅丸長

方形状を呈する。郭面には、比高差はほとんど認められないが、三段の壇状の選構が見出せる。

郭北側は幅約 5mの堀切で遮断されており、この堀切は西延長においては竪堀と連結され、東

延長では郭下段の帯曲輪状造梢に接続されている。帯曲輪状造構は、 一部分を除きほぼ郭を囲

続しており 、南端には土橋が設けられている。土橋は、尾根を掘り残して構築された土塁と連

結されており、この土塁により帯曲輪状遺構はこ の部分で横堀状の遺構の様を呈している。郭

南側の尾根を下った部分に自然の岩壁を切岸に活用した附属曲輪が設けられている。

【主な調査歴］

平成 13(2001)年測星調査高山地区文化財調査団 （高山地区文化財調査団 2001)

-201 -



【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

弓場、殿所、木戸口、待所、的場

【史料】

なし

【参考文献】

高橋 1989、高山地区文化財調査団2001、

中西 2015
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図323 高山向山城縄張図（高橋成計氏作成）
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図324 高山向山城写真
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【能勢町域】

〔No.120〕山辺城 （鷹爪城、小富士の城）

所在地能勢町山辺 位置 東経 135.404541 北緯 34.980828

立地 山頂部 標高 320m 比高 433.3m 城域 300X 2()() 時期平安～戦国

【城館の概要］

山辺城は、能勢町山辺に所在する山城。寛弘年間頃には築城が始ま ったとされ、大町氏の居

城となった。天文年間には、大町右衛門尉宗長の居城であったと伝わる。天正7年 (1579)8月、

織田信澄・塩川伯誓守国満に攻められ、落城したとされる。

遣構は、帯曲輪・土塁・堀切．竪堀・横堀・虎口•石垣が確認されている。 能勢郡において

最も大規模な城郭であり 、遺構も良好に残されている。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遺物】

白磁 ・染付 ・土師器小皿・ 碁石 ・鉄製品 （雁又鏃・釘） （いずれも表採汽料）

【関連地名】

城山

【史料】

『摂陽群談』、『中川氏御年譜』、『慶長十年摂津国絵図』、『東摂城址図誌』

【参考文献】

田代 ・渡辺 ・石田 （編）1981、中谷 1967、能勢町史編纂委員会 （絹）2001、中井 （監）

2015、中西2015

〔No.121〕森上城 （根根城、 南面之城、桝形城）

所在地能勢町森上 位置 東経 135.395057 北緯 34.971654

立地山頂部 標高 328.2m 比高 100m 城域 95mx 46m 時期平安～戦国

【城餓の概要］

森上城は、能勢町森上に所在する山城。天暦7年 (953)に、多田出羽守満政の名とともに

あらわれるが、明らかではない。『摂津志』では森上氏が、『大阪府全志」では能勢小重郎が本

城に拠ったとされるが、隣接する今西城との重複や混同などが指摘されている。

遺構は、土塁・堀切・畝状空堀群 ・横堀 ・虎口が確認されている。東西に長い長方形の曲輪

をもち、ほとんどを土塁で囲う。さらに、 中央部には一段嵩い区画を設け、 南辺を除いて土塁

を巡らせている。曲輪の東側は山辺川に向けて尾根が下降してゆくが、ここには多重の堀切と

竪堀群を設けて防御性を高めている。南側は土塁の切れ目に小曲輪をともなった虎口を設け、

そのまま下降すると森上館に至る。同じ尾根上には今西城があり、東には丹州街道 ・山辺川を

挟んで吉村城が築かれるなど、付近には小規模な城郭が密集している。また、北東方向に山辺

城を、南東方向に片山城を望む位囮にあたる。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

城山

【史料】

『摂陽群談』、『摂津志』
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図 326 山辺城 縄張図および表採壺料 （田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981より転載）
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【参考文献】

岡寺 1999、田代 ・渡辺・石田 （編） 1981、中西 1997、中西2015、中井 （監）2015

〔No.122〕今西城 （杵の城、森本城、今西砦）

所在地能勢町今西 位置 東経

立地 山頂部 標高 320m 比高 100m

135.39363 北緯 34.971637 

城域 24.3m x 25m 時期 平安？ ～戦国

【城館の概要］

今西城は、能勢町今西に所在する山城。天文年間に森本清左衛門尉景久が築城したものと伝

わり、天文 16年 (1547)に塩川伯香守と能勢小十郎等が戦った根根宮合戦の際に、最久が塩

屋勢と戦った砦とされる。また、長保2年 (1000)、多田満政の三男山田兵部大輔満重の築城
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固 328 森上城・今西城 ・森上館位囮図 (S=1/5,000) 

とする伝承もある。

造構は、土段 ・堀切 ・土塁が確認されている。

同じ尾根上には森上城があり、今西城の土塁は

森上城とは反対の位置にのみ構築され、西側の

守りを固めている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

城山

【史料】

『摂陽群談』、『摂津志』

【参考文献］

田代 ・ 渡辺 • 石田 （編） 1981、中井（監 ）

2015、中西2015
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圏 329 森上城 ・今西城 ・森上館縄張図

(No.123〕森上館 （田代・渡辺 ・石田 （編） 1981より転載）

所在地能勢町 森上 位置 東経 135.395401 北緯 34.969788

立地 山裾部 標高 320m 比高 100m 城域 24.3mx 25m 時期戦国

【城館の概要】

森上館は、能勢町森上に所在する居館。森上城 ・今西城の存する尾根の南裾にあたり、これ

らの城郭と対になる居館であると考えられる。
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遺構は、土塁・堀切が確認されている。土塁は東西60mを測り、約半町の方形の敷地を復

元しうるが、南側は中学校造成等により改変が著しく、明らかでない。また、当地の西側には

式内社 ・岐尼神社が所在することから、神宮寺の僧房等の寺院遣構であった可能性についても

指摘されている （中西2015)。

【主な調査歴］

なし

［主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

なし

【参考文献】

田代 ・ 渡辺 • 石田 （編） 1981、中西 2015

〔No.124〕吉村城

所在地能勢町来栖

立地尾根先端 標高 320m

【城館の概要】

位置 東経 135.401312 北緯 34.971083

比高 100m 城域 24.3mx 25m 時期戦国

吉村城は、能勢町来栖に所在する山城。天文年間 (1532~ 55)に、吉村備後守盛光の居城

とされたと伝わる。山辺川を挟んで森上城に相対する位置にあたる。

遺構は堀切・土塁が確認されている。曲輪は傾斜や段を有しており、平坦地の造成が十分に

なされていない。

［主な調査歴】

なし

【主な出土遺物］

なし

【関連地名】

なし

【史料】

『摂陽群談』

【参考文献】

田代・渡辺・石田 （編）1981、中井 （監）2017、中西2015

〔No.126〕片山城 （塩山城）

所在地能勢町片山

立地山頂部 標高 314m

【城館の概要】

位置 東経 135.402374 北緯 34.959763

比高 100m 城域 100mx 30m 時期戦国

片山城は、能勢町片山に所在する山城。『摂陽群談」では、塩山肥前守景信が在城し、応仁

の乱頃の築城とされる。いっぽう 、『摂津志』では片山備後守が居城としたものと伝わる。

遺構は、帯曲輪 ・土塁 ・堀切・虎口が確認されている。山頂に低い土塁を巡らせた主郭を配

し、東側の土塁の開口部にくい違い虎口が認められる。北半には帯曲輪が附属し、さらに北側

に平坦地が2段程度認められる。南側は土塁と堀切を挟んで平坦地があり、さらに堀切によ っ

て空間を分けている。
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【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

『摂陽群談』、『摂津志』

【参考文献】

田代・渡辺・石田 （編） 1981、中井 （監）

2016、中西2015

図332 片山城縄張図

〔No.127〕山田城（亀ノ屋城） （田代 ・渡辺 ・石田（編）1981より転載）

所在地能勢町垂水 ・山田 位置 東経 135.379500 北緯 34.974199

立地山頂部 標高 370m 比高 120m 城域 155mx 30m 時期平安～戦国

【城舘の概要］

山田城は、能勢町山田 ・垂水に所在する 山城。『多田社記」では、治安2年 (1022)から山

田城の城主が多田出羽守満政の五男・山田刑部大輔源忠国とな り、 兄 ・忠重も在城するという

記載があり、築城はこれ以前に遡るものとみられる。天正年間、山田清左衛門景明の際に落城

したと伝わるが、「大阪府全志』では三田三之丞景明の居城で、文明 9年 (1477)に没落 した

としている。

遺構は、土塁 ・堀切．竪堀 ・畝状空堀群・虎口が確認されている。土塁に囲まれた二つの曲

輪が連接するような構造をもち、その両端および中間は堀切によって区別される。東側の曲輪

では北東部に、西側の曲輪では南東部に、それぞれくい違い虎口を設けている。東側曲輪は西

に向けて徐々に高くなる数段の段があり、平坦面の造成が顕著でない。南西隅には井戸を設け

ている。西側曲輪も高低差をもち、西南辺の谷部に小規模な畝状空堀群を構築している。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遣物】

なし

【関連地名】

城山

【史料】

『多田社記』、『摂陽群談」、『摂津志』

【参考文献】

井上 1922、田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、中井（監） 2017、中西2015

〔No.128〕平通城（岡崎城）

所在地能勢町平通 位置 東経 135.410936 北緯 34.948876

立地尾根先端 標高 307m 比高 100m 城域 85mx 20m 時期戦国

【城館の概要］

平通城は、能勢町平通に所在する山城。『大阪府全志』では、岡崎左衛門尉宗盛が在城し、
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図 334 山田城 縄張図（田代・ 渡辺 ・石田 （編） 1981より転載）

固335 平通城位置図 (S=l/5,000)
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天正7年 (1579)に織田信澄の進攻にあい廃城となったものとしている。

遺構は堀切が確認されているほか、石垣とも評価しうる石列がある。大路次川と山田川の合

流点を望む尾根の先端を利用したもので、東側に堀切を設けて平坦地が続き、さらに堀切を設

けて主郭に至る。いずれの曲輪内も平坦地の造成は明瞭ではなく、高低差が残される。

【主な調査歴］

なし

［主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

なし

【参考文献】

井上 1922、田代・渡辺・石田 （編） 1981、中井（監） 2018、中西2015

〔No.129〕上杉城 （槻並城）

所在地能勢町上杉

立地尾根先端 標高 200m 

【城館の概要］

位置

比高

東経

40m 

北緯

50m x 50m 

135.392225 

城域

34.955102 

時期戦国

上杉城は、能勢町上杉に所在する山城。「摂陽群談」では城主を小塩氏とするが、『大阪府全

志』では向井氏の居城としている。

遺構は、土塁・堀切・竪堀・横堀・虎口が確認されている。 山頂部に40mx 23mの主郭を設け、

北側は堀切を設けて尾根を遮断している。この堀切は、曲輪の東側を画する横堀と接続し、西

側では竪堀となる。南側には一段下がってやや広い曲輪が設けられ、さらに尾根筋に沿って小

規模な曲輪が連なり、東側に竪堀を配する。

【主な調査歴］

なし
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図 336 上杉城位置図 (S=l/5,000)
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【主な出土遺物】

なし（南面で鉄刀が露出していたとされる）

【関連地名］

なし

【史料】

『摂陽群談』、『東摂城址図誌」

【参考文献］

井上 1922、田代 ・渡辺 ・石 田 （編） 1981、

中井（監） 2015、中西 2015

図 337 上杉城縄張圏

(No.130〕長谷屋敷 （殿屋敷、長谷居館） （田代・渡辺 ・石田 （編） 1981より転載）

所在地能勢町長谷字土井所 位置 東経 135.378020 北緯 34.963108

立地 山裾部 標高 284m 比高 20m 城域 90mx 80m 時期戦国

【城館の概要】

長谷屋敷は、能勢町長谷字土井所に所在する居館。能勢小十郎の家氏 ・長谷最綱の居所とさ

れる。「大阪府全志』ではこの場所を 「殿屋敷」と呼ぶとの記述がある。

遺構は平坦地 ・土塁 ・堀切で、石垣も確認されている。三草山の北麓にあたり、南側に力線

的な堀切と土塁を設けて山地斜面から分離し、北側に平坦地を数段設けている。規模は約半町

(50m)四方で、居舘としては小規模な部類にあたる。機能としては、在地の土豪や侍層の居

宅のほか、荘園政所の可能性も指摘されている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

殿屋敷、土居所、 土居田、殿様道（西側道路）

固 338 長谷館位置図 (S=l/5,000)
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【史料】

『摂陽群談』、『東摂城址図誌』

【参考文献】

井上 1922、田代・渡辺 ・石田 （編） 1981、中西 1997・ 2015 

〔No.131〕宿野城 （七星城、撰見之館）

所在地能勢町宿野 位置 東経 135.435601 北緯 34.984304

立地尾根先端 標高 244.6m 比高 34m 城域 18mx 42m 時期平安～戦国

［城館の概要］

宿野城は、能勢町宿野に所在する丘城。『摂陽群談』では井内孫之進娯忠の居城とされる。いっ

ぽう『大阪府全志』では、本城は永延元年 (987)に多田満仲の弟・満快の息子である満国が

当地に撰見之館を築いて居城とし、建久元年 (1190)には田口判官頼基が修築して代々の居城

としていたが、天正 7年 (1579)に織田信澄の進攻により 落城したと伝える。

遺構は、土塁 ・堀切が確認されている。南に突き出した尾根の先端に構築された、 単廓の単

純な構造の城郭である。北西に宝林寺が接するが、曲輪の北側を土塁と堀切によって遮断 して

いる。

／ 
e 
＼ 
← / 

がマ裕"¥^如が必ヽ'‘` “̂'改9¥ 7 '・J,vvv  
200m 

図 339 宿野城位置図 (S=l/5,000)

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物］

なし

【関連地名】

なし

【史料】

『摂陽群談』、

【参考文献】

『東摂城址図誌』

西2015

図340 宿野城縄張図

（田代 ・渡辺・石田 （絹） 1981より転載）
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圏341 丸山城位置図 (S=1/5,000) 

(No.132〕丸山城（地黄古城、 天王丸）

所在地能勢町地黄 位置 東経 135.458958 北緯 34.95971

立地尾根先端 標高 278m 比高 40m 城域 30mx 155m 時期平安～戦国

【城館の概要】

丸山城は、能勢町地黄に所在する丘城。「摂陽群談』では、城主を能勢小十郎と伝える。長

元年間 (1028~ 1037)に、源頼光の子 ・頼国がこの地に入府し、能勢氏を称して本城を築い

たとされる。以後、能勢氏の本拠地として機能した。なお、能勢街道を挟んで南東側に位置す

る地黄陣屋（地黄城）は、近世能勢氏中興の祖

といわれる能勢頼次が慶長7年 (1602)から築

城を始めた近世城舘であるが、この築城時には

丸山城から石材 ・木材を移したとされる。

遺構は、帯曲輪 ・土塁 ・堀切．竪堀 ・横堀 ・

虎口が良好に遺存する。南北に曲輪が並び、細

長い形態をとる。尾根の頂上に主郭を設けて、

全周に帯曲輪を巡らせる。尾根が続く北側には

堀切が設けられ、さらに竪堀や小規模な曲輪に

よって防御性を高めている。また、曲輪の西側

には竪土塁が、東側には竪堀 ・横堀がみられ、

三方の防御が意識された構造となっている。一

方で南側には比較的広い平坦地を設けており、

南麓斜面下の平坦地では弘安年間 (1278~ 
1288)の石造九重塔や、 南北朝期の宝筐印塔が

図342 丸山城縄張圏

（田代 ・渡辺・石田 （編）1981より転載）
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L［ーーニニ」□□/-
「東摂城址図誌』より 「上杉城跡」「長谷城跡」「宿野城跡」「地黄古城跡」「片山城址」

（大阪府立中之島図書館所蔵）
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存するとされ、この付近に居館が存在した可能性も指摘されている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

『摂陽群談』、『東摂城址図誌」

【参考文献】

田代 ・ 渡辺 •石田 （編） 1981、中西 2015、能勢町史編纂委員会（編） 1975、森本 1978

(No.133〕野間城

所在地能勢町野間中 位置 東経 135.455064 北緯 34.939822

立地尾根先端 標高 352.Sm 比高 100m 城域 100mx 50m 時期平安～織豊期

【城館の概要】

野間城は、能勢町野間中に所在する山城。麓に野間氏居館が所在し、 城郭と居館がセ ットに

なった事例の一つである。さらに低地部には野間屋敷がある。多田源氏の祖 ・源満仲の後裔高

頼が仁安3年 (1168)に築城したものと伝わり 、天正年間 (1573~ 92)には高頼十七代末裔

の野間豊後守汽持が在城したが、天正8年 (1580)に川辺郡国人 ・塩川長満の攻撃により落城

したとされる。

遺構は、土塁・堀切・畝状空堀群 ・虎口が確認されている。尾根の頂上から北麓に向けて多

段の曲輪を配し、比較的広い平坦面が形成されている。南側の尾根へは多重の堀切や畝状空堀

群が配され、主郭の櫓台とともに防御性を高めている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

『摂陽群談』、『東摂城址図誌」

【参考文献】

田代・渡辺•石田 （絹） 1981、中井（監） 2014、中西 2015

(No.134〕野間氏居館 （野間館）

所在地能勢町野間中 位置 東経 135.459108 北緯 34.942984

立地山裾部 標高 270m 比高 100m 城域 62mx 50m 時期平安～織豊期

【城館の概要】

野間氏居館は、能勢町野間中に所在する居館。野間城の存する尾根の北裾にあたり、これと

対になる居館であると考えられる。

遺構は、土塁・堀切 ・虎口が確認されているほか、窪地と石組から庭園の存在も想定される。

南側の尾根筋とは直線的な土塁・ 堀切で区切られ、ほぼ半町 (50m)四方の方形区画となる。

居館内での調査ではないものの、北西に隣接する立縄手遺跡の発掘調査において、 14~ 16世
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土師器皿、瓦器、瓦室土器、滑石製羽釜、 青磁 ・白磁

【関連地名】

なし
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図 345 野間城 ・野間氏居館 ・野間屋敷縄張図、野間氏居館 表採遺物

（田代 ・渡辺 ・石田 （絹） 1981より転載）

【史料】

『摂陽群談』、『東摂城址図誌」

【参考文献】

大阪府教育委員会 1989、田代 ・渡辺・石田 （編） 1981、中井 （監）2014、中西2015

(No.135〕野間屋敷

所在地 能勢町野間中 位置 東経 135.459108 北緯 34.942984

立地扇状地 標高 243m 比高 Om 城域 50mx 60m 時期戦国？
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図346 野間氏居館の石組遺構全最（北西から） （大阪府教育委員会 1989より転載）

【城館の概要］

野間屋敷は、能勢町野間中に所在する居館。野間城・野間氏居館の所在する尾根の北麓から、

野間川を挟んだ平地部に立地する。野間城、野間氏居館と同時期の、平地部の屋敷である可能

性があるが、近世以降に野間氏あるいはその被官の屋敷として整備されたものである可能性も

想定される。

遺構は、土塁 ・ 石垣•井戸跡や飛び石状の匝き石などがあったとされるが、現況では確認で

きない。周辺の平坦地の一角には 「野間家発祥地」とする記念碑が1941年に建立されている。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

なし

【参考文献】

田代 ・渡辺 ・石田 （編）1981、中井 （監） 2014、中西2015

〔No.136〕野間中城（小倉山城）

所在地能勢町野間中 位置 東経 135.459731 北緯 34.946225

立地山裾部 標高 300m 比高 50m 城域 75mx 40m 時期戦国

【城館の概要］

野間中城は、能勢町野間中に所在する山城。野間城・野間氏居館の所在する尾根から野間）II

を挟んで対岸の位置にあたる。野間氏の系図に 「新城を南山に築くも中止す」とあり、この新

城が野間中城にあたると考えられている。
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選構は、土塁 ・堀切が確認されている。頂上部の主郭には、西側を除く三方に土塁を設け、

その西側には腰曲輪とみられる平坦地が取り付く 。北側にも曲輪が配され、北から東にかけて

土塁がめぐる。いっぽう 南東側の尾根筋は明瞭な区切り施設がみられない。こうした点から、

築城途中に放棄された城郭と して評価されている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

南山

【史料】

（野間氏系図）

【参考文献］

中西2015

(No.137〕吉野城 （蔵王砦）

所在地能勢町森上

立地尾根先端 標高 340m 

位置

比高

東経

60m 

135.395401 

城域

北緯

55m x 40m 

34.969788 

時期戦国

【城館の概要】

吉野城は、能勢町吉野に所在する山城。摂津国と丹波国の国境にあたる。丹波八上の波多野

秀治福下の横川備後守正広が在城したとされる。尾根筋を下った山麗部には吉野居館が所在し、

城郭と居舘がセ ッ トになる事例である。

遺構は堀切、土塁が確認されている。背後にあたる東側の尾根筋とは堀切と土塁によ って遮

断され、地形に沿って曲輪が多段に配される。

【主な調査歴】

なし

麟二

：ー下

[

;
：をー_

f
 

26 

（編
場
賣

Iii中
）

｀ 
図 347 位置図 (S=1/5,000) 
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【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

［史料】

『大阪府全志」

【参考文献】

田代 ・渡辺 ・石田 （編） 1981、中井 （監） 2018、中西2015

〔No.138〕吉野居館

所在地能勢町吉野 位置 東経 135.479043 北緯 34.989983

立地山裾部 標高 300m 比高 20m 城域 80mx 40m 時期戦国

【城舘の概要］

吉野居館は、能勢町吉野に所在する居館。吉野城に対応する居館と考えられる。

遺構は、土塁 ・堀切が確認されている。吉野城に続く東側の尾根筋には、大規模な堀切と土

塁が設けられ、平坦地はおおむね半町四方を意識した方形を呈するとみられる。土塁上には平

坦地が認められ、櫓台であった可能性もある。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

［関連地名】

なし

【史料】

『大阪府全志」

【参考文献】

田代・渡辺・石田 （編） 1981、中井 （監）2018、中西2015

〔No.139〕田尻城

所在地 能勢町下田尻 位置 東経 135.428896 北緯 34.96029

立地尾根先端 標高 283m 比高 60m 城域 85mx 50m 時期戦国

【城館の概要］

田尻城は、能勢町下田尻に所在する山城。田尻荘は鎌倉期以降、国人 ・能勢氏の根本所領と

して相伝されていることから、田尻城の築城に際しても能勢氏が関与したものと考えられてい

る。

遺構は、土塁・堀切が確認されている。南側の竜王山山頂へ続く尾根筋には堀切が設けられ、

自然地形の谷と相まって城郭の独立性が高い。頂部の主郭は広めの平坦地を呈し、西側を除く

三面に帯曲輪が多段にめぐる。 ただし、平坦地の造成は不十分で、旧来の傾斜を残している。

東側は地形の傾斜が比較的緩やかであるが、ここにも堀切が設けられて防御性を高めている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし
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【関連地名］

なし

【史料］

なし

【参考文献］

井上 1922、中井 （監）2016、中西 1997・ 2015 

ーラ一

固348 田尻城位置図 (S=l/5,000)
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〔No.140〕田尻御所 （田尻東山城）

所在地 能勢町野間出野 ・下田尻 位置 東経 135.433724 北緯 34.952376

立地山裾部 標高 366m 比高 170m 城域 100mX 30m 時期平安～戦国？

【城館の概要］

田尻御所は、能勢町野間出野 ・下田尻に所在する居館。永承年間 (1046~ 53)に仁和寺に

より建営されたものと伝わり、他の城郭とは様相を異にする。

遺構は、堀切が確認されている。山頂部を中心に南北に長い地形を利用して構築されており、

南北端に堀切を設けて城域を区切っている。ただし、内部の平坦面は造成が不十分で、自然地

形の傾斜を残す。また、比高も 170mと高く、周辺の城郭等とは異なった特徴を有している。

【主な調査歴］

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

なし

【参考文献】

井上 1922、田代・渡辺 ・石田 （編）1981、中井 （監）2017、中西 1997・ 2015 

〔No.141〕杉原城

所在地能勢町杉原 位置 東経 135.484375 北緯 34.968313

立地尾根先端 標高 370m 比高 40m 城域 170mx 35m 時期戦国

【城館の概要］

杉原城は、能勢町杉原に所在する山城。丹波国の国境と接する位置にあたる。なお、当地は

もと丹波国桑田郡 （西別院犬甘野村、現在の京都府亀岡市）に属していたが、慶長7年 (1602)

に能勢頼次による領地交換の願い出により摂津国に編入されたとされる。杉原城に関する伝承

等は明らかでないものの、西別院一体に勢力を有していた長沢氏が関与した可能性が指摘され

ている。

遺構は、土塁 ・堀切が確認されている。南北に細長い尾根先端部に構築されており 、南西に

続く尾根筋にはそれぞれ堀切を設けて城域を区切っている。堀切の曲輪側には小規模な土塁が

認められ、背面への防御性を高めている。前面には比較的広い平坦面をもつ主郭に帯曲輪を備

Im 

‘‘̀‘,．a-IJ,rユ

杉原城位置図 (S=l/5,000)
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え、前面には多段の曲輪が地形に沿って配される。集落から城郭への距離が近く、集落住民と

の密接な関係があった城として理解されている。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名］

なし

【史料】

なし

【参考文献］

井上 1922、田代 ・渡辺 ・石田（編） 1981、中井（監） 2017、中西 1997・ 2015 

(No.142〕為楽山城 （大空寺城）

所在地能勢町野間中 位置 東経 135.467348 北緯 34.928890

立地 山頂部 標高 660m 比高 260m 城域 20mx 60m 時期戦国

【城館の概要】

為楽山城は、能勢町野間中に所在する山城。現在の能勢妙見山の寺域に位盟する。天正9年

(1581)に、能勢頼次が為楽山大空寺を出城としたとされ、山綺合戦後に秀吉軍の進攻により

天正 10年 (1582)に廃城したと伝わる。

造構は、曲輪とみられる平坦地や土塁状の高まりが確認されているが、後世の改変も大きく

城郭としての全体像は不詳である。

【主な調査歴】

なし

【主な出土遺物】

なし

【関連地名】

なし

【史料】

なし

【参考文献l
井上 1922、田代 ・渡辺 ・石田（絹） 1981

、-マ9 9 9 9 9ニ

図350 為楽山城位盟固 (S=1/5,000) 
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第 4章 摂津における中世城館の様相

l 豊能郡能勢町・豊能町域における中世城館の分布・測量調査報告

(1)調査の経緯

大阪府北部に位置する豊能郡能勢町・豊能町は、旧国では摂津国と丹波国の境界地域にあた

り、特に戦国期には小規模な城館が密集して構築されたことが知られている。各城館は主とし

て在地の支配層によって構築され、支配拠点や有事の拠点として使用されたものと伝わる。こ

れらの城館跡は、戦乱の状況のみならず、旧国焼における中世の土地利用や地域支配のあり方、

交通・交流の様相を知るうえでも重要な歴史的壺料の一つと言えよう。

能勢町 ・豊能町域は都市部・市街地から距離があり、都会の喰喚からかけ離れた山林風景が

広がっている。大規模な圃場整備事業が行われた水田地帯を除き、開発圧力が相対的に低い水

準であったことから、特に山間部では選跡が大きな改変を受けることなく現在に至っている。

しかしながら中世城館跡の中には、これまでの城郭研究において知られている城館にあって

も、周知の埋蔵文化財包蔵地として周知されていないものが複数あり、その把握と周知が課題

となっていた。

また、当該地域は大阪府下でも特に人口減少 ・少子高齢化が進んでいる地域の一つである。

城館跡の所在するような山林は、かつては入会地や植林地として管理 ・利用されていたが、現

在では森林査源の利用乱の大幅な減少と土地所有者の高齢化等のため、十分な管理が難しく

なっている。また近年その脅威を増している豪雨等の自然災害による被災状況を鑑みると、ほ

とんどが露出遺構によ って評価される城館関係遺構についても、損壊や滅失の危険性が憂慮さ

れる。

以上のような課題に対し、大阪府教育庁文化財保護課では令和元年度から令和2年度にかけ

て、中世城館跡の分布状況および保存状況を明らかにすることを目的として能勢町・豊能町域

における中世城館の分布調査 ・測塁調査をおこなった。

(2)調査の概要

i. 調査体制

本調査は、大阪府教育庁文化財保護課の考古学技師が行い、当地域の中世城館に造詣の深い

中西裕樹氏（高槻市まちにぎわい部文化財課長）に調査協力を依頼し、現地で指導・助言を得

た。現地測塁等の一部の作業は、株式会社イビソクと委託契約を締結して実施した。なお、調

査地のほとんどが民有地であることから、能勢町教育委員会および豊能町教育委員会の協力を

得て、地権者に対し事前に調査の了承を得た上で行った。なお調査野の一部は国庫補助金 （埋

蔵文化財緊急調査費）による。

令和元年度および令和2年度の分布・測益調査体制は以下の通りである。

【令和元年度】

調査主体大阪府教育委員会教育長酒井隆行

教育庁文化財保 護課課長大野広

文化財企画グループ課長補佐小浜成

総括主査中西裕見子

副主査 原田 昌浩

技師 久永雅宏・小泉翔太

調査協力高槻市街にぎわい部文化財課課長中西裕樹

業務委託株式会社イビソク
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【令和2年度】

調査主体大阪府教育委員会教育長酒井 隆 行

教育庁文化財保護課課長大野広

文化財企画グループ グループ長岡田 賢

総括主査 中西裕見子

技師 小泉翔太

調査協力高槻市街にぎわい部文化財課課長中西裕樹

ii．調査の目的と方法

本調査は、能勢町・豊能町域の中世城館を対象としたが、能勢町域については埋蔵文化財包

蔵地として周知されていない城館を主たる対象として選定した （図351)。調査にあたっては、

各町史 （豊能町史編纂委員会 1987・能勢町史編纂委員会（編）2001)や集成 ・研究書 （田代 ・

渡辺 ・石田 （編）1981、中井 （監）2014~ 2018、中西2016)を参照した。なお、城館の名称

は本書第3章と統一することとした。

分布調査では、踏査によ って遺構の分布や現況を確認し、 中西裕樹氏が作成した縄張図（中

西 2016)との照合および写真撮影によ って記録を作成した。また、GNSS機器で座標を取得し、

調査位置を記録した。使用した GNSS機器および測定方法は二種ある。第一は、丸山城、地黄

陣屋、山辺城にて実施したもので、 GPSMAP64SJ(GARMIN社製）を使用した。委託事業者

が同機器を使用 し、本課の技師が指示した場所で座標取得を行った（表 17)。座標取得の精度

は基本的に半径3m以内におさまるようにした。この精度であれば二千五百分の一の都市計画

固上でも 3mm以内に点を落とし込むことができるため、範囲を示すには十分である。第二は、

その他の城館跡の踏査で実施したもので、 GNSS機能を搭載したサイクルコンピュータまたは

トレッキングナビゲーター （いずれも GARMIN社製）で踏査軌跡を記録した。この方法では

GNSS機器の精度管理ができないため、前述の方法と比較すると精度に劣るが、傾斜変換か所

を歩けば軌跡として GIS上で表示でき、遣構の分布範囲のデジタルデータ化が可能である。

測祉調査では、能勢町山辺に所在する山辺城跡を対象とし、レーザー計測器を搭載した無人

航空機 (UAV: Unmanned Aerial Vehicle)によって対象地の現況地形の詳細な計測をおこなっ

た。計測に係る精度等については、国土地理院が公開する 「UAV搭載型レーザスキャナを用

いた公共測羅マニュアル （案）」（平成 28年3月30日公表、平成29年3月31日改正）に準

拠した。計測によ って得られたデータをもとに、現況等高線図、立体地図を作成した。UAV

測塁は Vx-20 (Y ellowScan社製、レーザー計測器）を搭載した Matrice600 Pro (DJI社製、

無人航空機）を用いて本課職員の指示のもと委託事業者が実施した。地形解析および取得した

データの解析も同様におこなった。この方法で取得できるのはあくまで現状の地形データであ

り、造構であるかの判断は現地を踏査して判断する必要がある。とはいえ、等高線を頼りに現

地を踏査する従前の方法よりは、はるかに効率的に現地確認が行えるという利点がある。

iii. 調査の経過

【令和元年度】

令和2年 (2020)2月25日 （火）

調査者 ：原田、 久永、中西 （高槻市）、（株）イビソク

内 容：能勢町域の城館跡の分布調査

対象：丸山城、地黄陣屋、山辺城

令和2年 (2020)2月26日 （水）

調査者：原田、小泉、中西 （高槻市）

内 容 ：能勢町域の城餓跡の分布調査

対 象：吉村城、森上城、今西城、森上館、長谷屋敷、平通城
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令和2年 (2020)3月 13日 （金）

調査者：原田、小泉、中西 （高槻市）、（株）イビソク

内 容：能勢町域の城館跡の分布調査、山辺城の測塁調査

対象：山辺城、杉原城、野間中城

令和2年 (2020)3月 23日 （月）

調査者：原田、久永、小泉

内 容：能勢町域の城館跡の分布調査

対象：田尻城、田尻御所

【令和2年度］

令和3年 (2021)2月24日

調査者：小泉、中西 （高槻市）

内 容：豊能町域の城館跡の分布調査

対 象：水牢古城、野間口烏坂城、余野本城、城之越城 （城ノ越城）、大平土居、

高山城、 高山向山城

令和3年 (2021)2月25日

調査者：小泉、中西 （高槻市）

内 容：豊能町域の城館跡の分布調査、能勢町域の城館跡の分布調査

対 象：為楽山城、吉川城、吉川井戸城、吉野城 ・吉野居館 (3)調査の成果

〇 閣査対象の城館

● その他の城館等

竺 二配置譴寝
寸象の城館］

12．吉野城• 吉野館

13．為楽山城

14．水牢古城

15．野間口島坂城

16．余野本城

17城之越城 （城ノ越

！7.杉原城 18．大平土居

8．平通城 19．吉川城

9．野間中城 20．吉川井戸城

10.田尻城 21．高山城

11．田尻御所 22．高山向山城

憂` で`に軍

図 351 分布調査対象の位囮 (S=1/10,000)（地理院タイル （傾斜星図）を用いて作成）
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i.分布調査（令和元年度）

① 丸山城 （図352)

丸山城は、能勢町東郷地区の小盆地北側に張り出した丸山と呼ばれる丘陵上に位置する。曲

輪、堀切、土塁等の選構が良好に遺存しており、石仏等も確認された。遺物の散布は認められ

なかった。城跡のふもとには市民団体により、麓に説明板等が設匝されているほか、城域内部

にも遺構名の表示がなされている。

GNSS機器による測塁では、標高の最高点付近に平坦面があり、その四隅が丸 Q～丸Vで

ある。その平坦面から下りた位置に標高に沿って平坦面が廻っており、丸S・T・W・X・Y・

zがその外周にあたる。その北端は尾根に直交する丸0ー丸 Pを軸とする谷地形があり、その

北に丸I・ J ・ M を端とする平坦面がある。その北に尾根に直交する丸F丸 Lを軸とする谷地

形があり、その北に丸B・C・D・Kを外周とする平坦面がある。最高点付近平坦面の外周平

坦面の南側には丸AAー丸 ABを端とする平坦面が広がる。

② 地黄陣屋（図353)

地黄陣屋は、東郷地区の小盆地の北東寄りに位置する。近世城郭であるが、丸山城に関連す

るものとして調査対象とした。石垣が良好に逍存しており、能勢街道に面した西側正面には端

正な内桝形虎口がみられる。

今回は石垣の隅角（出隅・入隅）で座標取得を行った。陣 1~ 12、13~ 21が一連の石垣で、

陣 10～陣 14は虎口である。また、現在は社が建てられた中島があり、石垣で護岸されていた

ことから座標取得を行い、陣22~29が中島の、陣 30~ 38が外周設岸の石垣の角部分にあたる。

虎口部分には能勢町教育委員会により解説板が設置されている。部分的に埋蔵文化財包蔵地

として周知されているが、残存する石垣選構等の範囲と離甑がある。

③ 山辺城 （図354)

山辺城は、能勢町域西郷地区の小盆地群の北側の城山 （鷹爪山 ・能勢富士）の山頂尾根一帯

に位罷する。城郭の規模および構造は能勢・豊能町域でも傑出し、曲輪 ・土塁 ・石垣・堀切等

の遺構が良好に蜆察された。

GNSS機器による測塁では、最高所を占める一帯の尾根に複数の平坦面があり、その主要な

ものの中心付近で落とした座標が山辺3~5である。その平坦面が展開する尾根の西側斜面に

は石垣が残存してお り、その最下端が山辺6である。最高所一帯の尾根から東北東側に向かっ

て痩せ尾根がのびており、平坦面とそれを取り 囲む土手状の高まりを持つ一帯の中心が山辺2、

さらに北東に延びる尾根に直交する谷地形のあたりが山辺1となる。当初は丸山城跡の調査と

同様に傾斜変換か所で座標をとることを考えていたが、台風等によると思われる倒木が多数発

生しており、また一部で土砂が流出して立ち入りが危険な状態であったため、後述する UAV

によるレーザー測塁に切り替えた。

④ 森上城・今西城 ・森上館 （図355)

能勢町西郷地区の大明山一帯の尾根上に森上城及び今西城が所在し、その南麓に森上舘が所

在する。森上城及び今西城は周知の埋蔵文化財包蔵地であるが、今回踏査したところ森上城と

される包蔵地の西側に一連と考えられる平坦面が存在した。また、森上城と今西城の間の尾根

上は、人間による地形改変かどうかは判然としないが、平坦な地形が続いており、両城が一連

であった可能性は捨てきれない。

また、南側の麓に位匝する旧能勢西中学校敷地の北側には等高線に平行する直線的な谷地形

とその北の土手状の高まりに区切られた雛壇状の地形が残存していた。この地形が館跡かどう

かは発掘調査を行っていないので不明であるが、人工的な地形改変であることは否定できない。

⑤ 吉村城

能勢町西郷地区の来栖山の尾根上に所在する。尾根上には平坦面があり、その東側には尾根

に直交する谷地形が刻まれてお り、規模は小さいものの城郭とみて問題ない。
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表 17 GNSS機器観測点一覧 （北緯 ・東経は 10進法表記）

点名 観測日 北緯 東経 標品

丸 A 2/25/2020 34.961 135459 271.959 

丸 B 2/25/2020 34.961 135.459 277.451 

丸c 2/25/2020 34.961 135.459 275.540 

丸 D 2/25/2020 34.960 135.459 Z14392 

丸 E 2/25/2020 34.%0 135.459 274.347 

丸 F 2/25/2020 34.960 135459 274.497 

丸 G 2/25/2020 34.960 135.459 273.768 

丸 H 2/25/2020 34.960 135.459 274.127 

丸I V25/2020 34.960 135.459 275.594 

丸 J 2/25/2020 34.960 135.459 278.463 

丸 k 2/25/2020 34.9印 135.459 279.076 

丸 L 2/25/2020 34.960 135.459 280.407 

丸 M 2/25/2020 34.%0 135.459 280.169 

丸 N V25/2020 34.960 135.459 277.817 

丸〇 2/25/2020 34.960 135.459 281.028 

丸 BD 2/25/2020 34．勁 135.459 281216 

丸 P 2/25/2020 34.960 135.459 277.139 

丸 Q 2/25/2020 34.960 135.459 282.454 

丸 R 2/25/2020 34．勁 135.459 283.796 

丸s 2/25/2020 34.960 135.459 286268 

丸T 2/25/2020 34.960 135.459 286.975 

丸u 2/25/2020 34.960 135459 283.319 

丸v 2/25/2020 34.900 135.459 284.932 

丸w 2/25/2020 34.960 135.459 275.967 

丸x 2/25/2020 34.960 135459 278.814 

丸 Y 2/25/2020 34.959 135.459 281.855 

丸 z 2/25/2020 34.959 135.459 278.111 

丸 AA 2/25/2020 34.959 135.459 Z15.821 

丸 AB 2/25/2020 34.959 135.459 276.852 

陣 1 2/25/2020 34.958 135462 261.367 

陣 2 2/25/2020 34.958 135.461 259.539 

陣 3 2/25/2020 34.958 135.461 259.819 

陣 4 2/25/2020 34.958 135.461 261.704 

陣 5 2/25/2020 34.958 135.461 260978 

陣 6 2/25/2020 34.958 135461 262.163 

陣 7 2/25/2020 34.958 135.461 261.480 

陣 8 2/25/2020 34.958 135.461 260.955 

点名 観測日 北緯 東経 標局

陣 9 2/25/2020 34.957 135.461 261,627 

陣 10 2/25/2020 34.957 135.461 258.374 

陣 11 2/25/2020 34.957 135.461 261.357 

陣 12 2/25/2020 34.957 135.461 258249 

陣 13 2/25/2020 34.957 135.461 ⑱ .841 

陣 14 2/25/2020 34.957 135.461 260.856 

陣 15 2/25/2020 34.957 135.461 260230 

陣 16 2/25/2020 34.957 135.462 266B27 

陣 17 2/25/2020 34.957 135.462 263.311 

陣 18 2/25/2020 34.957 135.462 265.377 

陣 19 2/25/2020 34.957 135.462 264.324 

陣 公 2/25/2020 34.957 135.462 264270 

陣 21 2/25/2020 34.957 135.462 2W.862 

陣 22 2/25/2020 34.957 135.462 263.699 

陣 23 2/25/2020 34.957 135.462 263.005 

陣 24 2/25/2020 34.957 135.462 263.125 

陣 25 2/25/2020 34.957 135.462 264.614 

陣 26 2/25/2020 34.957 135.462 262.952 

陣 切 2/25/2020 34.957 135.462 264B58 

陣 公 2/25/2020 34.957 135.462 261.523 

陣 29 2/25/2020 34.957 135.462 263.115 

陣 30 2/25/2020 34.957 135.462 264.153 

陣 31 2/25/2020 34.957 135.462 263B08 

陣 32 2/25/2020 34.957 135.462 259.852 

陣 33 2/25/2020 34.957 135.462 264,048 

陣 34 2/25/2020 34.957 135.462 264.016 

陣 35 2/25/2020 34.957 135.462 260271 

陣 36 2/25/2020 34.957 135.462 261.115 

陣 37 2/25/2020 34.957 135.462 260.927 

陣 38 2/25/2020 34.957 135.462 263.315 

山辺 1 2/25/2020 34.981 135.407 397.081 

山辺2 2/25/2020 34.981 135.407 399522 

山辺3 2/25/2020 34.980 135.405 437.544 

山辺4 2/25/2020 34.981 135.405 435.933 

山辺5 2/25/2020 34.981 135.405 437.540 

山辺6 2/25/2020 34.981 135.405 4Z1.430 

山辺7 2/25/2020 34.979 135.407 額 ．965

゜
ll 、

1:2,500 100m ＼ぺ、． 0 1:2,500 100m 

図352 丸山城の測点位置図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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図353 地黄陣屋の測点位置図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 

山辺1

1 :2,500 100m 

図354 山辺城の測点位置図 （上）と縄張図 （下）（S=l/2,500) 

-230 -



)~ 

／ 
1 :2,500 1 oom 

m
 

9.

00 

`

¥

1
 

(！‘ 

.
_
し

.

,

1

 

ヽ

，
 

．
 

，
 

，
 

,
＇

,

t

oo 

)
|
¥
¥
1
1
 

n
 

.
,
'
 

ヽ

’ヽ

9
9
上
｀

ヽ‘
‘
`
‘
'
 

‘

`

 

‘
a
9
‘
 

、
[
＼
；

。

ロ
＼
‘
：
／

ー

ー

、

＇

一

／

＼

ー

／

／

ヽ

、

‘
o
c
l

ー

一

‘

[

]

-

[

／

i.I

1

,

`

`

 

j

i

 

\i)

/
‘̀ ••1J,

. 

ヽ

＼
ー
ー
／
少
‘
ノ
“
`
、
‘
/
（
ー
＼
／
~
い

/

,

I
 

,

｝

／

 

¥

／

/

/

―

 

（
 

、
)
/
／
(
／
ー
—
,
\
＼

¥

）

/

／

/

！

ふ

、

袷
．
へ

／

／

i
ー

l

-

¥

/

＿

ー

／

／

‘

／

/
/
`
‘
 

ぷぃ/

ヽ

／

シ

ベ

/

/

/

）

'

I

ー
＼

、ツ・
Y

ぐ

／

／

ー

、

‘

/

‘

 

’
‘々

’

'

ー

ー

／

Iー
＼

‘'：
令

（
＇

/
、

I

(

.＼
¥

/

/

¥

 

>

＼
＼
 

（
＼
 

／
 

＼＼：い！
‘r,/、＼

ニ
ニ
ェ
l
a図355 森上城・今西城・森上館の踏査軌跡図 （上）と縄張図（下）（S=l/2,500) 

-231 -



100m 

゜
1:2,500 

囮 356 長谷屋敷の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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虚図357 杉原城の踏査軌跡図 （上）と縄張図 （下）（S=l/2,500) 
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図358 平通城の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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固 359 野間中城の踏査軌跡図 （上）と縄張図 （下）（S=l/2,500) 
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図 360 田尻城の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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固 361 田尻御所の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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⑥ 長谷屋敷（図356)

能勢町西郷地区西端の山辺地区の小盆地の南に所在する。等高線に平行する直線的な谷地形

と土手状の高まりに区画された平坦地形が存在した。

⑦ 杉原城（図357)

能勢町東郷地区の北東にそびえる歌垣山の南を通り亀岡盆地に抜ける堀越峠を越えた杉原集

落の所在する小盆地の南側の尾根上に所在する。現在神社が所在する平坦面の前後に雛壇状の

平坦面があ り、その一番最高所にやや広めの平坦面があり、南側には尾根に直交する谷地形が

ある。人工的な地形改変であるが、山城であるかは判然としない。

⑧ 平通城 （圏358)

能勢町西郷地区の南端の南山の山頂尾根一帯に所在する。やせ尾根のため広くはないが平坦

面があり、その周囲には自然石の露出を取り込むような石組みが見られる。また平坦面の東端

には尾根に直交する谷地形がある。観察できた石組みが石垣かどうかは判然としないが、大阪

湾を望み、 山辺城等も視認できることから、同時期に存在した山城の可能性がある。

⑨ 野間中城 （図359)

能勢町東郷地区の南東に位置する南山山頂一帯に位置する。最高所一帯に平坦面があり、そ

の東側には土手状の高まりがある。北に延びる尾根上にも平坦面があり、これも北 ・東側に土

手状の高まりがある。西側の平野側にもいくつかの平坦面がある。これらの地形は山城である

と考えられる。

⑩ 田尻城（図360)

能勢町東郷地区の西側を流れる田尻川によって形成された小盆地の西側にある城山の山頂尾

根一帯に所在する。山頂最高所一帯に平坦面があり、その周囲の一段下がった場所にも帯状に

平坦面がある。田尻川側にのびる尾根と北側に延びる尾根にそれぞれ直交する谷地形が存在し

ている。これらの地形は山城に関わる人工改変とみて差し支えない。

⑪ 田尻御所（図361)

田尻城跡とは田尻川を挟んだ東側の東山山頂一帯に所在する。山頂一帯の尾根上に平坦面が

あり、南側にのびる尾根に直交する谷地形がある。北側にも同様の谷地形があ り、その北側に

も平坦面が広がる。人工的な地形改変とみて問題ない。

ii. UAVレーザー測盤調査（令和元年度）

先述の通り山辺城は城山山頂及びその尾根上に展開する山城で、摂津地域でも屈指の規模を

誇る。 研究蓄積も豊富で、縄張り図によ って構造的解釈がなされており、 一部に石垣を用い、

土塁や堀切を多用していることが確認されている （岡寺 1999、中西2015)。ところが、踏査の

結果、近年の台風被害によると思われる倒木や土砂流出が各所で起こっていることを確認した。

このままでは現地表から観察できる情報が滅失してしまうことが懸念されたことから、広範囲

を迅速かつ精確に記録することが必要であった。その方法として選択したのが、 UAVに搭載

したレーザー機器を用いた測塁である。

レーザー機器を地表に向けて照射し、反射して得られた樹冠等のノイズを含む点群を、解析

ソフトで地表面データのみに処理して得られたのが圏362および図372~ 374である。図362

は従来から地形の表現として利用される等高線図で、標高 lm間隔で等高線をまわしている。

この手法では等高線の粗密により地形の傾斜等を読み解くことができるが、等高線の引かれな

い微少な凹凸などの細部については表現しきれない。これに対し、地形の傾斜具合を濃淡で示

した図（陰影起伏図）が即372である。傾斜が緩ければ淡く、傾斜が強ければ濃く表示される。

また、作成された3次元モデルを回転させ、 烏鰍することもでき、 平坦面の比高を確認するこ

ともできる（固373・ 374)。

このデータの観察により、最高所一帯の尾根上には、大きく 3つの平坦な高まりがあり、北

西の高まり周りや、高まりの間にもいくつか平坦面が存在することが読み取れる。東北東に延
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図362 山辺城地形測塁図 (S=1/2,500) 
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びる尾根の先には周囲に土手を巡らせた平坦面があり、その周囲にも土手や谷地形がある。そ

してその北東に延びる尾根の南側には土手状の高まりがあり、北東端でほぽ直角に折れている

ことも読み取れる。

データで読み取れた地形の凹凸はすべて現地で確認しているが、これらはすべて人工的に地

形改変された可能性が高い。先述の通り、最高所一帯の尾根に所在する平坦面の西側には石垣

が残存しており、その先には麓まで続く小支谷があり、林道用に使われたと見られるジクザグ

とした道状の平坦面が見て取れるが、築城当時の道を踏襲している可能性もある。

全体的に当時に城として改変された地形がよく遣っているが、台風による倒木を起点として

U字形にえぐれたか所も散見される。今回はこのデータから読み取れた地形について、城郭の

構造研究に即した解釈を行わないが、山城としての規模は摂津地域内でも有数であり、遺構の

状態も比較的良好であることを強調しておきたい。

iii.分布調査（令和2年度）

⑫ 吉野城・吉野居館（因363)

城郭と館がセットになる良好な事例の一つである。城郭は多段の平坦面を有し、さらに南北

に犬走状の平坦面が附属するようであるが、明確に曲輪を取り巻くものではないため帯曲輪と

は評価しがたい。遺物の散布は認められなかった。

⑬ 為楽山城 （図364)

土塁状の高まりが頂上の稜線上に確認できるが、その他の遺構は明確ではない。能勢町地黄

の無漏山箕如寺の飛び地境内である能勢妙見山の境内に所在し、近世以降の改変が著しい。遣

物の散布は認められなかった。

⑭ 水牢古城 （図365)

土塁と平坦地のみで構成される狭小な城郭である。長軸の前後の平坦地には堀切などみられ

ず、なだらかに斜面につながる。遺物の散布は認められなかった。

⑮ 野間口烏坂城

現況の平坦地は自然地形である可能性があり、地表面では明確な追構は確認できない。した

がって、利用があったとしても臨時的なものと考えられる。遺物の散布は認められなかった。

⑯ 余野本城 （図366)

小規模な城郭ながらも、竪堀・横堀 ・土塁 ・虎口等の遺構が非常に良好に選存している。摂

津地域のみならず大阪府下でも突出して防御的施設が顕著な城跡と評価できる。南東部の尾根

にも平坦地が認められるが、自然地形との区別が難しく、その他の造構も地表面からは確認で

きない。選物の散布は認められなかった。

⑰ 城之越城（城ノ越城）

平坦地や堀切の可能性がある地形が認められるが、近代以降の改変によるものの可能性があ

り、地表面では明確な遺構は確認できない。遺物の散布は認められなかった。

⑱ 大平土居（図367)

低い尾根頂上の平坦地に、略方形にめぐる低い土塁の区画が南北に並ぶものである。平坦地

は土塁よりも広い範囲に認められることから、土塁は地形に沿ったものではなく、区画を意識

した配置で構築されたものと判断できる。隣接地には墓地があり、 里道が通っている。造物の

散布は認められなかった。

⑲ 吉川城 （図368)

略円形に土塁と堀がめぐる小規模な城郭で、高代寺へ連なる西側の尾根筋には堀切と土橋が

認められる。観光協会により、登山道やベンチ、案内板が整備されている。造物の散布は認め

られなかった。

⑳ 吉川井戸城

尾根の端部を利用した城郭で、平坦地や帯曲輪が確認できる。堀切とみられる切通しがある
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が、地形に比して大規模のため、近代以降の所産である可能性がある。東側は府道により大規

模に改変されており、城域の推定が難しい。遺物の散布は認められなかった。北側の崖面防護

工事の際に、豊能町教育委員会が発掘調査をおこなっている （豊能町教育委員会 2002)。

⑳ 高山城 （図369)

明確な遺構は堀切と平坦地のみの狭小な城跡である。現在の高山集落の外側にあたる北西側

に視点場が開けた状態で構築されている。地元自治会により登山道、看板、ベンチ、石碑、解

説板が設置され、ハイキング道として整備されている。遺物の散布は認められなかった。

⑫ 高山向山城（図370)

堀切が尾根をめぐって帯曲輪となる。明確な遣構は尾根上の先端部のみの範囲にとどまり、

北側に統＜尾根部分にも平坦地が続くものの地表面では明確な遺構は確認できない。高山城と

同じく、現在の高山集落の外側にあたる南東側に視点場が開けた状態で構築されている。遺物

の散布は認められなかった。

(4)調査のまとめ

本調査では、豊能郡能勢町・豊能町域に所在する中世城館のうち、25か所について調査を行っ

た。大阪市内などの都市部と比較して開発が及んでいないこともあり、想定以上に城館選構が

良好に残存しており、大阪府下でも有数の城館密集地域であることがあらためて明らかとなっ

今回の分布調査では、 GNSS機器を用いたことにより、埋蔵文化財包蔵地の正確な把握と周

知につながる成果を得たものと言える。ただし、遺構としての認識や各遺構の時期決定に関しては、

地表面観察のみでは限界がある。特に伝承地や地名 ・字名に痕跡が残るのみの城跡については、試掘 ・

確認調査を実施するなどの手段を講じる必要がある。

いっぽう、自然災害等で部分的に損壊してしま った城館等も一部存在し、記録がされないま

まに自然に消滅してしまう危険性も強く認識された。そういった状況にあって、山辺城におい

てUAVによるレーザー測塁を実施できたことは大きな成果であろう。測絨調査の結果、大阪

府域の摂津地域において、芥川山城 （高槻市）に次ぐ規模を有し、大阪府下でも有数の規模を

誇る山城の詳細な地形が明らかにできた。今後、本調査成果を下地に城郭の構造や機能につい

て検討が進んでいくことを望む。また、 UAVレーザー測盈は記録作成の手段として有効性が

高いだけでなく、その成果を三次元で表示すること可能であるため、俯鰍図など城郭の立体的

な構造を視覚的に表現する上でも有用である。こうした点は、調査研究のみならず、その成果

の公開・活用にも賓するものと言える。

本文は、内容については調査担当者である原田・久永・小泉と調査協力者である中西の四者

で協議のうえ、令和元年度の分布調査 ・測醤調査についてを原田が、令和2年度の分布調査に

ついてを小泉が、その他の部分については原田と小泉が作成した。
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固 363 吉野城 • 吉野居館の踏査軌跡図 （上） と縄張図 （下） （S=l/2,500) 
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図364 為楽山城の踏査軌跡図 (S=1/2,500) 
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図365 水牢古城の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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図366 余野本城の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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図368 吉川城の踏査軌跡図 （左）と縄張図 （右）（S=l/2,500) 
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図371 山辺城の現況及び作業風景
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図373 山辺城俯廠図 （南西から）

囮 374 山辺城俯鰍図（東から）
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2 芥川山城（芥川城） について

芥川山城は北摂山地から大阪平野へ流れる芥川が、山間部から平野へ出る直前に大きく蛇行

する摂津峡の峡谷に囲まれた標高 182mの三好山に位置する。急峻な地形に囲まれた山全体に、

山頂の主郭をはじめ、無数の曲輪 ・堀切 ・土塁 ・石垣 ・虎口等が築かれた摂津国では最大級の

規模を誇る山城である。

史料からみえる芥）l|城

築城は室町硲府管領を務めた細川京兆家の細川高国による。摂津・丹波守護でもある高国は、

在京しながらも両国の支配や西国への備えとして軍事拠点を必要とした。

史料からは永正 12年 (1515)に築城が閉始されたと考えられ、 「昼夜朝暮五百人三百人之人

夫ニテ普請要害止時ナシ」（「不問物語」）とその様子が記され、翌年正月には連歌師宗長が高

国の家臣能勢頼則が城代を務める芥川城を訪れている。その後、細川京兆家の家督争いで高国

を滅ぽした細川晴元は、天文2年 (1533)に入城した後、在京と芥川入城を繰り返したが、城

には重臣や側近が在城し奉行人が山城 ・摂津 ・丹波へ奉害を発給するなどの政務を行なってい

る。この細川京兆家の高国・晴元段階には山城で連歌会が催され、在城した晴元の下へ京都の

公家山科言継や大坂本願寺などの使者が訪れている。

天文22年には東隣の帯仕山に陣を置いて城を攻め落とした三好長慶が入城する。細川晴元

と将軍足利義輝を京都から追った長慶は、畿内近国を実力によ って支配するとともに、在京せ

ずに、河内の飯盛城 （大東市 ・四條畷市）へ移るまで芥川城を居城として政務を執った。晴元

時代に続いて山科言継が使者を遣わして書状や礼物を届けるなど、将軍の権威が弱ま った京都

周辺の公家や寺社が諸権益の裁定を求めて登城している。また長慶は摂津・山城などの村落間

の水利権の裁定もこの城で行っていた。長慶段階の芥川城は寺社権門から村落まで幅広い人々

が登城する、京都に代わる 「畿内の政庁」として機能した。

一方、城は学問の講義や連歌会など文化的な空間としても機能した。弘治3年 (1557)年に

松永久秀が1儒学者清原枝賢を招いて儒学の講義が行われ、連歌師里村紹巴らが参加した連歌会

が開かれている。さらに城内には長慶だけでなく嫡男義輿や家臣の松永久秀や三好長逸らがそ

の家族とともに居住していたことがわかっている。弘治2年に火災が生じて義興や久秀の屋敷

が焼失し、その翌年に北野社は城内の松永久秀の妻や長慶の弟安宅冬康に贈物を行っている。

その後、長慶自身は永禄3年 (1560)に飯盛城へ移るが、芥川城は三好家の家督とともに嫡

男義興に譲られ、三好家の本拠として意識され、 「畿内の政庁」として位置づけられ続けた。

このような由緒を誇る芥川城に、永禄 11年に上洛途上の織田信長・足利義昭は、約二週間

滞在し、畿内の新しい支配者としての武威を示すとともに、天皇の勅使をはじめ要人と面会、

各種の連絡 ・調整を済ませた後に入京 ・上洛を果たしている。その後は信長 ・義昭から摂津支

配を任された和田惟政や高山飛騨守らが入城するが、間もなく平地の交通の要衝 ・高槻城に移

り、芥川城はその機能を徐々に停止したと考えられる。

遺構・遺物からみた芥川山城

平成5年度～令和2年度にかけて行われた芥川山城の発掘調査によって、山頂の主郭周辺か

らは焼土陪の上に設けられた大型の礎石建物や塘列建物が検出されるとともに、 16世紀前半

から中葉を中心とする供膳 ・調理 ・貯蔵の食器類が出土した。これらは山上における居住や居

城化を示す。また、食器類に加えて硯などの文具や天目茶碗 ・茶臼などの茶道具、青磁花瓶な

どを確認しており、城内における文書発給や連歌会などの活動を衷付ける。また遣物の分布状

況から主郭周辺だけでなく城内各所に貯蔵を用途とする薄列建物の存在が想定され、家臣屋敷

の存在が想定される。また、主要な通路沿いや山麓からの視覚を意識した地点に大型の石材を
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用いた石垣が設けられていることも明らかにな った。このような軍事機能に偏らない多様な遺

構 ・遺物の状況は、前述の 「畿内の政庁」として機能した芥川城についての史料の記述とよく

一致する。今後も続く調査・研究から具体的な姿がさらに明らかになると考えられる。

現在、山頂の主郭に立つと南側に大きく眺望が広がり、高槻市街地は言うまでもなく 、正面

には淀川をはさんで飯盛山やその背後の生駒山、 その右にははるか金剛山や大阪市街のビル群

まで望むことができる。高槻市街の手前には西国街道と芥川宿がみえ、城からは約4km離れて

いるが、往時はその間の道を、在城する細川晴元や三好長慶、織田信長に面会や裁定を求めて

書状や贈物を手に登城する様々な人々が行き交い、城からはその様子が眼下にみてとることが

できたことは想像に難くない。

0 2km 

.. -- 曹 一図 375 芥川山城 （芥川城）と西国街道 ・高槻城の位置

図376 芥川山城 （芥川城）主郭からの南側の眺望と検出された埠列建物

（遠景は左から飯盛山 •生駒山・金岡ll山・大阪市街ビル群）

-247 -





第 5章総括

1 摂津における中世城館の分布の概要

第3章で示したように、本地域全体において中世城館等として把握できたものは 151か所を

数えるが、その内訳としては城館 135か所 (89.4%）、寺院 1か所 (0.6%）、寺内町 ・環濠集落

9か所（6.0%）、遺跡6か所 (4.0%）である。なお、遺跡はその内容により屋敷 ・居館と推定

されるもの6か所であり 、すべて城館に含まれるものである。

城館として把握した 135か所のうち、A)選構等の残存により位匝（おおよその位置も含む）

が分かるものは 63か所 (46.7%）、B)遺構等が確認できないものの伝承や地名、地割等から

位盟を推定 したもの 37か所 (27.4%）、 C)根拠がかなり乏しく位盟を示すことができなかっ

たもの（番号の先頭にFを冠したもの） 35か所 (25.9%）である。したがって、城館として位

置を特定できた上記A)は城館全体の半数弱に限られる。

地域ごとに分布状況をみると、位置が特定 ・推定できる城館（上記の A)・B)および遺跡）

では北摂山地に所在するものが55か所を数え、なかでも豊能郡能勢町 ・豊能町域では 43か所

と密集して分布する。第4章第 1節でみたように、豊能郡能勢町・豊能町域の城館は小規模な

山城が主体的であり 、本地域においても特徴的な分布状況を示す地区と位置づけられる。いっ

ぽう平野部においては街道沿いを中心として城舘が49か所に点在するほか、寺院や寺内町 ・

環涵集落の9か所全てが分布することが特徴として挙げられよう。寺内町 ・環濠集落は近世以

降も継続して発展したものが多く 、その後の都市形成において大きな影響を与えたものと想定

される。

2 時期別の特徴

今回の謁査において把握された城館等について、第3章に示した年代をもとに時期別に区分

すると、 13世紀以前は 24か所、 14世紀は 31か所、15~ 16世紀は 78か所、時期不詳は 13

か所となる。なお、長期にわたって継続する城館等については璽複して計上した。年代比定に

おいては文献上にあらわれる年代や、近世以降の記録や伝承等による類推、発掘調査による遺

構 ・造物の評価からの比定など、確度や基準が一定しないため必ずしも実態を表すものではな

いものの、それを差し引いても 15~ 16世紀代に属するものが過半を示すことは一定の傾向を

示していると考えられる。なお、各城館において詳説したように、築城時期が14世紀以前に

比定されるものであって も、その多くは15~16世紀に存統・機能したものであることがわかる。

個別に検証が必要ではあるものの、実態としては戦国期に築城された城館の城主が、その正統

性を補強するためにより古い伝承等を利用したものもあったと想定される。いずれにせよ、本

地域の城館等は、戦国期に構築され、利用されたものが多数を占めることが特徴といえる。

これを既刊の南河内、北・中河内地域と比較すると、南河内地域では、城館 122か所（うち

所在不詳は 16か所）のうち、 13世紀以前は6か所、14世紀は89か所、15~ 16世紀は 14か

所、時期不詳は 13か所であった （大阪府教育委員会2008)。北・中河内地域では、城館75か

所 （うち所在不詳）のうち、 13世紀以前は5か所、14世紀は31か所、15~ 16世紀は42か所、

時期不詳は 9か所である（大阪府教育委員会2017)。いずれの地域も 13世紀以前のものが少

ない点は共通するが、南河内では明らかに 14世紀代に比定される城館が多数を占めているの

に対し、北・中河内は摂津と南河内の中間的な様相を示すことがうかがえる。

このように、大阪府下においても中世城館の構築•利用の動向は一様ではなく、それぞれの

地域が有する歴史的背景の差異を反映したものと考えられる。
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3 摂津における中世城館の様相

以上にまとめた分布および時期別の特徴を踏まえ本調査で得られた成果をもとに、本地域の

中世城館の様相を概観しておきたい。

13世紀以前に比定される城館等のうち、 山城・丘城・平城といった城郭は、32．原田城 （北城）、

33.原田城 （南城）、79．太田城、120.山辺城、 133.野間城など12か所がある。 しかしこれらは、

南北朝期の利用の伝承がある F47．八幡城を除いて、15世紀後半（戦国期）以降を主たる機能

時期とするものである。13世紀以前にこれらが城郭として実際に機能していた可能性は低く

見積もられ、むしろ、発掘調査により確認された 33．原田城（南城）の前身となる方形区画溝

を伴う屋敷や、居館・屋敷にあたる 34．今西氏屋敷、 S63．上田部遺跡、 S98．郡遺跡 ・倍賀遺跡、

S109．余野城（平地遺構）などにみられるような、方形区画溝を伴う屋敷が当該期の 「城館」

の基本的な姿であったと考えられる。特に 34．今西氏屋敷は、こうした方形区画溝を伴う屋敷

の典型として位置づけられよう。今西氏は南郷春日大社の所領を治めた被官であり、周辺の荘

園の管理等を担った。その他の屋敷についても、防御拠点というよりは荘園政所のような政務

施設としての機能が想定されよう。

14世紀に比定される城館では、 13世紀以前から継続するものもあるが、 10．三津屋城、 F24.

天王寺城、42．池田城、 F50.山田城、78．茨木城、F104．新家城のように、 山城・平城があらた

に出現する。河内地域ほど顕著ではないものの、本地域においても南北朝の動乱が築城の契機

となったことが想定されよう 。特に、42.池田城や78．茨木城は、 戦国期の有力国人 ・池田氏

や茨木氏が拠点と した城郭の前身として重要である。ただし、これら南北朝期に築城されたと

伝わる城館は所在不詳のものも多く、今回の調査でも城郭遣構や全体構造の判明するものは見

られなかった。これに対して、 S99．西福井遺跡において方形区画溝を伴う屋敷跡が見つかって

おり、 34．今西氏屋敷とあわせて、前段階の特徴を引き継いでいることがうかがえる。

15世紀には 21．正覚寺城、 18．吹田城推定地・ 19．吹田城、 82．三宅城など城館が増加し始め

るが、ほとんどが15世紀後半の戦国期に入ってからのものである。また、 K29．大坂本願寺の

建立や、 K8．我孫子環濠、K59．富田寺内町といった都市の形成が始まるのもこの頃である。さ

らに 16世紀代には、 55．芥川山城、77．安威城、108．幣ノ木城など多数の城館があらわれ、16

世紀末葉には織豊系城郭の典型である 1．大坂城 （豊臣氏）の築城に至る。

当地域で主体となる戦国期の城郭の構造に着目すると、 32．原田城 （北城）、82．三宅城のよ

うに平野部に立地し、主郭 ・外郭が堀に囲われるもの、55．芥川山城、 84．佐保栗栖山砦、 120.

山辺城のように山頂部を中心として一定の広さをもつ曲輪が連接し、全体は大規模な城域を有

するもの、58．田能城、 80．佐保城、 116．吉）II城のように単郭の小規模な山城などが確認できた。

また、能勢・豊能町域に特徴的にみられる、 121．森上城・ 122．今西城・ 123．森上館や 133．野間

城・ 134．野間氏居館などの居館と城郭がセットになった事例も特筆すべきものである。

以上の通り、大阪府下における摂津地域の中世城館は、 14世紀以前は屋敷 ・居館として認

識されるものが主体であり、 15世紀後半から 16世紀にかけての戦国期には多様な構造をも っ

た城郭が展開することが読み取られた。なかでも、 55．芥川山城は本地域において最も大規模

な城郭であり、代表的な城郭といえる。芥川山城は細川氏の守護所、そして三好長慶による畿

内支配の拠点として利用されたものであ り、土塁や竪堀といった防御的な機能にとどまらず、

政庁としての政治的な中心ともな った城郭と評価されている （第4章2節）。 現在 も各種遺構

が良好に残存しているだけでなく、建物配置や構造、遺物の分布や内容といった考古学的な調

査成果、史汽料による城郭の利用実態の追及も進んでいる。こうした代表的な城館遺跡につい

て確実な保護の措置を進めることで、史狩料に詳しくあらわれてこない城館の調査・ 研究とそ

の学術的評価を深化させてゆくことが期待できる。さらに、本書では寺院や集落はごく 一部の

み取り扱うに留ま ってしま ったが、今後はこれらと城館とのかかわりについても検討を深めて

ゆくことで、本地域の中世社会の特質をより総合的に理解する一助となるものと考えられる。
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〒540-8571 大阪府大阪市中央区大手前二丁目

面、 06-6941-0351（代表）

発行年月日 2022年 3月31日

ふりがな ふりがな コード 調査

所収遺跡名 所在地 市町村 退跡
北緯 東経 閥査期間

面積
囮査原因

番号

大阪府 令和元～ 3年度
中世城館

調査

大阪府摂津地域

所在の中世城館等 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡等 中世

要 約
摂津地域の中世城館について、現況、考古資料、文献史料等の基礎的調査を実施し、

その内容を報告した。
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